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巻頭言 交通安全教育の原点

大 場 義 夫

TheOriginofTrafficSafetyEducation

YoshioOba

三つ子の魂百まで

かつて小児保健の長老が,子どもの性格形成

について ｢私としても定年後に本当にさとった

こと｣と前置きして次のように話された.

1) 2歳代は将来を決める最も大切な時期で

ある.母親は,この時期,子どもを自分の思う

ようにしようとあせってはいけない.叱ったi)

叩いたりしてはいけない.全ての愛情を出し切

って子どもに接する.

2) 3歳代は ｢模倣の時代｣である.子ども

は何でも大人のまねをする.したがって,母親

が正 しい行動をしなければならない.

3)4歳代になれば理屈がわかるので ｢ああ

しろ｣｢こうしてはいけない｣と本格的な命令や

禁止をしてもよい.しかし,頻発しても効果は

ない.2-3週間たってもなおらなかったら改

めて叱る.また,カッカしている時に叱っては

いけない.一呼吸おいて冷静になってから叱る.

夫婦ゲンカの トバッテリで叱るなどはもっての

ほかである.

まさに ｢三つ子 (昔は数えでいうから滴2歳

児)の魂百まで｣というように人の性格は幼児

時代にほぼ決定してしまう.そして,この人格

形成には,最 も親 しく最も長く子どもに接する

母親の責任が重大である.小児保健関係者によ

る育児のシンポジウムでも ｢勤めを持つ母親に

産後 3年間の有給休暇｣が其剣に論 じられたほ

どである.

ところで交通安全の話になるが,常に沈着冷

静に行動し,ルールは必ず守り,他人を思いや

り,｢どうぞ｣｢すみません｣｢ありがとう｣が素

直に言えるなど,良き交通社会人 (歩行者とし

ても運転者としても)に必要な ｢こころ｣は上

述のようにほぼ幼児時代に出来上ってしまう.

そして,交通安全教育の上でも母親の役割がい

かに大切かは次の例からもわかるであろう.よ

く事故を起こすタクシー運転者には,親が欠け

るか両親が不和な家庭でチビも時代を過ごした

者が多いという.

私たちは子ども時代に国語の会話をほぼマス

ターしてしまうが,中学生になってからの英会

話は容易に上達しない.これと同様に ｢こころ｣

だけでなく,良き交通社舎人としての全ての基

礎は子ども時代 (幼児時代と限定はしないが)

につくられてしまうのではないか.18歳になっ

てからの教習所では交通規則や運転技術を数え

るのがやっとで,性格を変えるなどは時間的に

も無理だが年齢的に不可能である.

交通安全はヒザの上から

交通安全3E対策のうち(1)工学Engineering
(信 号機設置,道路拡張 など) と(2)取締

Enforcementは実施すれば直ちに目に見えて事
故が減るが,(3)教育Educationの効果はなかな
か現われにくい. したがって,従来(1)(2)は大い

に行われてきたが(3)はおろそかにされてきた感

がする.これだけ交通安全が叫ばれてきたにも

拘らず事故が一向に減少しない現状の打開には

(3)の教育の振興が不可欠になる.そして,交通

安全教育は,世間一般が考えている教育だけで
なく,既述のように根本的には立派な人格をつ

くる ｢人間教育｣が特に幼児のうちから始めら

れなければならない.交通安全教育の原点は幼

児時代にあり,まさに ｢交通安全はヒザの上か

ら｣である.

したがって,交通安全のためにも団は母親 (あ

るいはそれに代る者)に,この意味での理解と

行動を求める一大キャンペーンを行うべきであ

る.母親は可能な限り子どもに接するようにし

よう.筆者は時代錯誤だが ｢子どもを持つ母親

は家庭に戻れ｣と言いたいほどである.｢百年河

清を待つ｣というが,こういった教育が徹底し

てこそ,そのチビもたちが成人した呼,初めて

｢よき交通社会｣,さらに広くいえば ｢良き社会｣

が実現するはずである.キャンペーン開始が遅

れれば遅れるほどその到来は遅れることになる.

(本学会名誉会員,東京大学 ･掲協大学名誉教授)
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総 説 思春期の性行動をめぐる諸見解と教育論議

武 田 敏

千葉大学教育学部

ViewsandDiscussionsonAdolescentSexualBehaviors

BinTakeda

FacltllyofEdltCatl'on,ChibaUnit)ersity

Ⅰ 緒 言

性教育に関する総説を依頼されたが性教育の

広範な領域をカバーする論述は不可能であり,

誌面の制限上,思春期性行動規範に関する性教

育内容をとりあげる.我が国の性教育問題が中

心であるが,外国例 も一部紹介して対比したい.

諸家の見解と性教育の流れを経時的に引用し,

問題点の解明に資すことにするが,個々の見解

の良否に関して個人的評価は控える.性教育総

説では諸統計を提示するものが多いので,本稿

では逆にこれを割愛し,可能な限り幅広い意見

を引用したい.最後に著者の説を加えて稿を閉

じる.

‡ 戦後我が国性教育の流れ

一 純潔教育から性教育- ー

我が国の性の歴史は農業文化と神道思想にみ

る ｢生殖としての性｣を穀物の実りと同一視し

た ｢おおらかな｣性文化であったが,性欲否定,

女人禁制の沸教思想と自己抑制,性否定,女性

蔑視の儒教の影響で次第に抑制的となり封建主

義や国家主義の時代には純潔思想が支配的であ

った.間宮武1)によれば,純潔教育と性教育の2

つの流れが大正時代にもあったが,昭和47年頃

統合されで性教育が使われるようになった.

終戦 (昭和20年)後の社会的混乱の中で文部

省は,昭和22年 1月,社会教育局長通達として

｢純潔教育の実施について｣2)を発表 し,同等の

人格として生活し行動する男女間の道徳,秩序

を打ち立てることが,新日本建設の重要な基礎

である,とした.昭和22年6月純潔教育委員会

の設置,24年 2月純潔教育基本要項の発表,25

年4月純潔教育分科審議会の設置,30年3月 頂屯

潔教育のすすめ方 (試案)｣3)の発表に進展する.

その内容をみると,純潔とは,いわゆる封建的

貞操観,道徳観,宗教的禁欲主義などの先入観

によってのみ行われることは望ましくない.性

知識を与えるだけでなく,性の科学的理解や性

に関する健全な態度によって,現代社会にふさ

わしい性道徳を確立 し,両性間の精神的,肉体

的関係を正 しくするための,主として未婚者に

対して行う教育である,と規定している.国家

主義的価値観の崩壊の結果,進駐軍と日本女性

の間の売買春,性病の蔓延,性犯罪等性の乱れ

の社会現象に対する緊急対策として純潔教育が

とりあげられた.

学校教育では昭和24年,GHQの指導の下に文

部省体育局が中学校保健計画実施要領 (試案),

｢成熟期への到達｣4)を作成し男女の生殖器,月

経,射精,青年期の身体的変化を中学生が学習

することになった.

しかし,昭和31年に ｢成熟期への到達｣が改

訂され,性教育に関する記述は大幅にカットさ

れて,指導上の留意点に示される程度に後退 し

た.性記述内容を授業の現場で扱い難いとする

教師の声と,当局の保守派の意見が強 く作用し

たものとみられる.

昭和40年代に入ると性解放SexLiberationの

波が我が国にも波及し旧来の純潔教育に対する

批判,性の二重倫理に対する指摘が台頭 して来

た.昭和47年,財団法人日本性教育協会が設立
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され,純潔教育に代って,性教育が使用される

ようになった.

性解放の結果として思春期男女の性行動の活

発化,性体験年齢の低年齢化,思春期妊娠,性

非行,性に関する悩みの増加が表面化した.成

人に於いても婚前性交,性外性交,売買春,ポ

ルノ雑誌,性病増加,性犯罪等が社食問題化し

た.

黒川義和5)が後に性解放と性開放を区別して定

義したが,両者が混然として人々を困惑させる

状況にあった｡性解放とは慣習,宗教,国家権

力の束縛から性を解き放つ性の人間化であるの

に対し,性開放は性器や性行為を露出し性を動

物化することである.

昭和52年学習指導要領改訂により,小学校学

級指導に,初潮教育が位置づけられ,中学校で

は性的発達への適応,成熟に伴う課題として,

男女交際のあり方,異性理解,性に関する知識

等がとりあげられている.昭和61年文部省は ｢生

徒指導における性に関する指導 (中学校 ･高校

編)｣6)を刊行した.指導指針と学校現場で起 り得

るケースのQ&Aを提示して,教師のニーズに

応えるものである.

平成元年の指導要領改訂では小学校5年理科

に ｢人の発生と成長｣が盛 りこまれ,男女の体

の差異,生殖器,受精,母体内胎児発奮,出産

を学ぶ内容となっている.マスコミが性教育元

年と呼び性教育に消極的な小学校教師も重い腰

をあげることになった.更に小学校 5年, 6年

の保健体育教科書が新設され,二次性散,性成

熟を含んでいる.

マスコミが性行為感塊のエイズ患者女性 (売

春婦と報じた)の死亡を大々的にとりあげた ｢神

戸事件｣,本邦初のHIV感染妊婦の出産である

｢高知事件｣によりエイズ ･ショックが列島を

走った.文部省は平成 2年 ｢エイズ予防に関す

る知識の普及について｣の通達を出し,すべて

の学校でエイズ予防教育をとりあげるよう指示

した.

平成4年 ｢エイズに関する指導の手引｣が文

部省の委員会で作成配布された.エイズ教育の
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発達段階に応じた展開が指導案を附して紹介さ

れている.以後高校生,次いで中学生各々に直

接配られるエイズ学習パンフレットが上記委員

会により作成された.

Ⅲ 婚前性行為をめ ぐる諸見解 と性教育

我が国では婚前性行動に対する社会的意識が

年々解放化に進み,｢結婚式に臨んで身重の花嫁｣

に対し寛大な風潮がみられる.諸外国の文献を

参照するとL.カーケンダール9)は婚前の性行為

自体良悪の判断の対象とされるべきではない.

その行為が結果として当事者に如何なる影響を

及すかにより判断される.性行為についての決

定や選択が行われる因子として,信額感,誠信,

協調性,自尊心を高めるものであることが望ま

しい,と論じている.

V,パッカード10)は婚前の性交体験について
両面を指摘する.婚前性交体験者は,結婚後も

婚外性交の問題を起す確率の高いことが実証さ

れている.他方結婚初期の段階で夫婦性生活が

円滑に行える利点もあると言う.

A.エリス11)は婚前性交により配偶者選択の
改善と異性愛の民主化,ポルノグラフィーの退

潮が期待され,本人にとっても心理的解放とな

り性能力にプラスされる等を挙げている.

J.マネー等12)は著者が性的に成熟してから結
婚可能年齢に達する期間が年々延長している社

会環境の中で,婚前性行為を認め,避妊を確実

に実行させることが妥当であると述べている.

次に人の性行動の特性から性教育のあり方を

考察している諸見解を順次紹介する.

黒川義和5)は人の性行動特性として可塑性,多

面性,多次元性を挙げ,性の大脳化現象を意識

させた性教育が必要であると言う.生後の学習

によって,性意識,性行動が方向づけられるこ

とが可塑性であり,動物のようなステレオタイ

プな性行動でない点が多面性である.大脳新皮

質の機能により心理社会的次元が多様に作用し

ているために多次元性となる.

日本性教育協会が作成した性教育指導要項に
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よれば,人間の性はその人格の中心的部分に組

みこまねている基本的条件のlつであって男性

であるか女性であるかの事実やその認識が,そ

の人の人生観や思考,行動のしかた,社会的職

業的活動,友人の選択や服装態度などに差異を

もたらす,いわば人間の生き方を決定する要因

と言える.従って,人間関係の心理社会面,隻

育環境,人格と人格のふれ合い教育を含むHuman

Sexualityの教育が必要であると論じている.

吉山登14)は人間関係,人格的交i)の喜びに本

質的性の快感があり,純潔の倫理は男女の人格

教育,人格の確立が前提となると主張する.

村瀬幸治15)は大脳皮質によりコントロールで

きることが人と動物の性行動差であり,セック

スは本能ではなく人格や生き方を映 し出す行為

である.又学習や経験により男女それぞれ個性

的に展開される文化的営みである,としている.

浅井春夫烏̀,性器や性交ほどプライベートな
部分や行為はない.プライバシーの価値を認め,

相手のプライバシーを尊重することが人権教袴

としての性教育であると言う.

次に時代を逆のぼって大正時代の性教育論2

つを紹介する.星野鉄夫17)は性を教帝すること

は単に性知識を与えることではない.性に関す

る意志と感情の教育を先行させ,その後で科学

的性知識や性欲をめぐる諸知識を教えるべきで

あると主張した.山本宜浩18)は性教育について

応用生物学の一部門と位置づけ,性に関する科

学的事実を学ばせることにより不測の危険から

青少年を守ることが可能である,理性をもって

本能をコントロールすることにより個人の楽し

い生活と社会の幸福がもたらされると述べてい

る.自知Self-Concept,日数SelトRespect,

自制Self-Controlが性教育で肝要であるとの見

解は後の性教育研究者から高く評価されている.

以上諸家の性教育論は性の精神面人格教育の

視点から多く展開されている.

次に本論である婚前性行為をめぐる性教育論

議の著名のものを列記する.

戦後我が国の性教育指導者として活躍した朝

山,村桧両氏の見解から紹介する.村於博雄1～)をま
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性を純潔教育という概念の車に押 しこめようと

する姿勢そのものが時代錯誤であり,性解放の

理念に基づいた性教育の展開が望まれると主張

した.朝山新- 2O)は肉体中心の処女崇拝思想,

男性従属の性道徳が純潔の概念でありこれを脱

却することが新しい性教育の理念であるとした.

慣習的観念にとらわれず現実の状況を遺徳の筋

を立てて認識する能力から,性の ｢理性ある自

己決定｣が可能である,と言う.

M.ダイアモンド21)は性行動の意志決定に関す

る教育の重要性をとりあげ,適切な意志決定を

阻む因子として,衝動,逃避,絶望,無知,逮

伝,なりゆきまかせ,自己の感情,周囲からの

心理的圧力等を問題としている.

著者武田28ト30)は純潔教育では自己決定能力が

曹成されないとの立場に立ち,低年齢から意志

決定,行動選択するライフ ･スキルを習得する

点を強調する.思春期の人間関係にこれが応用

される.関連した知識を主体的にとり入れる自

己教育能九 情況を判断する能力に加えて肯定

的自己概念が重要な意味をもつ,と述べた.

田能村祐戯 22)は欧米の人間関係意識とEl本の

それを対比して性教育を論じた.欧米人は個人

をtheindividua1分芋堆不可能な社会の究極単位

とみるもので強固な自我意識をもち,自由な意

志決定をし,自力で行動しようとする.これに

対し日本人は ｢人｣の文字に表徴されるように

互に ｢もたれあった｣人間関係で,自立心,自

己決定能力に乏しい.性教育の基本として,こ

の面の教育は不可欠であるとする.性交につい

て教える前に性交に至るまでのプロセスの教育

が重要であり,良い人間関係づ くりの指導に心

がけたいと言う.

村蘭幸治15)は性交は最高のコミュニケーショ

ンであり,性に関して自らの意志で選択 し,支

配するな,服従するな,強制するな,へつらう

な,を教えると述べている.又高校生にとって

｢性交はあり得ることである｣との前提に立っ

て,科学的に正確な避妊法を教えるべきと主張

する.｢性交の動機は避妊知識の有無に関係なく｣

避妊を学習することにより,むしろ性行動が供
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重になる面もあるという.

保守的な立場をとる見解として,松岡弘23)は

エイズを始めとするSTDの蔓延,望まない思春

期妊娠を防ぐためにも,彼等が ｢性行為を自己

抑制することのできる教育｣が肝要であると述

べている.コンドームさえ使えばよいと考え易

いが,コンドームは避妊にもSTD予防にも完全

とは言えない事実を認識すべきだと主張する.

内山源 24)25)によれば,思春期の性行動が性の

純潔に反する行動であるか否かの問題よりも,

基本的考え方を追求する指導が必要であるとす

る.何のために,誰のために,どんな条件で,

何時まで,どんな状況で,を考察させる,と言

う.

内山24)は又,短絡的コンドーム教育を批判し,

コンドームの使用,所持についての選択,自己

決定がなされるためには,コンドーム自体につ

いての科学的認識,コンドームと性交,性交と

人間,性と人間について十分な認識と理解が事

前に必要と言う.

高橋史朗 26)は学校に於けるコンドーム教育に

強く反対する立場をとるが,今日的性教育を次

のように批判する.外なる自然を破壊する公害

と同様,内なる自然である人間の性を破壊する

ような性教育は有害である,科学的合理的に性

を教えるだけで性教育と考えるのは人間の思い

あがりで,自然の純潔性と神聖性が失われると

主張している.

山本直英27)は過去の純潔教育はその背後に次

のような要素があったことを指摘する.(a)教

育を含めて国民の管理体制で構築された社会情

勢 (b)男女の性差と性役割を固定した男女不

平等の人間観,(C)人間の性や性行動への科学

的理解と洞察の欠如した未熟なセクソロジー (d)

近代化や民主化の遅滞から,人格としての性や

個人のプライバシーとしての性の確立の不足.

純潔教育がエイズ問題で再浮上することに対し

て瞥鐘を与えている.

以上保守的,解放的性教育の論点の大要を記

述したが,人間の性に関する認識,著者の性の

現状に対する容認,性知識を与える効果,望ま
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しい指導内容等に関して大小の差異があり,又

中間的立場もある.

次に述べる英米両国の性教育論争を考察する

と,保守と解放の性教育対比は更に明確となる.

Ⅳ 英国 ･米国における性教育論議

昨年,英国と米国の性教育事情を研修する機

会をもち,教育委員会や性教育研究団体を訪問

して現場の性教育論に直接接することができた.

学説として詳述する誌面はないが,要点を対比

して以丁紹介する.英米の学校性教育が我が国

と大きく異なる点は児童生徒が学校で性教育を

受けるか否か,保護者が決定すること,又地域

差が大きく,地域教育委員会の意向により性教

育内容が大幅に変化する点である.

先ず英国では健康省と文部省の見解が異り地

域のSchooIHealthAuthorityでこれを調整し

て教育運用している.結果として健康省カラー

の強い地域と文部省の方針が強く反映している

地域がある.伝統的価値を垂ずる宗教団体が文

部省カラーを更に右に誘導する影響力もある.

健康省の推進する性教育は思春期妊娠やSTD･

AIDS感染防止を主目的としたコンドーム教育重

視である.避妊具入手の俊をはかり,正確な使

用法を学はせ,性の医学的知識が性行動上で活

用できることを目標にする.自立と意志決定能

力,ライフスキルの学習を通して,安全で幸せ

な性を目指す教育である.年間エイズ患者発生

数の増加を抑えこむことのできた数少い,予防

対策成功園として,少くともエイズの社会教育

では国際的評価が高い.英国文部省のすすめる

性教育は性行動の責任を知り,実行する教育的

アプローチで,家庭の族から出発し,学校で社

会で責任ある態度を育成することを目標とする,

英国では旧植民地から各種の民族が流入し,キ

リスト教,イスラム教,怖数,ヒンドゥ数等多

宗教に属する生徒が通学している.道徳律,性

行動規範が多様な社会で,共通するモラルは自

己責任観以外にないと言う.我が国の責任教育

の意味が,親や教師,目上の人から与えられた

課題を責任をもって遂行することであるのに対
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し,欧米の責任教育は,自らの発言や行為に対

して,自らの負うべき責を果すことを主眼とし

ている.性行動の結果起 り得る事態や変化に対

して,自分が責任をもてる立場や能力を有して

いるかを考えさせる.我々が安全で快適な生活

ができるのは,周囲の人々がその役割や職責を

責任もって果しているからであると認識させる.

責任ある態度の他者は信頼できると感じる事か

ら出発し,自分自身も責任ある行動をすること

によって,他者から評価され,信頼されること

を学ぶものであり,これが性関係にも適応され

る.コンドーム教育を行わない学校が多かった

が,昨年9月以後更に保守化し,エイズ教育で

もコンドームを含む内容は公教育で行わないこ

とが明示された.性教育の基礎として小学校か

らgoodTouch,badTouchとは何かの教育を

する.物の場合,触感覚と危険性の有無によっ

て分れるが,相手が人の場合,Touchを相手が

どう思うかによりgoodとbadに分れることを

学習させる.性についての科学的知識を発達段

階に応じて適切に学ばせる事と性行動に対する

YesNoを明確にする訓練について保守,解放雨

着の性教育が共通している.

米国性教育は保守派の自己抑制abstinance教

育と解放派のSafeSex教育の対立がある.前者

の背後には共和党や宗教勢力,後者のバックに

は民主党が関与している.SafeSex教育はコン

ドームの常用により安全な性生活を確保するも

のと,他にアウター･コースoutercourseと呼
ばれるアプローチがある.後者はインターコー

ス (性交)に対比して命名されたもので,性交

以外の性的接触技術を学ばせ,STDや妊娠を防

止することを目的とする.相互マスターベーシ

ョン,相互マッサージ,ファンタジーセックス

等があり,性器の結合はなくても性的満足を共

有できる,と教える.多くの選択肢の中から自

らの性行動を選出する意志をもち,その場に臨

んで実行できることを重視する.教育的に非指

示的アプローチで,個人の選択権が強調される.

これに対し保守派は,個人の行動が他者に与え

る影響を重視し,｢守るべき性行動規範｣を提示
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する指示的アプローチである.思春期性行動を

憤しむことを教え親の役割を強調する.SafeSex

派は教育により判断力と適切な自己決定能力が

育成され,それが可能であるとみるのに対し,

それを思春期に求めること自体困難であるとの

前提に立つ.昨年我が国を訪れて講演したP.
フアンダーバーグ31)はピアジェの理論を引用し,

成人の多数は形式的操作段階にあるのに対し,

思春期の大部分は未だ具体的操作段階にとどま

っている状態である.行動の因果関係を理解し

未来を予測する能力に欠け,自らの行動の限界

にも気付いていないと指摘している.B.D.ホワ

イトヘッド32)は ｢米国の性教育は失敗であった｣

と発表し,性教育論争の火に油を注ぐ結果とな

った.性知識やコミュニケーションの技術を与

えれば性行動を自己コントロールできるように

なる,との理論を疑問視し,アウターコースも

矛盾が大きいと指摘する.野球で3ベースまで

行けばホームベースを踏む可能性が高いと述べ

ている.英米の性教育論争は我が国の議論と共

通点が多く,又参考となる問題点も少くない.

Ⅴ 結 語

以上内外の多様な性教育論を紹介したが,普

者の私見28)～ョo)を附託する.諸見解の中には非難

の言葉を与える読者もあると思われるが,多岐

にわたる性教育論が自由に発表できる民主社会

こそ望ましい.しかし教育の現場で,殊に公教

育でこれ等が実践されるか否かは全く別の問題

である.一校の教師間でも性教育に対するスタ

ンスのギャップは少くない,と聞く.管理職や

年輩教師と若手教師の間で指導内容に大差があ

れば生徒は当惑し,不信感をもつ結果となる.｢色々

な考えがあってよい｣が通用するテーマと不可

のテーマがある.又各種の性教育メニューを周

意し,親や生徒に選択させることは不可能であ

る.価値の多様化を認めた上でその学校におけ

る実践上のコンセンサスを得てすすめるには如

何にすべきか.性関係を含む人間関係のモラル

として相対的価値と絶対的価値に区別し,後者

に基づいで性教育を展開する方式を提唱したい.
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婚前性行為の是非は相対的価値に属するもの

でこの観点から展開すれば,多様な回答があり,

各自が自らの価値 を明確化 して選択すればよい.

これに対 し絶対的価値 とは人間関係 として万人

が認めるべき行動規範に連るものである.性関

係に於ける,自己決定,男女平等,生命尊重,

互恵と思いや り,自己と相手との ｢現在から将

来にわたる幸せを尊重すること｣を,絶対的価

値 とする.当面する性問題に対 し,この ｢絶対

的価値基準に照合 して,自らが判断する人間教

育｣を指針とすることにより,契った価値 をも

つ人々の間でコンセンサスを得ることができ,

又 ｢現実の行動選択｣が可能となる.

本文の中で95京左,Tから12-6行の内容は,文部

省科学研究費 国際研修により得た情報である.
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Keywords:basalmetabolism (BM),energyexpenditure(EE),dailyactivity

factor(DAF)

基礎代謝量,エネルギー消費量,生活活動指数

要旨:エネルギー消撃畳 (EE)と生活活動指数 (DAF)は,栄養所要量の策定や健康増進,栄養

指導の際の重要な指標である.基礎代謝量(BM)はEEとDAFを算定するために必要な数値で
あり,実測することが望ましいが,実測が煩雑なため,BM基準値に個々人の体重を乗じて求めて
いるのが-般的である.しかしBMには季節変動が認められることを多くの研究者が報告 している.
そこで男子学生10名の協力を得て一年間を通して,毎月中旬にBMを測定するとともに生活時間調
査を行った.EEはエネルギー代謝率 (RMR)法で計算し,DAFはEEとBMから計算した.

この際に用いるBMが実測値と基準値を用いた場合について,EE,DAFへ与える影響の差異を
比較検討した.

BM基準値から計算したEEは,実測値から計算した値に対し,ll.2%の総変動幅を示した.4

月には4,2%過小評価され,7月には7.0%過大評価された.またBM基準値から計算したDAFの
総変動幅は33.3%で,4月は11.7%過小評価され 7月は実測値より21.9%過大評価された.した

がってBMの季節変動を考慮しないBM基準値を用いてEE,DAFを算出することは,適正さを

欠く可能性がある.BM基準値は年平均値として示された値であり,その儀を用いてEEとDAFを

推定する際には,BMの季節変動を考慮する必要が示されたと考えられる.

l. ∫ntroduction

Therelativemetabolicrate(RMR)methodhasbeenoneofthemethodsusedtoestimate
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theenergyexpenditureofhumanbeingsinJapanforalongtime.1～3)Basalmetabolism
(BM)isnecessarywhentheRMRmethodisusedtocalculateenergyexpenditure.Aswe

know,itisdesirableforeverysubject'sBM tobedirectlymeasured,whichisofcourse
expensiveandtime-consuming.Therefore,manyresearchershaveusedthevaluesof

referenceBM fromtheRecommendedDietaryAllowancesfortheJapanesed),insteadof

usingthevaluesofmeasuredBM.WehaveknownthatBMhasseasonalvariation,while

referenceBMhasbeenshownintheformsofannualaverage,whichdependsonlyonthe

age,sexandweightofthesubjects.Henceitisunderstandablethattherewouldbesome

deviationwhenthevaluesofreferenceBM areusedtocalculateenergyexpenditure(EE)

ordailyactivityfactor(DAF),becauseoftheneglectoftheseasonalvariationofBM in

thesubjects.Thepurposeofthisstudyistoestimatemonthlydifferencewhenthe

measuredBMandreferenceBMareusedtocalculateEEandDAFbytheRMRmethod.

2.SubjectsandMethods

Tenhealthyyoungjuniorcollegestudentvolunteers(allmales,meanage20.1yrs)were

thesubjectsinthisstudy.Theywerestudentswithnospecialhabitofdoingregular
exercise.TheirBM wasmeasuredintheMetabolicDeterminationRoom ofthePublic

HealthDepartmentbyuslngDouglasBagMethodonceeverymonthfromApril1991to

March1992.Expiredgascollectedwasmeasuredwithawetgasmeterandanalyzedwith

a"ROKEN"typegasanalyzer(modifiedHaldaneapparatus),VOhichisatraditionalbut

veryreliablemethodwithgreatprecision.Theirbodyweights,heights,andskinfold

thicknessmeasuredbythe"EIKEN"skincaliper,attricepsandsubscapularareasonthe

rightsideofthebody,weresimultaneouslymeasured.Bodysurfacearea(BS)was

calculatedbytheFujimotomethods)andLBMwasestimatedasdescribedbyNagamine

andSuzukiP)TheEEofsubjectswerecalculatedaccordingtotheformula:EE-0.9×

BM(kcal/min)×Ts+∑iBM(kcal/min)×(RMR+1.2)×Try,inwhichTswassleeping
time(min)andRMRwastherelativemetabolicratedesignated7-8)forvarioustypesof
activitiesandexercises.Trwas"timesrequired"invariouskindsofactivitiesperformed.

EEinrestingstatewasconsideredequaltoBM Xl.2×wakingtime(min).DAFwas

calculatedaccordingtothefollowingdefinition9):DAF-EE/BM-1,inwhichEEand

BMmeantthemagnifyingpowerandbasalmetabolismusedtoobtaintheenergyrequired

forlivingoneday.TheEEandDAFfor12monthswerecalculatedintwoways,onefrom

themeasuredBM(methodA),anotherfromthereferenceBM(methodB).

TherelativemetabolicratewasdefinedbyFurusawalO)in1936inordertominimizethe

individualvariationinenergycostexpressedaskcal/min.Manyresearchersexamined

theusefulnessoftheRMRandproveditsconstancyforagivenactivityヲ)TheRMRofan
activityisdeterminedbythefollowingequation:

RMR-1oxygenconsumption(VO2)ofanactivity-VO2underrestingconditioni/VO2
underbasalcondition.

AgreatnumberofRMRsforactivitiessuchaswork,sportandleisurehavebeen
determined,sincetheRMRwasdefined.TherelevantvaluesofRMR foractivities

pel･formedbysubjectsinthepresentstudywerederivedfrom previousreports.11～12)It
shouldbementionedthattheabbreviationRMRshouldbedistinguishedfrom resti‡lg
metabolicrate.

Theprotocolwasexplainedindetailtoallsubjectsandwaswellacceptedbythem
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throughoutthewholeyearofexperiment.

Tab一el Physicalcharacteristicsofsubjects

subject (;rise,

A

B

C

D

E

F

G

H

I

TJ

Height Weight LBM*l BS*2 EE*3

(cm) (kg) (kg) (mC) (kcal/d)

0

l

｢⊥
2

6

1

4

9

｢⊥
8

6

5

5

5

5

6

6

5

6

6

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

5

3

4

9

3

8

0

8

2

2

7

0

8

0

4

9

9

8

7

3

3

2

2

9

4

1

4

2

6

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

7

9

8

5

2

2

7

4

8

9

1

6

7

6

7

1

3

9

8

7

6

7

6

6

9

7

5

6

5

6

1

1

1

｢⊥
｢⊥
l

1

l

｢⊥
一1

7

9

9

1

7

6

9

6

0

8

2

6

4

4

9

7

7

9

9

3

｢⊥
5

3

5

9

6

7

4

9

4

5

5

5

5

6

5

4

5

4

5

2

7

0

1

0

3

8

2

1

6

6

2

5

9

9

5

9

9

0

4

｢⊥
4

2

7

3

6

3

2

6

1

6

6

6

6

8

6

5

6

5

6

4

7

1

0

1

2

3

7

4

3

2

0

0

9

8

8

4

1

8

2

6

8

7

5

7

6

6

7

6

7

1

1

1

1

｢⊥
l

1

1

1

1

Mean 20.1 169,5 64.11 54.96 1.691

S.D. 1.0 6.4 7.71 5.68 0.112

Eachvalueistheaveragedvalueoftheexperimental12months.

*lLeanbodylTIaSS(kg),byNagamineandSuzuki(1964).

*2 Bodysurface(m2),byFujimotoetal.(1965).

*3 Energyexpenditure.

*4 Dailyactivityfactor.

(kcaR/kg/d)
30

28

26

24

22

20

Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec

Fig.1 ChangeofbasaJmetabolism(BM)

* significantdifferencebetweenmeasuredandreferenceBM :p<0.05(pairedttest)
** significantseasonalvariationofmeasuredBM :p<0.05(analysisofvariance)
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3. Results

E.ThephysicalcharacteristicsandDAFofthesubjects

Table1showsthephysicalcharacteristicsofthesubjectsandtheannualaverageof

DAFfrom methodA.Themeansandstandareddeviationsofage,height,bodyweight,

LBM andBSwere20.1±1.0yr,169.5±6.4cm,64.11±7.71kg,54･96±5･68kg andl･691±

0.112m2respectively.Therewasnosignificantdifferencecomparedwiththestandard
valuesformenintheirtwentiesaccordingtothereferencevaluesoftheRecommended

DietaryAllowancesfortheJapaneseチ'exceptforLBM,becauseoftheabsenceofpresent

standard.TheannualaverageofEEfrommethodAfor10subjectsin12monthswas

2420±356kcal/dayandtheannualaverageofDAFofthemwasO･58±0･12･TheDAFwas

atthesecondlevelbasedonthestandardoflevelofphysicalactivitiesご'

2.ComparisonofmonthlychangebetweenmeasuredBMandreferenceBM

Figure1showsthemonthlychangeofmeanBMobtainedfrommeasuredandreference

valuesinlOsubjectsinoneyear,TheBMfromdirectmeasurementshowsthecharacteristicsof

seasonal change,highvaluesinWinterandSpringandlow valuesinSummerand

Autumn.13)TheseasonalchangesofmeasuredBMwerestatisticallysignificant(p<0･05,

analysisofvariance,ANOVA).Ontheotherhand,thereferenceBMshowslittlemonthly

changewhichisnearlyastraightlinethroughail12months.

SignificantdifferenceofBMswasfoundbetweenthetwomethodsinSeptember,butno

significantdifferencewasobseⅣedamongothermonthsbetweenthetwomethods.
3.ComparisonofEEcalculatedbetweenmethodAandB

Figure2ShowsthemonthlydifferenceofEEbasedonthetwomethods.Thevaluesof
EEineachmonthcalculatedfrom meth()dAareusedasthestandard.Whereasthe
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Fig.2 Percentagediffel-enCebetweenreferenceandmeasuredvaluesofEEfor12months,

Themeanvaluesandstandarddeviationsfor10subjectsarerepresentedbyvertical
barsanderrorbars.
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valuesofEEestimatedfrommethodBarerepresentedasthepercentagetothestandard

value.Comparedwiththestandardvalues,themonthlypercentagedifferenceswere

noticeableinmanymonths.TheEE inAprilwas95.8% ofactualstandardvalue,

underestimated by4.2%.TheEE inJulywas107.0% ofactualstandard value,

overestimatedby7%.TheannualextentofdeviationinEEbymethodBwasll･2%,with

theS.D.from418-12･8%.TheresultsofthetwomethodsinSeptemberweresignificantly
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Fig.4 PercentagedifferencebetweenreferenceandmeasuredvaluesofDAFfor12

months･Themeanvaluesandstandarddeviationsfor10subjectsarepresentedby
verticalbarsanderrorbars.
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different.Therewasnosignificantdifferenceamongothermonths.
4.ComparisonofDAFcalculatedfrommethodAandmothodB

Figure3ShowsthefrequencydistributionofDAFof10subjectsfor12months.The

annualaverageDAFwas0.58±0.12,whichwasthesecondlevelaccordingtothestandard
oflevelofphysicalactivities_ThedistributionofDAFwas0.26-1127.Thewidescopeof

distributionmeantalargeindividualdifference.Figure4Showsthemonthlydifferenceof
DAFbasedonthetwomethods.ThevaluesofDAFcalculatedfrommethodAareusedas

thestandard,andthevaluesofDAFestimatedfrom methodBarerepresentedasthe

percentagetoeachmonth'Scorrespondingstandardvalue.Theextentofdeviationineach
monthwasvaried,andtheS.D.ofDAFineachmonthwas13.9-31･0%.Comparedwith

thestandardvalues,theDAFsinJanua叩,FebruaryandAprilwereunderestimated,that
inAprilwasaslowas88.6% oftheactualstandardvalue.TheDAFsinothermonths

wereoverestimated.Forexample,theDAFinJulywasashigh as12119% oftheactual
standardvalue.TheannualextentofdeviationinDAFowingtounderoroverestimation
was33.3%.TheoutcomebetweenthetwomethodsinSeptemberwassignificantly

different,butnosignificantdifferenceswereobseⅣedinothermonths.

4. Discussion

BothEEandDAFareveryimportantindicesinthedeterminationofRecommended

Dietary Allowances,and ingivingguidelinesforpromotinghealth andimproving
nutritionalstatus.BMisthebasisforcalculatingEEandDAF.Ifthemeasuredvaluesof

subject'sBM areeasilyavailable,therewouldbenoproblem.However,mostresearchers
haveusedthevaluesofreferenceBM from theRecommendedDietaryAllowancesfor

JapanesetoreplacethedirectmeasurementofBM.

ThereisseasonalvariationinBM.ThetypicaltypeofseasonalvariationinJapaneseis
highinwinterandspring,andlow insummerandautumn.Thescopeofseasonal
variationinBM hasbeenreportedbetween7.7-17%.13-16)severalresearchershave

reportedthatthescopeofseasonalvariationinBM hasdecreased.17-18)Apartfromthe
mainfactorofseasons(atmospherictemperature),theseasonalvariationinBM isalso

relatedtootherlifestylefactors,suchasdietandphysicalactivity.Thesametrendwas
alsoobservedbyresearchersformerlyinourdepartment.Thescopeofseasonalvariation
ofBMinthesamenortheastdistrictofJapanwas15% in1960tS)but10.5%inthisstudy.

Although thescopehasbecomesmauercomparedwiththatinthepast,thesubjectsin

thepresentstudydemonstratedsignificantseasonalvariation.
LBM istheprincipaldeterminantofBM.TheLBM inoneyearshowedaverysimilar
pattern ofmonthlychangetomeasuredBM.ThemeansofLBMhaveacloserelationship

withBM,becauseover99%ofthebody'smetabolicprocessestakeplacewithinLBM,19'
whilethepatternofBSwaslesssimilartothemeasuredBMthanLBM.

TheabovesignifiesthatoneoftheimportantfactorsincalculatingEEandDAFisthat
itvarieswiththechangeofseasons.ThevaluesofreferenceBM areshownbyannual

average.Thatistosay,wheneverduringtheyearthereferenceBMisusedtocalculatea
subject'sEEorDAF,becauseonlytheaveragevalueisavailable.However,thevalueof
referenceofBM isconstant,thoughtherealBMvarieswiththechangeofseasons.The

resultsofthisstudyindicatethattheEEandDAFfrom methodBhaddivergedfrom
thosecalculatedfrommethodA.Thetwomethodsshowedlargedifferenceinseptember,
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andthedifferencewasatlevelthatwecouldnotig･nore.Theannualgroupextentof
deviationfromstandardinEEwasll.2%,whichmeansifasubject'senergyrequirement

is2550kcal/a(maleinhis20'S,170cmhigh)theerrorwouldbe281kcal.Theannualextent

ofdeviationfrom standardinOAFwas33.3%,whichmeanslevelofdailyphysical

actlVlty WOuld beeitherunderestimated oroverestimated.Ifthelargeindividual

differencesinEEandDAFareconsidered,theerrorwouldbecomelarger.Currentstudies

recommendedconsumptionofatleast"moderate"amountsofenergyforbetterfitness

andhealth,inwhichtherecommendedenergyconsumptionbyadditionalexercise20)also

dependsonthecorrectestimationoflevelsofdailyphysicalactivity.Thusimproper

guidancemightbegivenowingtoincorrectEEorDAFestimatedfromreferenceBM.

5.Conclusion

lnviewoftheseasonalvariationinBM andthewideuseofreferenceBM from the

RecommendedDietaryAllowancesforJapaneseinresearchwork,theinfluenceofthe
differencebetweenmeasuredandreferenceBM onthecalculationofEEandOAFwas

examined.TheresultsshowthatthetotalannualdeviationofEEcalculatedfrom the

referenceBM wasll.2% Compared with thatfrom tilemeasured BM,and was

overestimatedby7･0%andunderstimatedby4.2%thantherealvaluesinJulyandApril
respectively.ThetotalannualdeviationofDAFcalculatedfromreferenceBMwas33,3%,

overestimatedby21.9% inJulyandunderestimatedbyll.4% inAprilthanthereal
values.

TheresultssuggestthattheEEandDAFinsummerareeasilyoverestimated,andin

springareeasilyunderestimatedwhenthereferenceBM wasusedtocalculatethem,

Therefore,thereisastrongpossibilitythatthewrongestimationwillbemadeofEEand

DAFinsubjects,bringingaboutincorrectguidelines.Wesuggestthatcloserattention
shouldbepaidtotlleinfluenceofseasonalvariationofBMonthecalculationsinsubjects
whenthevaluesofreferenceBMareusedtocalculateEEorOAF.

Theauthorsarethankfultoallthesubjectsfortheircooperationinthestudy.
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原 著 新体操選手の体格 ｡トレーニングが

月経に及ぼす影響

菊 地 潤*' 中 村 泉*1 山 川 純*2

*1日本女子体育大学 保健学研究室 *2日本女子体育大学 運動生理学研究室

EffectsofPhysicalCharacteristicsandTrainingonMenstrualStatus

amongFemaleRhythmicSportsGymnasts

MegumiKikuchi*l IzumiNakamura*l JunYamakawa*2

*1LaboratoryofHealthScience,JapanWomen'sCollegeofPhysicalEducation
*2Labo71atOryOfExercisePhysiology,JapanWomen'SCollegeofPhysicalEdliCation

ABSTRACT

Seventy-ninefemalestndentgymnastsofrhythmicsportswereexaminedbyquestionaire

forbodyfat,physicalcharacteristicsandregularityofthemenstrualcycle.

Thesubjectshadgeneralcharacteristicsasfouows:

1)Thedistributionfothepercentbodyfatrangedfrom 8･1% to21･1% withalTleanOf

14.6%.

2)Themeanageofmenarcheamongthepresentgymnastswas13yearsand7 印Onths

whichwasevidentlylaterthanthatofnon-athletes.

3)About70%ofgymnastshadbeentrainedbeforetheonsetofmenarcbe.

Thefollowingresultswereobtainedintermsofirregularitylnthelengthofthemenstrual

cycle:

1)Theproportionofthosewhoansweredtohaveexperiencedmenstrualirregularitywas

30.4%.

2)NosignificantdifferenceswereobseⅣedinstature,weight,bodyfatandtraining

frequency,ratmgofperceivedexertionandathleticlevelbetweentheregularandthe

irregularmenstrua卜cyclegroups.

3)Theirregularcyclegrouphadasignificantlyshortel･yearsaftertheonsetofmenarche,

thantheregularcyclegroup.

4)Theshorterwasthelengthaftertheonsetofmenarche,thehigherwastheproportionof

thosewhohadexperiencedtheirregularity.

Theseresultssuggestthatthehigherproportionofirregularityinmenstruationamong

rhythmicsportsgymnasts,whogenerallystarttrainingatayoungerage,isduetotheshort

yearsaftertheonsetofmenarche.

Keywords:rhythmicsportsgymnasts,menstrualcycles,menarche,bodyfat

新体操,月経周期,初経,体脂肪率

は じめに
れが一般女性より高率にみられることはよく知

られている.女子スポーツ選手の月経異常発現

女子スポーツ選手に月経異常,特に周期の乱 の要因は,日々の トレーニングによる身体的ス
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トレス,精神的ストレス,体重(体脂曙)の減少お

よびホルモン環境の変化などが考えられている1).

また,月経異常の発現率はスポーツ種目によ

っても異なり,体操,新体操,陸上中長距離の

ような体重,特に体脂肪量の蓄積が競技成績に

マイナスにはたらく種目の選手に高率である2三

体脂肪は性ステロイドホルモンの代謝に重要で,

アンドロゲンは脂肪においてエストロゲンに転

換される3)ため,体脂肪量が少ないとアンドロゲ

ンのエストロゲンへの転換率が低 くなり,高ア

ンドロゲン状態となり月経異常の原因になると

考えられる.さらに,体脂肪が少ないとエスト

ロゲン代謝系が正常の代謝系と異なるため,排

卵障害や続発性無月経などの月経異常の原因に

なるとされている4.)正常な月経周期の維持には

22%以上の体脂肪が必要とされている5)が,いく

つかの種目のスポーツ選手は運動や節食,減食

により厳 しい減量を強いられている.こうした

種目にはマラソン,陸上中長距離,体操競技,

新体操などがあるが,このうちマラソン?陸上

中長距離7三体操競技7い レヾエ8)の選手では,その

体脂肪と月経との関係が報告されているが,節

体操についての報告は,目崎ら2)が,各種目のオ

リンピックレベルの選手について報告した中の

1つとして,新体操選手(5名)は体脂肪率が低

く,他種目より月経異常率が高いと述べている

他は,国内外共にほとんどみられない.さらに,

多数の新体操選手の体脂肪量を身長と体重から

の推測ではなく,実際に測定し,月経状態との

関係を検討 した報告は今までなされていない.

そこで本研究では,オリンピック出場から発

表会演技までの幅広いレベルの新体操競技選手

79名を対象に,身長,体重,体脂肪率を測定し,

初経, トレーニング状況についても調査を行い,

これらが月経異常の発現に及ぼす影響について

検討を行った.

研究方法

体育大学新体操部に所属する女子選手79名 (年

齢18.5-22.4歳)を対象に体脂肪率の測定と質

問紙による月経状態や トレーニングにつ予ての
li
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調査を行った.

体脂肪率の測定には,生体インピーダンス (BI)

から体脂肪量を推定する (秩)タこタ社製体内

脂肪計TBF-102(アスリートモード)を用いた.

本法は,4端子法で,被検者を電極板上に立位

でのせ,両足の前方から0.8mA,周波数50kHzの

微弱な電流を流し,両足かかと間の電圧からBI

を測定する.男女別に,水中秤量法から求めた

体密度を,被検者のBI,身長,体重から回帰す

る式が与えられ,これから体密度を算出し,さ

らにBrozekの式9)により体脂肪率を推定すぎ oW .

この方法による体脂肪率は推定値ではあるが,

簡便に測定でき,測定者による測定誤差がなく,

また極めて再現性が高いため,集団を対象とす

る場合に有用であるとされているiO.'本研究では,

各被検者の体脂肪量の絶対値を求めるのが目的

ではなく,月経周期が不規則な群と規則的な群

で体脂肪の蓄稗に差があるかをみるのが目的で

あるので,本法の体脂肪率を求める方法によっ

た.測定に際しては被検者に測定前3時間の水

分摂取を制限した上で,各人2回ずつ測定を行

った.なお,分析にはインピーダンス値が安定

した2回目の測定値を用いた.

月経状態の調査には,初経発釆年月日,現在

の月経の状態 (周期,持続日数), トレーニング

の頻度,時間などの項目からなる質問紙を用い

た.体脂肪率測定は1994年9月に行い,質問紙

は体脂肪率測定時に配布し,数日後に回収した.

測定値,質問紙の集計 ･分析には統計用プロ

グラムパッケージHALBAU (High-quality

AnalysisLibrariesforBusinessandAca-

demicUsers)を使用した.2群間の差の検定

にはt-検定,分布の偏りの検定にはx2一検定を用

いた.

研究結果

I.新体操選手の身体特性,月経状態, トレー

ニング状況

1)身体特性

対象者79名の身長 ･体重 ･体脂肪率の平均値

と標準偏差を表1に示した 僻闇方率は8.1-21.1%
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に分布しており,最頻値は14%台 (25.3%)で,

15%台 (20.3%),12%台 (15.2%)の順に高い

頻度を示した.全体の約70%の選手が12-15%

台の体脂肪率であった.

2)月経状態

対象者79名のうち初経発釆年月を記憶 してい

た67名の初経年齢は,10.6歳～17.3歳に分布し

ており,13歳代を最頻値とする正規分布を示 し

た.平均初経年齢は13.6歳(S.D.1.3歳)だった.

最近 2年間の月経周期の状態については ｢規

則的｣と答えた選手が12.6% (lo宅),｢だいた

い規則的｣と答えた選手は57.0% (45名),次回

の月経が予測できない ｢ほとんど不規則 ｣の選

手は29.1% (23名),｢ここ2年間に月経はない｣

(以下,無月経)選手が1.3%(1名)であった.ほ

とんど不規則と無月経を合わせると月経周期の

異常を訴えた選手は全体の30.4%にのぼる.

｢規則的｣,｢だいたい規則的｣と答えた選手

の月経周期は25-29日 (61.8%)がもっとも多

く,次に多かったのは30-34日 (29.1%)であ

った.35-38日,39日以上の選手は各々1名ず

つだった

また,月経持続日数については ｢4- 6日｣

が68.4%ともっとも多く,｢7日以上｣22.4%,

｢1-3日｣9.2%で,過長,過短月経の傾向が

31.6%にみられた.

3)トレーニング状況

トレーニングの頻度として一週間の練習日数

をみると,｢6日｣が13名,｢7日｣が65名,蘇

回答 1名で,全体の83.3%の選手が毎日トレー
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ニングを行っていた.また, 1日の トレーニン

グ時間の平均は3.9(S.D.1.1)時間だった.過

6日ないし7日の1日約 4時間の トレーニング

に対する選手の主観的強度 (5段階)は,｢大変

きつい｣が9.0% (7名),｢きつい｣が57.7% (45

秦),｢ふつう｣33.3% (26名)であった.｢楽で

ある｣｢大変楽である｣と感じている選手は1名

もいなかった (無回答 1名).

競技者としてトレーニングを開始した時期を

初経発乗より前か後かで尋ねた.その結果,初

経前からトレーニングを開始 していた選手は52

塞 :全体の66.7%,初経後にトレーニングを開

始 した選手は26名 :33.3%と,7割近 くの選手

が初経発釆前から専門的なトレーニングを開始

していた.

2.身体的特性および トレーニング状況と月経

周期との関係

月経周期に異常がみられる群と正常な群では,

身体的特性や トレーニング状況の何に違いがみ

られるのかを明らかにするために,周期が ｢規

則的｣,｢だいたい規則的｣と答えた55名を規則

的群,｢ほとんど不規則｣｢ここ2年間は月経が

ない｣と答えた24名を不規則群として群別に初

経時身長 ･体重,現在の身長 ･体重 ･体脂肪率,

初経年齢, トレーニング頻度 ･時間の平均値を

算出し比較 した (表2).

初経時身長 ･体重,現在の身長 ･体重,体脂

肪率, トレーニング頻度 ･時間に両群における

有意な差は認められず,月経周期が規則的な群

と不規則な群に,平均値からみた身長,体重,

表 l 新体操選手全体の各平均値および標準偏差

mean S.D. min,

年齢(歳)

身長(cm)

体重(kg)
体脂肪率(%)

初経時身長(cm)

初経略体重(kg)
トレーニング日数(日/過)

トレーニング時間(時間/日)
初経年齢(歳)

20.2 1.1(N-79)

159.7 4.2(N-79)

48.1 4.4(N-79)

14.6 2.2(N-79)

154.6 6.0(N-59)

43.0 5.2(N-52)

6.8 0.4(N-78)

3.9 1.1(N-77)

13.6 1.3(N-67)

4

0

9

1

0

0

0

0

3

2

9

6

1

9

5

7
8

7

2

6

5
2

6

5

1

1

1

5

0

0

｢⊥
0

0

0

0

6

8

8

5

8

0

5

6

2

0

1

4

3

3

3

1

引
巴

日日
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体脂肪率, トレーニング状況の違いはみられな

かった.一方,初経年齢には2群間に差がみら

礼,初経発乗は不規則群が規則的群より有意に

遅かった (p<0･05).

そこで,初経年齢ごとに月経周期異常の出現

率をみた (表 3,図 1).初経発乗が10歳代の選

手の異常出現率は0%であったが,11歳代では

12.5%,12歳代では15.4%,13歳代は35.0%,

14歳代35.3%,16歳代では100%と初経年齢が上

になるに従い異常出現率は高 くなる傾向を示 し

学校保健研究 hnISchooIHeallh37:1995

た.

初経発乗が遅 くなるのに伴って,間期異常の

出現率にも増加傾向がみられたので,次に各選

手の初経から現在までの年数を算出し,各年数

ごとに周期異常の出現率をみた (表4).初経後

の年数は月経周期が規則的な群は3年から9年

に分布 しており,平均値は6.8(S.D.1.5)年だ

った.これに対 し,不規則群の初経後の年数の

分布は1-8.5年,平均は5.9(S.D.1.6)年で

規則的群より有意に短かった (p<0.05).

表 2 月経間期規則性別平均値および標準偏差

月 経 間 期

規 則 的 不 規 則

mean S.D. mean S.D.

年齢(歳)

bA(cm)

体重(kg)

体脂肪率(%)

初経時身長(cm)

初経嘩体重(kg)

トレーニング日数(日/過)

トレーニング時間(時間/日)

初経年齢(歳)

20.1 1.1(N-55)

159.5 4.1(N-55)

48.3 4.2(N-55)

14.8 1.9(N-55)

154.7 6.4(N-41)

43.1 4.9(N-35)

6.9 0.3(N-55)

3.9 0.9(N-54)

13.3 1.2(N-47)

(
磯

)

童

静

観

蒔

0

l

つ
一
つJ

lA

且

1且

頂上

20.3 1.2(N-24)

160.0 4.5(N-24)

47.6 4.6(N-24)

14.3 2.5(N-24)

154.4 5.2(N-18)

42.8 5.8(N-17)

6.8 0.4(N-23)

3.9 1.5(N-23)

14.3 1.4(N-20)

S
S
S
S
S
S
S
S

N
N.
N
N
N
N
N.
N
*

*p<0.05,NS-notsignificant(い test)
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回 l 初経年齢別月経周期異常出現率

100%

観 異常率
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次いで,初経後の年数を0.5年ごとに区切 り,

それぞれにおける月経周期異常出現率を図 2に

示 した.異常出現率は初経後の年数が4.5-4.9

年の選手で各0.0%と高く,5.0-5.4年では66.7%,

5.5-5.9年では50.0%,6.0-6.4年28.6%,6.5-

6.9年27.3%,7.0-7.4年11.1%と,初経後の年

数が長 くなるほど異常の出現率が低下する傾向

を示 した.

初経後の年数が短いと周期異常の出現が多く

なる傾向がみられたが,この要因として初経か

らの年月が短いと体脂肪の蓄積が少ないことが

表3 初鰹年齢別月経周期異常出現率

初経年齢 度 数 (人) 異常出現率*

(歳) 規則的群 不規則群 (%)

10.0-10

ll,0-ll

12.0-12

13.0-13

14.0-14

15.0-15

16.0-16

17.0-17

｢1

7

1

3

1

4

0

0

｢
･⊥

l

1

9

9

9

9

9

9

9

9

0

5

パ｢
0

3

0

0

0

0

2

5

5

5

0

0

0

1

1

3

3

0

0

=

丁目

*異常出現率-

(不規則群/全体の度数(規則的+不規則))×100

(
瞭

)

戯

瞭

Q)潜
盟
馬
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考えられる.そこで,初経後年数を50percentile
値を含む7.0年を境に2群に分け,体脂肪率との

関連性を調べた.体脂肪率は全体の甲勾値 (14.6%)

を境に二分 した.初経後年数が短い者の中で,

表4 初経から現在までの年数別月経周期異常出現率

初経後の 度 数 (人) 異常出現率*

年数(午) 規則的群 不規則群 (%)

1.0-1.4

1.5-1.9

2.0-2.4

2.5-2.9

3.0-3.4

3.5-3.9

4.0-4.4

4.5-JL9

5.0-5.4

5.5-5.9

6.0-6.4

6.5-6.9

7.0-7.4

7.5-7.9

8.0-8.4

8.5-8.9

9.0-9.4

0

0

0

0

1

3

｢l

｢
⊥

2

2

5

8

8

2

0

2

2

｢
⊥

0

0

0

0

7

0

6

3

1

3

1

3

0

一
〇

〇

0

0

6

0

8

7
.
L

3
.
9
.
3
.

0

8

6

5

2

2

｢▲
3

3

*異常出現率-

(不規則群/全体の度数(規則的十不規則))×100

50

図2 初絶後の年数別月経周期異常出現率

100%

監ヨ異常率
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体脂肪率が低い選手は42.9%(18/42名)であった

のに対 し,初経後年数が長い者の中で体脂肪率

が低い選手は46.4%(13/28名)で,初経後年数の

長短 と体脂肪率の高低には統計的に有意な関連

性は全く認められなかった (表 5).

この他, トレーニングに対する主観的強度,

トレーニング開始時期 (初経前あるいは後),質

血の有無についても検討を行ったが,月経周期

の規則性との間に統計的に有意な関連性はみら

れなかった.周期異常出現率にも一定の傾向は

みられなかった.

以上をまとめると新体操選手では,初経後の

年数が短いことのみが月経周期異常の出現頻度

に有意に影響 していた.

3.競技レベルと身体的特性,月経状態, トレ

ーニング状況との関係

本調査対象は,オリンピックや世界選手権大

会に出場する選手から発表会を中心に活動する

選手まで,選手の競技レベルが幅広い.競技レ

表5 初経後の年数の長短と体脂肪率の高低の関係

単位 二人(%)

初経後の年数

7.0年未満 7.0年以上

14.6%未満 18(42.9) 13(46.4) 31

14,6%以上 24(57.1) 15(53.6) 39

計 42(100.0) 28(100.0) 70

学校保健研究 JPnISchooIHealth37;1995

ベルによってはトレーニング時間,身体組成に

違いが生じる可能性がある.そこで,個人種目

･団体種目のレギュラーとしてトレーニングし

ている選手と,発表会を中心としたトレーニン

グをしている者とに分けて,身体的特性,月経

状態, トレーニング状況について検討した.

競技レベル別に算出した身長 ･体重 ･体脂肪

率, トレーニング頻度 ･時間の平均値を表 6に

示した.身長と初経年齢, トレーニング頻度に

おいて,レギュラーと一般選手の間に有意差が

みられた.レギュラー選手は一般選手より平均

身長が高く,初経発釆が約0.7年遅かった.

月経周期の異常 (不規則 ･無月経)がみられ

た24名の選手のうち,レギュラー選手は7名

(29.0%),一般の選手が17名(71.0%)であった.

レギュラー選手と一般選手における各々の月経

周期異常出現率は31.8%と29.8%で,特にレギ

ュラー選手に月経間期の異常が多い,あるいは

少ないという傾向は認められず,競技レベルに

よる月経周期の違いはみられなかった(表7).

この他の トレーニング開始時期や トレーニン

グに対する主観的強度,貧血の有無にも競技レ

ベルとの有意な関連性は認められなかった.

考 察

l.新体操選手の月経状態

激 しいスポーツ活動が女性の月経現象に種々

の影響を及ぼすことはよく知られている.中で

表6 競技レベル別平均値

レギュラー 般

mean S.D. mean S.D.

年齢(歳)

身長(cm)

体重(kg)
体脂肪率(%)

初経時身長(cm)
初経時体重(kg)
トレーニング日数(日/過)

20,0 0.9(N-22)
162.1 4.8(N-22)
48.4 4.4(N-22)
13.9 2.3(N-22)
156.4 8.2(N-19)
45.2 5.9(N=16)
7.0 0.2(N-22)

20.2 1,2(N-57)
158.7 3.7(N-57)
48.1 4.4(N-57)
14.9 2.1(N-57)
153.9 4.5(N-42)
42.2 4.7(N-38)
6.8 0.4(N-57)

トレーニング時間(時間/日) 4.1 1.2(N=21) 3.8 1.0(N-57)
初経年齢(歳) 14.1 1.1(N-20) 13.4 1.3(N-50)

NS
*

NS
NS
NS
NS
*

NS
納

**p<0.01,*p<0.05,NS-notsignificant(卜test)
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も初経発乗の遅延,月経周期異常は顕著である.

目崎ら2)によればスポーツ習慣のない一般女子

大学生の初経発釆年齢分布は12歳にピークを示

し,平均初経年齢は12.8歳であるのに対し,ス

ポーツ選手群ではピークが13歳で平均初経年齢

も13.3歳と,明らかに一般学生より初経発乗が

遅延しているという.また,初経年齢は種目に

よっても異なり,中でも体操競技および新体操

の2種目では,初経発乗の遅延傾向が顕著であ

る.本調査対象である新体操選手の初経年齢も,

13歳代を最頻値とする正規分布を示し,平均初

経年齢は13.6歳と,目崎らの報告と同様の値を

示しており,一般女子大学生より遅延傾向がみ

られた.

これら初経発乗の遅延傾向はトレーニング開

始時期に関係があるとされている1)12.)目崎ら12)に

よれば,初経発釆前からトレーニングを開始 し

た者の初経年齢は13.1歳と対照群の12.6歳より

明らかに遅延 していたのに対 して,初経発来後

にトレーニングを開始 したとする者では初経年

齢は12.0歳と対照群より早 く発釆している.杏

調査においても66.7%の選手が初経前よりトレ

ーニングを開始していたので,約7割の選手が

初経前より競技者として激 しいトレーニングを

開始していたことが,一般女子大学生より初経

発乗の遅延傾向を示 した要因であると考えられ

る.本調査においては競技開始年齢は開いてい

ないが,激しいトレーニングの早期開始は,忠

春期女子の正常な性機能の発達に何等かの影響

を及ぼし初経発乗を遅延されているものと思わ

れる.

スポーーソ選手の月経異常には,初経遅延の他

に周期の異常も高率にみられる.日本を代表す

る一流女子選手 (オリンピック強化指定選手)
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の月経調査2)によれば,スポーツ選手では続発性

無月経 (選手15.4%,対照群7.7%)や不整周期

症 (各々15.4%,12.5%)などの月経周期異常

が対照群より高率であった.本調査の新体操選

手においても続発性無月経,不整周期症と思わ

れる月経周期の異常を訴えた選手の割合は30.4%

であったが,これは実技の授業以外に運動習慣

のない同大学の遅垂桶βに所属 していない学生で,

周期異常率が14.7% (1995年 1月調査未発表)

であったのと比較 しても明らかに高率だった.

このように本調査対象である新体操女子選手に

おいても,従来スポーツ選手に多いとされてい

る初経の遅延,周期異常が認められた.

2.月経周期異常の要因

スポーツ選手の月経異常,中でも続発性無月

経など周期の異常の原因としては身体的 ･精神

的ストレス,体重 (体脂肪)の減少,ホルモン

環境の変化が考えられているH,

身体的ストレスを体力の消耗度としてみた報

告13)によれば,体力を消耗すると感じている者

の月経異常頻度は60%,気にならないとする者

では40%と,消耗すると感 じている者の方が高

率である.また,バレエダンサーでは一週間の

練習時間の増加に伴い続発性無月経の頻度も増

加している8).さらに陸上競技選手においても,

一週間の走行距離が増加するほど月経異常の発

現頻度が増加している14三

体脂肪は性機能の発現および維持にとって重

要とされており,Frish5)は初経発乗には17%以

上,正常な月経周期確立には22%以上の体脂肪

率が必要であると報告している.体脂肪の減少

は脂肪におけるアンドロゲンのエストロゲン転

換率を低下させて高アンドロゲン状態をきたし,

月経異常の原因となると考えられている.スポー

表7 競技レベルと月経周期の関係
単位 :人(%)

規則的 だいか -規則的 ほとんど不規則 無月経 合 計

レギュラー 1(4.5) 14(63.6) 7(31.8) 0 22(100.0)

般 9(15.8) 31(54.3) 16(28.1) 1(1.8) 57(100.0)

合 計 10 45 23 1 79
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ツ活動に関連 したホルモン環境の変化としては,

直接的 ･短期的な変化とともに長期的な変化も

報告されている7.)ところが本研究においては,

規則的群と続発性無月経を含む不規則群との間

に, トレーニング頻度や時間, トレーニングに

対する主観的強度,体脂肪率の違いは認められ

なかった.

さらに,体脂肪率は,全選手がFrish5)が月経

周期維持に必要としている22%を下回っている

にもかかわらず,約7割の選手は規則的な月経

周期を維持 していた.この相違は,Frishは身

長と体重から体内水分量を算出し,これから体

内脂肪量を求めているのに対し,本研究ではBI

を測定し,これと身長 ･体重から体密度を算出

し,これから体脂肪率を求めており,体脂肪の求

め方が異なることに起因している思われる.い

ずれの方法でも,体脂肪量あるいは体脂肪率の

数値そのものは推定値であるが,Frishが測定

したのは身長と体重のみであるのに対し,本研

究ではBIも測定し,これから推定を行っている.

月経の規則的群と無月経を含む不規則群とで

体脂肪率に差がなく,Frishの示したような規

則的月経を維持する臨界値 もみられなかった本

研究の結果は,月経周期の規則性を左右する要

因は体脂肪のみではないことを示している.

しかし,本研究での規則的な周期とは,月経

は規則的であっても排卵の有無までは確認して

いないので,真の意味の正常周期とはいえず,

無排卵性の月経も混ざっている可能性がある.

今後排卵性で規則的な周期と,それ以外とに分

けて検討すれば.体脂肪との関係 も挫'.てくる可

能性はある.

本研究で,周期が規則的な群と不規則な群と

の比較で差がみられたのは,初経発来年齢およ

び初経後の年数のみであった.月経周期に異常

がみられた群は,規則的な群より初経発乗が遅

く初経後の年数が短かった.さらに初経年齢別

の群や,初経から現在までの年数別の群に分け

て月経異常の出現率をみると,初経年齢が高く

初経後の年数が短 くなるとともにその頻度は高

率になった.月経周期の確立 (安定)には,初
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経後かなりの年月が必要とされている15.)月経周

期不規則君勘ま初経発乗が遅く初経からの年月が

短いために,月経周期が安定しない時期にある

と考えられる.そして新体操選手の場合,この

変勤 しやすい時期にトレーニングという身体的

ストレスや,試合等による精神的ストレスがさ

らに加わるため,一般女性よりも高い頻度で月

経周期に乱れが現れるものと考えられる.

この結果から,新体操のような競技開始年齢

が低 く,初経発来前からトレーニングを開始し

ている選手が多い種目における月経周期の異常

は,初経後の年数が短いことが一つの要因であ

り,この時期では周期が安定していないために

起こりやすくなっていることが本研究により示

唆された.しかし,スポーツ選手における月経

周期異常の要図は単独ではなく,前述 したよう

な種々の要因が相互に関連 し合っているものと

考えられる.そのため本調査対象である新体操

選手においても,今後は体格や トレーニング面

のみならず,その体力や食生活,各種のストレ

スなど多方面から検討していきたい.

月経周期が安定していない時期に激 しい運動

や減量を行って,さらに乱された周期がその後

どのような経過をたどるのかや,選手の将来の
にんようせい
妊学性 (受精から妊娠中,分娩後の産裾までを

も含んだ,生殖に関する能力)に及ぼす影響に

ついては明らかにされておらず,今後の縦断的

な調査が必要と思われる.

本研究の結果は,近年みられるスポーツ開始

の若年化が,初経発乗を遅延させるのみならず,

その結果生じる初経後の年数の減少によりその

後の月経周期を乱す原因となっていることを示

している.思春期女子の性機能の正常な発育の

面からも,スポーツ現場において今後配慮すべ

き点と思われる.

要 約

体脂肪の蓄積が競技成績にマイナスにはたら

く新体操選手を対象に,その体脂肪率を測定し,

初経や トレーニング状況の調査を行い,これら

が月経異常の発現頻度に影響するかを検討した.
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新体操選手の体脂肪率は8.1-21.1%に分布 し,

平均体脂肪率は14.6%だった.

平均初経年齢は13.6歳で,一般女性より遅延

傾向が認められた.また, 7割の選手が初経発

来前よりトレーニングを開始 していた.月経間

期の異常は全体の30.4%にみられ,これも一般

女性より明らかに高率を示 した.

月経周期が規則的な群と不規則な群では体脂

肪率をはじめ身長,体重, トレーニング日数,

トレ-ニング時間の平均値には有意な差は認め

られなかった.また, トレーニングに対する主

観的強度や競技レベルにも,月経間期 との有意

な関連性はみられなかった.初経年齢と初経後

の年数にのみ,規則的群 と不規則群に有意な差

が認められた.

月経周期の異常出現率は,初経発乗が遅 くな

るにつれて,また初経後の年数が短 くなるにつ

れて高 くなる傾向であった.新体操のような競

技開始年齢が低い競技種目における20歳前後で

の月経異常発現は,その体脂肪率が少ないこと

によるのではなく,初絶後の年数が短いことが

一つの重要な要因で,周期が安定 していないた

めに異常が起こりやす くなっていることが示唆

された.

本稿を終えるにあたり,調査,測定にご協力下さい

ました日本女子体育大学新体操部の石崎朔子先生,加

藤陽子先生,選手の皆様に深く感謝の意を表します.
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原 著 初経に関わるアンケー ト調査結果の精度の検討

後 和 美 朝*1*2 森 岡 郁 晴*2 宮 下 和 久*2

武 田 英太郎*2 平 瀬 悦 子*3 松 本 健 治*4

*1大阪国際女子大学 *2和歌山県立医科大学衛生学教室

*3武庫川高等学校 *4鳥取大学 教育学部

ReliabilityoftheAgeofMenarcheEstimatedbyCross-SectionalRetrospectiveMethod
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Toexaminewhetherthemenarchealageestimatedbythecross-Sectionalretrospective

method is reliable,we compared this age with thatby the longitudinalmethod.

QuestionnairesontherecalleddateofmenarchewerecollectedonJuly21.1992,with1,734

femalestuderltS,bornin1974-1978,ataseniorhighschoolinNishinomlya-Shi,Hyogo

Prefecture,Japan.Eachstudentansweredbychoosingoneofthefollowinganswertypes;

"WhatYear/Month/Dayyouhadmenarche","WhatYear/Montholdyouwerewhenyouhad

menarche",t<WhatGrade/Month youwerewhen you hadmenarche","WhatGrade/

Term(first,second,third)itwaswhenyouhadmenarche"or-'WhatGrade/vacation(spring,

summer,winter)itwaswhenyouhadmenarche"(thecross-sectionalretrospectivemethod).

Thedateofmenarcheofeachsubject,whichwaslorlgitudinallycollectedinaJuniorhigh

schoolaffiliatedtothehighschool,wasusedastheactualdateofmenarche(thelongitudinal

method).Thesubjectsinthisstudywere1,198studentswhosebothdatawerecomplete.The

resultswereasfollows;

1.Inthecross-sectionalretrospectivemethod,190/oofthesubjectsansweredwiththe"Year/

Month/Day".Sixty-twopercentofthesubjectsansweredwiththe"Year/Month/Day",the

"Year/Month/old"orthe'tGrade/Month"(aconventionalcross-sectional retrospective

method).Sixtypercentofthesubjectsansweredwithth1-cc"Grade"sections("Grade/

Month",tfGrade/term",OrttGrade/vacation").

2.1nthelongitudinalmethod,thedatesofmenarcheof73%ofthewholesubjectswere

collectedwiththe"Year/Month/Date".Thoseof980/aofthesubjectswerecollectedwiththe

"Year/Month".

3.Themeanmenarchealagewas12.43yearsoldbythelongitudinalmethod.Itwas12･51

yearsoldwiththesubjectswhoansweredbytheconventionalcross-sectionalretrospective

method.Thetimedifferencewas0.08yearsofagebetweentherecalledandtheactual

menarcheage.

4.Weselected727subjectswhosedatesofmenarchewerecollectedwith"Year/Month"by

thelongitudinalmethodoutof731subjectswhoansweredbytheconventionalcross-sectional
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retrospectivemethod.Therecaued menarchealdatescorresponded tothedatesof

menarchebythelongitudinalmethodwith474outof727subjects(65%).

5.Weselected212subjectswhosedatesofmenarchewerecollectedwiththe "Year/

Month/Day"bythelongitudinalmethodamong242subjectswhoansweredwiththe

"Year/Month/Day"bythecross-sectionalretrospectivemethod.Therecalledmenarcheal

datescorrespondedtothedatesofmenarchebythelongitudinalmethodwith134outof212

subjects(63%).Itmeansthatonlyll%oftheentiresubjectsknewtheiractualdatesof

menarche.Theresultsshowthatamisguidedmemoryismoreoftenonthe"year"thanon

the"month"orthe"day".

6.Thecorrectanswerratewashighestwiththesubjectswhoexperiencedmenarcheatthe

ageof14andoverandsecondhighestwiththesubjectswiththemenarchealagesoftwelve.

Thosewhohadmenarcheveryearlyhadatendencytoanswerwiththemenarchealage

laterthantheactualage.Thosewhohadmenarcheverylate,showingareversetendency,

answeredwiththeearlymenarchealage.

Theresultsinthisstudysuggestthatitisdifficulttoestimateanactualmenarchealage

bythecross-sectionalretrospectivemethod.

Keywords:Menarchealage,Cross-sectionalretrospectivemethod,Questionnaire,

Longitudinalmethod,Seniorhighschoolgirls

初経年齢,後向き調査,アンケート調査,追跡調査,女子高校生

Ⅰ.はじめに

初経は,女子の思春期発育,とくに性成熟を

示す最も顕著な指標である.この初経に関する

研究は古くから数多く報告されているが,なか

でも,初経年齢の若年化1～4)と初経時の身体発育 4-8)

が注目されている.

ところで,一般に初経年齢の調査では,アン

ケー ト用紙を用いて初経発来時期を対象者自身

が思い出して記入する回答方法,いわゆるcross-

sectionalretrospectivemethod9)(以下,リコ

ール法と記す)がよく用いられている. しかし,

初経調査に限らず過去の出来事を対象者自身に

思い出させた場合,過去の出来事と調査日が隔

たるほど記憶が唆味になり,回答した過去の出

来事の年月日に誤差が生じ易くなる. したがっ

て,初経発釆時期を調べる場合にも,リコール

法では実際の初経発釆時期とずれが生じる可能

性がある.しかし,実際の初経発釆時期とリコ

ール法によって調査された初経発釆時期との関

連を調べた最近の報告は見あたらない.10~12)

そこで,本研究では初経発釆時期を正確に把

握している私立M高等学校の資料をもとに,実

際の初経年齢とリコール法による初経年齢との

比較を行った.

瓦.調査対象 と方法

J.リコ-ル法による調査

調査対象は,阪神間の西宮市にある私立M高

等学校の1974年4月2日から1978年4月1日生

まれの女子高校生1,734名であった.調査方法は,

1992年7月21日に,各個人の生年月日と表 1に

示 した何れかの回答形式を選んで初経発釆時期

を回答させた.すなわち,初経発釆年月日の記

憶が唆味なものについては,｢歳 ･月｣,｢学年 ･

月｣,｢学年 ･学期｣あるいは ｢学年 ･休み｣の

回答形式で回答させた.

なお,調査結果を用いた初経年齢の算出に際

して,誤差を平均化するために,回答形式の ｢歳

･月｣および ｢学年 ･月｣では,日を15日とし,
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｢学年 ･学期｣および ｢学年 ･休み｣について

は表 1に示した各時期の月日を仮に定めた.

表 I.I)コール法による回答形式と初経年齢
算出のために仮に定めた月日

回答形式 仮に定めた月日

1.年 月 日

2.歳 月 日を15日に設定
3.学年 月

4.学年 学期

1学期

2学期

3学期

5.学年 休み

日を15日に設定

初め 中頃 終わり
415 6ノ′1 7/15

10′ノ1 1/1 12/′15

1/15 2/15 3/15

夏 冬 春

8,/15 1/1 4/1

2.追跡調査による資料

調査対象となったM高等学校に併設のM中

学校では,中学校入学時に本人と保護者に対し

て初経発寒時期のアンケー ト調査を行い,また,

入学時までに初経を迎えていなかった者につい

てはその後の追跡調査を行い,初経発釆時に自

己申告させ,初経発乗の "年月日"を正確に記

録している.

今回の検討では,リコール法の調査対象のう

ち併設のM中学校からM高等学校への入学者

1,198名について,中学校入学時のアンケート調

査および追跡調査から求めた初経年齢 (以下,

追跡調査による初経年齢と記す)とリコール法

による初経年齢との比較を行った.

Ⅱ.結 果

i.リコ-ル法の回答形式

リコール法の各回答形式別の解答数を表 2に

示した.検討対象となった1,198名のうち3名は

リコール法の調査時点で初経を迎えていなかっ

た.最 も回答率が高かった回答形式は,｢学年 ･

月｣の37%であった.また,初経発来時期を ｢年

･月 ･日｣で回答したものは224名 (19%)であ

った.一般の初経調査では初経発来時期の回答

を ｢年 ･月･日 ｣で求めることは少なく,初経

発来時期を ｢年 ･月｣や ｢学年 ･月｣で回答を

求めている.今回のリコール法による調査では
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｢年 ･月 ･日｣,｢歳 ･月｣および ｢学年 ･月｣

の回答形式がそれに相当するが,これらの回答

形式を合わせた回答率は62%であった.なお,｢学

年 ･月｣,｢学年 ･学期｣および ｢学年 ･休み｣

のように "学年"を用いた回答形式を合わせた

回答率は60%であった.

表2. リコ-ル法の回答数

回答形式 回答数 (%)

1.年 月 日
2.歳 月

3.学年 月

4.学年 学期

5.学年 休み

6.その他

7.無回答
8.初経未発来者

9

6

7

2

1

7

9
0

1

3

1

1

4

9

8

2

8

7

7

3

2

6

3

4

2

8

0

2

4

1

一-1

1

2.追跡調査の回答形式

追跡調査の各回答形式別の回答数を表3に示

した.回答率が最 も高かった回答形式は ｢年 ･

月 ･日 ｣の73%であった.回答形式の ｢年 ･月

･日｣と ｢年 ･月｣を加えた回答率は98%で,

初経未発来者を除いて初経発寒時期を "局"早

位まで回答できなかったのは25名であった.

表3. 追跡調査の回答数

回答形式 回答数 (%)

者

日

釆発

月

月

他
未
の
経

年

年

年

そ
初

3

5

2

0

0

7

2

5

5

2

3

3

7

9

2

8

2

3.リコール法と追跡調査の比較

リコール法の一般の初経調査の回答形式に相

当する ｢年 ･月 ･日｣,｢歳 ･月｣および ｢学年

･月｣で回答した731名の初経年齢の平均値 (標

準偏差)は12.51±1.06歳であった.追跡調査の

｢年 ･月･日｣で回答した875名の初経年齢の平

均値は12.43±1.02歳であり,両平均値を比較す

ると,0.08年 (約30日)の差がみられた.また,
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リコール法の回答形式が ｢年 ･月 ･日｣,｢歳 ･

月｣,｢学年 ･月｣,｢学年 ･学期｣および ｢学年

･休み｣で回答した1,001名の初経年齢の平均値

は12.45±1.07歳で,一般の初経調査に相当する

回答形式で算出した初経年齢よりも追跡調査か

ら得られた初経年齢との差が小さくなっていた.

なお,追跡調査の ｢年 ･月｣で回答した295名の

初経年齢の平均値は12.38±1.04歳であった.読

みに,追跡調査で一般の初経調査の回答形式に

相当する ｢年 ･月 ･日｣あるいは ｢年 ･月｣で

回答 した1,170名の初経年齢の平均値を算出した

ところ,12.42±1.02歳であった.

次に, リコール法の一般の初経調査に相当す

る回答形式で回答した731名のうち,追跡調査で

初経発寒の ｢年 ･月｣が明らかであった727名に

ついて,リコール法と追跡調査の初経発乗の ｢年

･月｣について比較 したところ (表4),両者の

｢年｣と ｢月｣がともに一致 していたのは474名

(65%)であった.

表4.リコール法と追跡調査の初経発来

年月の比較

両者が一致した項目

年 月

年のみ

月のみ

すべて異なる

回答数 (%)

5

8

0

7

6

1

1

4

2

｢⊥
0

7

3

7

5

4

1

計 727

117

さらに, リコール法の ｢年 ･月 ･日｣で回答

したもので,追跡調査で初経発乗の ｢年 ･月 ･

日｣が明らかであった212名について,その ｢年

･月 ･日｣を比較すると (表 5),両者の ｢年｣,

｢月｣および ｢日｣がすべて一致 していたもの

は134名 (63%)で,検討対象全体でみると初経

発乗を ｢年 ･月 ･日｣まで正確に記憶 していた

ものはわずか11%であった.また,間違った回

答をしたものでは ｢月 ･日｣が正 しく記憶され
ていたが,｢年｣を誤っていたものが最 も多く,

36名 (17%)みられた.

次に,先の727名について,リコール法による

初経年齢と追跡調査による初経年齢との年齢差

を追跡調査による初経年齢級別に検討した (義

6).正答率が最 も高かったのは14歳以上の75%

で,次いで12歳代の72%であり,最 も低い正答

率は11歳未満の52%であった.また,両調査方

表5.リコール法と追跡調査の初経発釆

年月日の比較

両者が-致した項目 回答数 (%)

)

ー

ー

ー

ー

)

)

3

9

7

3

6

1

0

6

1

(

(

(

(

(

t

(

4

0

6

6

2

3

1

3

2

3

1

日
H

表6.追跡調査の初経年齢別にみたリコール法の回答数

年 齢 差

(午)

追跡調査による初経年齢(歳)

-ll.0 11.0- 12,0- 13.0- 14,0-

2- 2(5) 5(2) 2(1)

1- 2 12(29) 21(10) 16(6) 16(10) 2(4)

0- 1 3(7) 19(9) 23(8) 13(8)

± 0 22(52) 111(55) 199(72) 106(66) 36(75)

-1- 0 2(5) 28(14) 21(8) 6(4) 5(10)

-2--1 1(5) 16(8) 15(5) 18(ll) 4(8)

～-2 1(0) 1(0) 1(2)

注 :年齢差- リコール法による初経年齢一追跡調査による初経年齢

( )内は%を示す.
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法の年齢差を追跡調査による初経年齢階級別に

みると,11歳未満では41%が追跡調査による初

経年齢よりも遅く回答していた.一万,14歳以

上では20%が,追跡調査による初経年齢よりも

早 く回答 していた.

Ⅳ.考 察

l.リコール法の回答形式

初経は,女子生徒にとって大きな出来事であ

る. しかし,その発釆時期を ｢年 ･月 ･日｣で

記憶 していた者はわずか19%で,低い回答率で

あった.初経発来年月日は,生年月日のように

繰 り返 し使周されることがないので,その年月

日が忘れられていくのは当然であり,このよう

な低い回答率になったものと推察された.

一般の初経調査の回答形式に相当する ｢年 ･

月 ･日｣,｢歳 ･月｣および ｢学年 ･月｣を合わ

せた回答率は62%であった.この回答率は,全

国各地の中学校3年生から高等学校3年生の5,994

名を対象としてリコール法による初経調査を行

った菊地ら4)の報告の61%とほぼ同じ値であり,

初経発来者に対する初経調査では6割のものは

初経発釆時期を "月"単位まで回答できるもの

と考えられた.また,回答形式が ｢学年 ･月 ｣,

｢学年 ･学期｣および ｢学年 ･休み｣のように

"学年''と結びついた回答率が高かったことか

ら,女子高校生が過去の出来事の日付を思い出

す場合,"年月"よワも "学年''のほうが思い出

しやすい傾向にあると考えられた.

2.追跡調査の回答形式

追跡調査では,初経発来時期を ｢年 ･月･日｣

まで調査 しており,その回答率は73%で,リコ

ール法の ｢年 ･月 ･日｣での回答率の19%に比

べてかなり高い値を示した.追跡調査では中学

校入学以後に初経を迎えた者に対 しては初経発

来時に自己申告させているため,｢年 ･月 ･日｣

で記録されることが多くなり,当然高い回答率

になる.

ところで,追跡調査の場合でも,中学校入学

以前に初経があったものには,中学校入学時の

アンケー ト調査はリコール法に相当することに

学校保健研究 JPnJSchooIHealih37;1995

なる.そこで,中学校入学時に初経を迎えてい

た667名について,その回答形式を調べてみると,

表7に示したように ｢年 ･月 ･日｣の回答率は

75%で,｢年 ･月｣での回答を含めると98%のも

のが初経発釆時期を "月"単位で回答していた.

このような高い回答率が得られた背景として,

調査日と初経発来時期が接近していたことが考

えられる.そこで,初経発釆時期を詳細にみる

と,66%が中学校入学前の1年以内に,95%が

2年以内に初経を迎えていた.また,中学校入

学時のアンケー ト調査の回答は本人あるいは保

護者が行っており,保護者の記憶による回答が

多いことも推察される.このようなことから,

今回用いた追跡調査による初経発釆時期は信頼

性の高いものであると考えられた.

表7.中学校入学時に初経を迎えていた667名

の追跡調査時の回答数

%

敬答回HHH
月

日

他の

年

年

年

そ

5
3
1

0

7
2

1
5
0
1

0
5
1

5
1

計 667
3.リコール法と追跡調査の比較

リコール法の一般の初経調査の回答形式に相

当する ｢年 ･月 ･日｣,｢歳 ･月｣および ｢学年

･月｣を合わせて算出した初経年齢では,同一

対象者にもかかわらず追跡調査による初経年齢

よワもo.08年の差がみられた.この差は,約 1

ヶ月に相当し,cross-sectionalretrospective

methodによって得られた初経発釆時期の "年月"

単位の回答から算出した初経年齢は1ヶ月程度

の誤差を考慮する必要があるものと思われた.

また,リコール法で追跡調査に最 も近い初経年

齢を示したのは回答形式が ｢年 ･月 ･日｣,｢歳

･月｣,｢学年 ･月｣,｢学年 ･学期｣および ｢学

年 ･休み｣のすべてを加えて算出した場合であっ

た.これは,単に回答形式を全て加えた場合,

回答者数が多くなるために偶然誤差が相殺され,

その結果,追跡調査による初経年齢に近い初経
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年齢になったものと考えられた.

リコール法と追跡調査の回答内容を比較 した

ところ,リコール法と追跡調査の初経発乗の ｢年｣

と ｢月｣が一致していたものは65%であった.

検討対象者全体でみると,初経発釆時期を "月"

単位まで正確に記憶 していたものは40%であり,

必ずしも高い正答率とは言えない.また,初経

発来時期を ｢年 ･月 ･日｣で正確に記憶してい

たものはわずか11%であり,日頃ほとんど利用

することがない初経発乗の "年月日"をcross-

sectionalretrospectivemethodを用いて "日"

の単位まで正確に把揺することは難しいものと

思われた.特に,両者の異なっていた点をみる

と,｢年｣を誤って回答したものが多く,リコー

ル法での記憶違いは "月日''単位の記憶違いは
少なく,"午"単位での違いが多いものと考えら

れた.

一般の初経調査の回答形式で回答したもので,

初経年齢の正答率が最も高かったのは初経年齢

が14歳以上であった.これは,過去の出来事で

ある初経発来と調査日の隔たりが小さいため正

答率が高くなったものと考えられた.次に正答

率が高かったのは初経年齢が12歳代であり,辛

均的な年月日で初経を迎えていたものが正確に

記憶していた.また,追跡調査による初経年齢

が著しく若いものはリコール法では遅 く,逆に

著しく遅いものでは早 く回答する傾向にあり,

初経年齢が著しく低いものも高いものもともに

糊 勺抽 経年齢で回答する機知こあった.cross-

sectionalretrospectivemethodでは初経発乗

の早いものあるいは遅いものでは故意に誤った

回答をする場合がありヲ)この時期の女子生徒は

同年齢のものと同じでありたいという意識から

このような結果になったものと考えられた.し

たがって,思春期の女子学生に初経などの身体

に関わる調査を行う場合,生徒自身の心理的影

響を十分考慮したうえで行う必要があろう.

以上の結果から,cross-sectional retr o -

spectivemethodによって初経年齢を正確に把

握 するには限界があるが,全ての調査 を

longitudinalmethodで実施できるわけでもな
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い.すなわち,cross-sectionalretrospective

methodによる調査では正確さを期するために,

永井ら3)も指摘しているように,アンケートに記

入する際に初経発乗の ｢年 ･月･日｣と ｢学年｣

を倖記させる必要があろう.また,初経発釆時

期を ｢春休み｣と回答する場合,春休みがその

学年の年度であるか,あるいは前年度であるか

が回答者に明確に理解できるように調査用紙を

作成する配慮が必要のように思われる.

なお,今回の追跡調査で初経発釆年月日が明

らかであった875名の資料をもとに算出した初経

年齢は12.43歳であった.同様の方法を用いて同

一地域の女子高校生を対象にした14年前の松本

ら8)の調査結果と比較すると,この14年間で初経

年齢が0.10年若年化していた.また,今回のリ

コール法で,一敗の初経調査の回答形式に相当

する｢年 ･月 ･日｣了歳 ･月｣および｢学年 ･月｣で

回答した731名の資料をもとに算出した初経年齢

は12.51歳であった.これは,同一出生率を対象に

したcross-sectionalretrospectivemethod

による菊地ら4)の報告とほぼ同じ値であった.

甘.ま と め

cross-sectionalretrospectivemethodに

よる初経年齢の信頼性 を検討するために,

longitudinalmethodによる初経年齢と比較 し

た.阪神間にあるM高等学校の1974年4月2日

から1978年4月1日生まれの女子生徒1,734名に

対して,初経発来時期に関するアンケー ト調査

を行い,その時期を ｢年 ･月 ･日｣,｢歳 ･月｣,

｢学年 ･月｣,｢学年 ･学期｣あるいは ｢学年 ･

休み｣のいずれかで回答させた.比較の対象と

して,M高等学校に併設のM中学校が追跡調

査して得た初経発釆年月日を用いた.本報の検

討の対象には,両方の資料が揃っていた1,198名

を用いた.結果は以下の通りである.

1.リコール法の場合,｢年 ･月 ･日｣の回答

率は19%であった.一般の初経調査の回答形式

に相当する ｢年 ･月･日｣,｢歳 ･月｣および ｢学

年 ･月｣を合わせた回答率は62%であった.一

方,｢学年 ･月｣,｢学年 ･学期｣および ｢学年 ･
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休み｣の回答形式を合わせた "学年"を用いた

回答率は60%であった.

2.追跡調査の場合,｢年 ･月 ･日｣での記録は

73%であり,｢年 ･月｣を加えると98%であった.

3.追跡調査による初経年齢は平均12.43歳で

あった.リコール法の一般の初経調査に相当する

回答形式で算出した初経年齢は12.51歳で,追跡

調査による初経年齢と0.08年の差がみられた.

4.リコール法で一般の初経調査の回答形式

で回答 した731名のうち,追跡調査で初経発乗の

"年月"まで明確な727名について,両者の初経

発乗の ｢年｣と ｢月｣が一致 していたものは474

塞 (65%)であった.

5. リコール法の ｢年 ･月 ･日｣で回答した

224名のうち,追跡調査で初経発寒の ｢年 ･月･

日｣まで明確な212名について,両者の初経発乗

の ｢年｣,｢月｣および ｢日｣が一致 していたも

のは134名 (63%)で,検討対象全体でみると初

経発乗の ｢年 ･月 ･日｣を正確に記憶 していた

ものはわずか11%であった. リコール法での記

憶違いは,"月日"単位の記憶違いは少なく,"年''

単位での記憶違いが多かった.

6.初経年齢別にみると,リコール法の正答率

が最 も高かったのは14歳以上であり,次いで12歳

代であった.また,追跡調査による初経年齢が著

しく若いものはリコール法では遅 く,逆に著 しく

遅いものは着 く回答する傾向がみられた.

以上の検討結果から, リコール法によって初

経年齢を正確に把握するには限界があることが

わかった.

本報の資料は,Auxology研究会の共同研究 ｢初

潮年齢調査｣の一環として得られた資料の一部を用

いた.
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新入生のAIDSに対する知識と意識

荒 川 長 巳

島根大学保健管理センター

KnowledgeandAwarenessofFreshmenaboutAIDS

OsamiArakawa

HealthAdministrationCenter,ShimaneUniversity

Thisstudyaimedtoexaminetheknowledgeandawarenessof1120freshmen,618maleand

502female,abouttheacquiredimmunodeficiencysyndrome(AIDS)bythequestionnaires.For

theeffectivepreventionoftheinfectionofhumanimmunodeficiencyvirus(HIV),threefactors

areneeded;knowingthatAIDSisseriousdiseasewithnocompletetherapyandnoeffective

vaccine,recognlZlngOwnhighriskofHIVinfection,andmasterlngeffectiveprevention.The

resultsofthisresearchwereanalyzedbyfocuslngthesethreefactors.Ontheknowledge

research,freshmendidnotunderstandthatAIDSismainlyoneofthesexuallytransmitted

disease(STD)andislatentforabout10yearsandtheyareapartofthehighriskgroupof

AIDS.As the resultofawareness research,almostfreshmen estimated the AIDS

enlargementsbuttheydidnotfeelitasusualperilousdiseaseandthemselvesasoneofthe

highriskgroups.AndtheirawarenessonselectlngSexualpartnerswasfragmentaryandnot

consistentinthepreventionofHIVinfectionandespeciallyawarenessofgirlstudentswas

notdefinite.And somemisunderstandingsaboutblood infection werenotcorrected

comparingtheresultsofthesimilarresearchin1993,Soitisclearthatmoreeducationis

neededforfreshmentopreventHIVinfection.

Keywords:AIDS,STD,sexualeducation,freshman

エイズ,性感染症,性教育,新入生

Ⅰ.緒 言

AIDS (以下,エイズ)は1981年にアメリカで

初めて報告され,1983年のヒト免疫不全ウイル

ス (以下,HIV)の発見によって,現在ではウ

イルス感染症であることがわかっている.当初

は男性同性愛者や麻薬常習者の疾病として特別

視されていたが,その後世界的には異性間性行

為によって感染が拡大していることがわかった.

感染の濃厚な地域は,サ-ラ砂漠以南のアフリ

カや南北アメリカであるが,今後は日本を含む

アジア地区での感染拡大が危供されている.1)2)HIV

の感染経路としては,血液を介する感染,性行

為による感染,母子感染が考えられるが,血液

については,すでに適切な処置がとられており,

今後問題になる可能性はわずかであろう.一方,

性行為による感染では,エイズの潜伏期間が平

均10年 (正確には中央値)であることまた感染

の対象者が多いことを考慮すれば,早期に稗極

的な予防対策がとられる必要があり,その結果

母子感染の被害を防ぎ得ると思われる.大学生

に対しては,その性活動性の高さから予防教育

を徹底すると同時に,エイズを同世代の問題と

してとらえ他者への思いやりや人権についての

教育を充実させなければならない.平成5年度

にエイズに関する知識及び意識の調査と教育を
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実施したヲ)4)その結果,学生は血液を介する感染

を除けば日常生活においてHIVに感染する可能

性はないということに関して充分な知識を有し

ている一方,性行為による感染についての知識

は充分ではなくまたエイズを自らの問題として

とらえていないことが判明した.エイズ教育は

教育段階のそれぞれに応じて実施が試みられて

はいるがヲ)～9)大学生の性的初体験は1年時が最も

多くそれ故大学生のエイズに対する予防教育は

入学時に完了していることが望ましいと思われ

る.そこで,新入生を対象としてエイズに対す

る予防行動に重点を置いた調査を実施 した.

‡.方法と対象

I.調査対象

平成 6年度に島根大学に入学した新入生男子

618名女子502名合計1120名 (新入生1145名の98%)

に対してアンケー ト調査を行った.

2.調査方法

学生がエイズに対して有効な予防行動をとる

ためには,(1).エイズが重大な疾患であるとい

う認識,(2). 自分もエイズにかかる可能性があ

るという認識,(3).エイズに対する有効な予防

法に関する認識の3要件が必要であると考えら

れるがまO)今回の調査では,学生のエイズに対す

る知識と意識をこの3要件に分けて検討した.

予防行動に関係する問題の他に平成5年度に実

施 した調査の結果から誤答が多かった問題を含

めて35間の質問を作成し,それらの質問を乱数

学校保健研究 JPn I SchooIHealth37;1995

表を用いてランダムに配列した.その他エイズ

に関する情報源とエイズに関する教育をどれく

らい受けたかを問う2間を加え計37間からなる

無記名自記式の質問紙を作成した.回答は ｢は

い｣,｢いいえ｣,｢どちらでもない｣の3着のう

ちから1つを選択するものとした.

この質問紙を入学生のオリエンテーション時

に配布し,約15分間をかけてその場で回答させ

回収 した.

Ⅲ.結 果

I.今回の調査結果

エイズが予後不良な重篤な疾患であるとの知

識に関しては,エイズは現在のところ有効な根

本的治療法はなく予後不良な疾病 (第7間,第

18間)であるという知識はあるものの具体的な

発症後の生存期間についての知識 (第23間)は

乏しかった (表 1).●また,ほとんどの学生がエ

イズを完全に治す薬は開発されていない (第7

間)と回答した一方で,約50%の学生がエイズ

は "不治の病''ではないかという質問 (第34間)

には ｢いいえ｣と回答していた.また,エイズ

は "不治の病"ではないかという質問の正答率

には,性差が認められ女子学生の方が正答率が

有意に高かった.

自分もエイズにかかる可能性があるというこ

とについては,エイズが STD (Sexually

TransmittedDisease)でありHIV感染者の特

定が困難でかつ自分が感染のリスクが高いグル

表 暮 エイズが重大な疾患であるとの知識

正 答 男子学生 女子学生 合 計

18)エイズは早期発見すれば治る. いいえ 82.2 85.3 83.6

25)エイズウイルスに有効なワクチンは当分できる見込 はい 53.9 50.0 52.1

みはない. (-イ) (55.5) (47.9) (51.5)

7)エイズを完全に治す薬は開発されていない. はい(-イ) 96.9(97.0) 97.2(98.5) 97.1(97.8)

23)エイズを発症すると平均3-5年で大半が死亡する. はい 48.9 48.4 48.7

34)エイズは不治の病ではない. いいえ(-イ) 49.2(69.5)** 59.0(78.9)** 53.6(74.4)**

(♯は新入生における性差を表す.♯:p<0.05,♯♯:p<0.01. *は平成5年度との差を表す.
*:p<0.05,**:p<0.01,x2検定)
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-プに属 しているという知識が必要と思われる

(表 2-1).学生はエイズが性行為で感染する

STDであること (第12間)については知識があ

ったが,HIV感染経路として世界的には性行為

が主であること (第11間,第32間)については

不完全な知識 しかなかった.また,感染率が低

いことに対する知識 (第28間)については,誤

答である ｢いいえ｣の回答が60%以上あり明ら

かな誤認が認められた (表には正答率 しか記載

されていない).男性よりも相対的に女性の方が

感染率が高いこと (第26間)については,｢どち

らでもない｣という回答が47%あり知識がない

ことが明瞭であった.HIV感染の有無は血液検

査をしなければ確認できないこと (第24間,第

15間)については知識があったが,潜伏期間の

長さ (第 2間)については充分な知識はなかっ

た.10歳代のHIV感染者の存在 (第9間)につ

いては70%以上の学生が正答していたが,HIV

感染者の半数以上が20歳代であるという知識 (節
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3間)はなかった.性差のある項目 (第28間,

第9間)では,男子学生の方が女子学生より正

答率が高かった.

エイズにかかる可能性に対する意識を問う質

問 (表 2-2)に関しては,大学生はリスク ･

グループであるという認識 (第35間)を示 した

のは50%未満であった.エイズの流行 (第33間)

を予測 している学生は80%未満で,60%以上の

学生が ｢自分の周囲に感染者がいると思う｣か

という質問 (第22間)に ｢いいえ｣と回答 した.

｢自分はエイズにかからないと思う｣かという

質問 (第13間)には41.4%の男子学生は ｢はい｣

と回答し49.4%の女子学生は ｢どちらでもない｣

と回答 した.意識を問う4間の調査結果には,

x2検定で5%水準以上の有意な性差が認められ

た.これは,大学生はエイズのリスク･グルー

プかどうか (第35間)については,男子学生が

肯定的回答であるのに比較 して女子学生が回答

を保留 し,エイズの流行 (第33間)については,

表2- 1 自分もエイズにかかる可能性があるという知識

ll)世界中の成人感染者のおよそ80%が性行為によって

感染している.

32)異性間性交渉はエイズウイルス感染の主なルートで

はない.

12)エイズウイルスは,ふつうの性行為では感染しない.

28)1回の感染者との性交渉でエイズウイルスに感染す

る確率は低い.

26)エイズウイルスは男性-女性より女性-男性の方が,

感染しやすい.

24)自分がエイズウイルスに感染したかどうか本人なら

(血液検査しなくても)わかる.

15)性交渉のパートナーが感染者かどうか,血液検査を

しないかぎr)わからない.

2)エイズ発症までの潜伏期間は長く,平均10年である.

9)日本では10歳代の異性間性交渉による感決着の報告

はない.

3)日本のエイズウイルス感染者(以下,感染者)のうち

半数以上は20歳代である.

正 答 男子学生

は い 53.I

(-イ) (60.9)**

いいえ 72.5

(イイエ) (73.5)

いいえ 80.4

(イイエ) (76.4)

は い 22.7

(イイエ) (30.3)**

いいえ 32.8

(イイエ) (34.3)

いいえ 87.5

…は い 88.2

(-イ) (48.3)**

いいえ 81.6

は い 55.0

合 計

52.7

(61.2)**

72.8

(79.2)**

81.3

(78.0)

18.5

(22.8)*

34.4

(34.7)

86.9

89.6

63.8

(44.3)**

78.5

(♯は新入生における性差を表す.♯:p<0.05,♯♯:p<0.01. 串は平成5年度との差を表す.

*:p<0.05,**:p<0.01,x2検定)
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男子学生では否定した学生が多かったのに比較

して女子学生が回答を保留 したためである.ま

た,自分の周囲に感染者がいるかという質問 (第

22間)に対 しても男子学生では ｢はい｣と回答

した学生の比率が大きいのに対 して女子学生は

より回答を保留 しており,自分がエイズにかか

るかどうか (第13間)については男子学生C淑1.4%

が否定 したのに比較 して女子学生の49.4%が回

答を保留 したため性差が現れた.つまり,男子

学生がより明快な回答をするのに対 し女子学生

は回答を保留する傾向が見られるため性差が現

れた.

第33間の結果と第22間の結果をクロス集計す

ると,50% (男子学生49%,女子学生52%)の

学生が ｢エイズはこれから流行すると思うが自

分の周囲には感染者はいない｣と回答 している.

第22間と第13間のクロス集計の結果で,最 も多

いのは ｢自分の周囲に感決着はいると思わない

し自分はエイズに感染 しないと思う｣という意

見で31% (男子学生32%,女子学生29%)を占

めた.上記 2つのクロス集計の属性相関に関す

るCramerの関連係数 (Ⅴ)は0.14と0.19で,

それぞれの2つの質問項目は独立であった.上
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記 3間のクロス集計の結果では,｢エイズは流行

すると思うが自分の周囲に感決着はおらず自分

はかからないと思 う｣という意見の学生が最 も

多く22% (男子学生22%,女子学生23%),次い

で ｢エイズは流行すると思うが自分の周囲に感

染者はおらず自分が感染するかどうかはわから

ない｣という意見が17% (男子学生14%,女子

学生21%),以下 ｢エイズは流行すると思うが自

分の周囲に感染者がいるかどうかも自分が感染

するかどうかもわからない｣という意見が10%

(男子学生 8%,女子学生11%),｢エイズは流

行すると思うが自分の周囲には感染者はいない

が自分はかからないとは思わない｣という意見

が10% (男子学生11%,女子学生 8%)であっ

た.エイズ流行に対 して最 も厳 しい意見の ｢エ

イズは流行すると思 うし自分の周囲にも感染者

がおり自分 もエイズにかかる｣と思うという意

見は3% (男子学生 5%,女子学生 2%)であ

った.

有効な予防法の知識については,コンドーム

の予防効果の不完全性についての知識 (第29間)

が不足 していた (表 3-1).避妊のためのコン

ドームの利用とは異なることの知識 (第31間)

表2-2 自分もエイズにかかる可能性があるという意識

平成6年度 平成5年度

はい いいえ ? はい いいえ. ?

35)大学生は,エイズのリスク.グループ(感決の危険の大きいグループ)である. 男子女子合計 47.1 24.4 28.536.7 23.9 39.442,4 24.2 33.4 該当なし

33)エイズは,これから流行すると思う. 男子 77.8 11.7 10.5 87.4 5.0 7.6**女子 77.1 8.0 14.9 88.8 3.2 8.0**

合計 77.5 10.0 12.5 88.1 4.1 7.8**

22)自分の周囲に感染者がいると思う. 男子 14.9 65.7 19.4 21.2 56.3 22.4**女子 7.6 67.9 24.5 12.1 60.2 27.7*

合計 ll.6 66.7 21.7 16.5 58.3 25.1**

13)自分は,エイズにかからないと思う. 男子 41.4 23.3 35.3 41.5 17.2 41.3*女子 34.5 16.1 49.4 30.7 17.0 52,3

(♯は新入生における性差を表す.辛:p<0.05,♯♯:p<0.01. *は平成5年度との差を表す.
*:p<0.05,納 :p<0.01,x2検定)
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はあるようであった.実際的なコンドームの利

用法についての質問では第27間と第14間は同 じ

ことを問うているが,正答率に差が認められた.

コンドームの適正な利用法 (第27間)について

は,男子学生の方が正答率が高 く性差が認めら

れた.

コンドームの販売場所 (第20間)を問う質問

では,男子学生では販売場所 を知っていると回

答し学生は90.5%であったが女子学生では73.5%

であった (表 3-2).また,コンドームの購入

についての質問 (第16間)の回答で,自分で購
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人できると回答 したのは,男子学生で69.4%女

子学生では20.7%であった.また,コンドーム

の購入に関 して女子学生の58.8%は不可である

と回答 した.不特定多数 との性行為 (第 4間)

はHIV感染の危険があると回答 した学生は60%

前後であった一方,特定のパー トナーとの性行

為でもHIV感染の危険性がある (第17間)とい

う認識 を示 した学生 も約60%であった.この 2

間をクロス集計すると ｢不特定多数でも特定の

パー トナーでも感塊の危険がある｣と危険回避

的に回答 した学生は33% (男子学生32%,女子

表3- l エイズの有効な予防法についての知識

正 答 男子学生 女子学生 合 計

31)ピル(避柾薬)の服用でエイズウイルスの感染は防げ いいえいいえ(イイエ)いいえ 88.769.3(57.3)**92.6 86.367.1(57.8)**82.3 87.668.3(57,5)**87.9

る.

29)コンドームを使用すればエイズは完全に予防できる.

27)エイズウイルス感染予防のためのコンド-ムの使用

は射精時だけでよい.

14)SaferSexとはコンドームを性交渉の最初から最後 はい 69,7 64.3 67.3

まで装着して行う性行為である. (-イ) (84.2)** (74.8)** (79.3)**

(辞は新入生における性差を表す.♯:p<0.05,♯♯:p<0.01. 串は平成5年度との差を表す.
*:p<0.05,*'き:p<0.01,x2検定)

表3-2 エイズの有効な予防法についての意識

平成6年度 平成5年度

はい いいえ ? はい いいえ ?

20)あなたは,コンドームがどこで売られているか知っていますか. 男子女子合計 90.5 8.l l.573.5 20.9 5.283.0 13.8 3,1 該当なし

16)あなたは,コンドームを自分で購入することができますか. 男子女子合計 69.4 15.4 15.220.7 58.8 20.547.6 34.8 17.6 該当なし

4)不特定多数の人との性交渉でエイズウイルスは感決する 男子 57.4 26.1 16.5 71.3 8.8 19.8**
女子 60.8 22.1 17.1 72.1 6.5 21.3紳

合計 58.9 24.3 16.8 71.8 7.6 20.6**

17)特定のパートナーとだけの性交渉ならエイズウイルスに感染しない. 男子 27.5 55.8 16.7 36.3 45.9 17.8**
女子 18.3 62.2 19.5 29.9 51.8 18.3**

合計 23.4 58.7 17.9 33.0 48.9 18.1**

(♯は新入生における性差を表す.辛:p<0.05,♯♯:p<0.01. *は平成5年度との差を表す.*:p<0･05,**

pく0.01,x2検定)
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学生34%)で,｢不特定多数との性交渉は危険だ

が特定のパー トナーなら安全｣という認識を示

した学生は16% (男子学生17%,女子学生15%)

であった.その他,｢必ずしも不特定多数が危険

ではないが,一方特定のパー トナーも安全なわ

けではない｣という意見が16% (男子学生15%,

女子学生17%)あった Cramerの関連係数 (Ⅴ)

は0.1であった.

平成5年度に実施 した同形式のアンケー ト調

査において学生は性行為を除く日常生活ではHIV

に感染 しないことを充分知っていたが,血液を

介する感染に関しては知識の不足あるいは誤解

が見られた.そこで今回の調査には前回と同 じ

問題を出題 したほか確認のため ｢献血をすると

エイズにかかることがある｣という質問 (第6

学校保健研究 hnISchooIHealih37;1995

間)を加えて出題 した (表 4-1).その結果,

血液に関する質問 (第 1間,第30間,第6間,

第8間)の正答率は必ずしも高 くはなかった.

健康な皮膚ならHIV抗体陽性血液が付着しても

感染しないということ (第1間)に関しては79.7%

の正答率であったが,1986年以降輸血からHIV

の感染は報告されていないこと (第30間)につ

いては正答率が26.0%と極めて低 く誤答 した学

生が約60%いた.献血や歯科あるいは鋪治療の

安全性 (第6間,第8間)についての問題の正

答率 もそれぞれ71.1%と59.6%と低かった.ま

た,HIVの消毒に対する抵抗性に関する問題 (節

21間)や母子感染に関する問題 (第5間)も正

答率が高 くはなかった.献血に関する問題では,

女子学生の方が正答率が高かったが,HIVの消

表4- 】 その他

正 答 男子学生 女子学生 合 計

1)健康な皮膚でもエイズウイルス抗体陽性血液が付着 いいえ 80,1 79.3 79.7

すればエイズは感染する. (イイエ) (63.3)** (62.2)** (62.8)**

30)日本では1986年以降も,輸血からエイズが感染した いいえ 25.7 26.3 26.0

報告がある. (イイエ) (17.2)** (18.7)** (18.0)**

6)献血をするとエイズにかかることがある. いいえ 66.0 77.3 71.1

8)エイズウイルスは,歯科治療や錬治療でも感染する.21)エイズウイルスは熱に弱く,煮沸消毒で死滅する. い いえ(イイエ)はい(イイエ) 59.5(54.1)53.1(54.1) 59,6(42.2)**43.6(36.6)* 59.6(48.0)**48.8(45.1)

(♯は新入生における性差を表す.辛:p<0.05,♯♯:p<0.01. *は平成5年度との差を表す.

*:p<0.05,**:p<0.01,x2検定)

表4-2 その他

平成6年度 平成5年度

はい いいえ ? はい いいえ ?

男子10)自分は,エイズについてよく知っていると思う. 女子 12.0 54.2 33.8 11.8 57.7 30.58.0 53,6 38.4 7.5 59.4 33,1

合 計 10.2 53.9 35.9 9.6 58.6 31,8

19)エイズの感染拡大を予防するため強制的な血液検査をした方が良い. 男子 39.0 38.2 22.8 39.5 33.5 27.1

(♯は新入生における性差を表す.辛:p<0.05,♯‡:p<0.01. *は平成5年度との差を表す.
*:p<0.05,**:p<0.01,x2検定)
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毒に対する抵抗性や母子感染については男子学

生の方が正答率が高かった.

"その他"の意識調査では,自分はエイズに

ついてよく知っていると思うかという質問 (第

IO閣)に ｢いいえ｣と回答した学生が53.9%い

た (表4-2).強制的血液検査についての質問

(第19間)には38.0%の学生が肯定的に回答し

ていた.自分はエイズについてよく知っている

と回答した男子学生が女子学生より多く,女子

学生では回答を保留した学生の比率が高かった

ため性差が生じた.強制調査でも男子学生は否

定的に回答した比率が高く一方女子学生では回

答保留が多かった.第10間と第19間をクロス集

計すると ｢エイズについてよく知らないが強制

的血液検査には賛成である｣という意見と ｢エ

イズについてよく知らないが強制的血液検査に

は反対である｣という意見が同率 (21%)で最

も多かった.この2項目は,独立の関係であっ

た (Cramerの関連係数 :Ⅴ -0.12).

エイズに関する情報源としては,｢テレビ｣が

最も多く82.6%で次に ｢新開｣が47.5%,雑誌

が40.5%であった (図 1).自由回答形式の ｢そ

の他｣の項目では,｢学校の授業｣や ｢パンフレ

ット｣などが主に列記されていた.

エイズに関する教育経験を問う質問には,一

部学生が教育経験回数ではなく "なんども,な

んども''あるいは "数え切れないくらい"など

と答えており一部の学校では積極的な教育が行

われていることを伺わせた (これらに関しては,

テレビ

新聞

雑駄

ラジオ

友人

その他

47.5(50.2)

40.5(54.2)

82.6(86.7)

( )は平成5年度の調査絵果

0 20 40 60 80 100(%)

図 I エイズに関する情事齢原
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教育経験回数は2回以上として処理した).学校

教育におけるエイズ教育の経験は, 1回以上の

教育を受けたと答えた学生が,小学校で1.8%中

学校で26.4%高校で86.2%であった (図2).高

校での教育経験回数を,2回以上,1回,0回

の3条件に分け,一方エイズに関する知識問題

を25点滴点で採点し,教育経験回数と得点の関

係を1要因分散分析 した結果,3条件間に有意

差を認め (F-5.42,p<0.01), 2回以上教育

を受けた学生の得点が教育を受けなかった学生

の得点よりも有意に多かった. しかし,予防行

動に関する19間 ("その他"の知識についての項

目を除いたもの)についての検定では条件間に

有意差は認められず,教育経験回数は得点に影

響を与えていなかった.

2.平成5年度の調査との比重交

平成5年度にも同様のアンケー ト調査を実施

しているが,今回の調査のうち35間中23間は平

成5年度の調査と同一あるいは同主旨の問題で

ある (表 2-衰 4).23間のうち3問において正

答が逆になるように問題を設定し,学生のYes-

tendency (あるいはNo-tendency)をチェッ

クした.その結果,正答率が変化 したのは2間

(第34間,第28間)で1間 (第21間)は正答率

に変化を認めなかった (x2検定).変化した2間

は,それぞれ正答が ｢はい｣から ｢いいえ｣に

変化 した問題 (第34間)と逆に ｢いいえ｣から

｢はい｣に変化 した問題 (第21間)であったが,

どちらも正答率が有意に低下 しておりYes-

()は平成5年度の国塵絵果

0 20 40 60 80 100(%)

図 2 エイズに関する教育
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tendency (あるいはNo-tendency)は大きく

なかったと判断 した.23間中には16間の知識問

題があったが,全体として,6間 (第2間,節

3間,第29間,第1間,第30間,第8間)で有

意な正答率の上昇を認め,5間 (第34間,第11

間,第32間,第28間,第14間)において低下を

認め,5間 (第25間,第7間,第12間,第26間,

第21間)においては正答率の変化を認めなかっ

た (x2検定).

自分もエイズにかかる可能性があるかどうか

の意識調査では,平成5年度の調査と同一の質

問項目が3間あったが,すべての質問において

全体としては有意な差が認められた (表2-2).

｢エイズが,これから流行すると思う｣かとい

う質問 (第33間)に,｢はい｣と回答した学生の

比率が減少し ｢いいえ｣と楽観的な予想を示し

た学生の比率が増加している.｢自分の周囲に感

染者がいると思う｣かという質問 (第22間)に

｢はい｣と回答した学生の比率が減少し逆に ｢い

いえ｣と回答した学生の比率が増加している.｢自

分は,エイズにかからないと思う｣かという質

問 (第13間)では,男子学生において ｢いいえ｣

と回答 した学生の比率が増加した.

予防行動に対する意識調査の比較では,｢不特

定多数の人との性交渉でエイズウイルスは感染

する｣という質問 (第4間)に ｢はい｣と回答

した学生の比率が減少し逆に ｢いいえ｣と回答

した学生の比率が増加した (表3-2).また,

｢特定のパー トナーとだけの性交渉ならエイズ

ウイルスに感塊しない｣かという質問 (第17間)

に ｢はい｣と回答 した学生の比率は減少し ｢い

いえ｣と回答した学生の比率は増加した.

｢自分は,エイズについてよく知っていると

思う｣かという質問 (第10間)では平成5年度

の調査結果との間に差はなかった (表 4- 2).

｢エイズの感染拡大を予防するため強制的な血

液検査をした方が良い｣かという質問 (第19間)

では,｢はい｣と回答した学生の比率が減少して

｢いいえ｣と回答 した学生の比率が全体として

は増加した.

平成5年度の調査では,エイズに関する情報

学校保健研究 JPnISchooIHealth37;1995

源はテレビ (86.7%),雑誌 (54.2%),新聞

(50.2%)の順であり,今回の調査結果と ｢雑

誌｣と ｢新開｣の順位が異なった (図1).

エイズに関する教育をどの程度受けたかにつ

いての調査結果では,今回の調査の方が平成5

年度の調査より教育を受けたという回答率が高

くなっていた (図2).

Ⅳ.考 察

今回の調査は,(1).エイズが重大な疾患であ

るという認識,(2). 自分もエイズにかかる可能

性があるという認識,(3).エイズに対する有効

な予防法に関する認識の3要因に注目して検討

した.

エイズが重大な疾患であるということについ

ての知識では,エイズの発症後の生存期間を問

う質問 (第23間)で低い正答率しか得られなか

ったが,学生はもっと短いものと想定している

可能性 もある.有効なワクチンの作成が困難な

ことについての知識 (第25間)では50%強の正

答率しか得られず,平成5年度の調査と同様の

傾向を示 している.有効なワクチンの作成が困

難なことに関してはもっと強調された方が,有

効な予防教育の推進には良いのではないかと思

われる.エイズの特効薬はない (第7間)とほ

ぼ全員が回答しているにもかかわらず,山方で

はエイズは "不治の病"ではない (第34間)と

答える学生が約50%もおり,かつ平成5年度調

査より正答率が有意に下がっているのは理解に

苦しむところであるが,エイズに刈する楽観的

なイメージを反映 しているのかもしれない.

自分もエイズにかかる可能性があるというこ

とについての知識では,エイズが主にSTDであ

るという知識 (第11問)やHIV感染者の半数が

20歳代であるという知識 (第3間)が不足して

いる一方,HIVの感染率について知識 (第28間)

には誤解があり,正しい知識が普及されなけれ

ばエイズ ･ノイローゼなどの発生が危供される

状況であることがわかる.また,相対的に女性

の方が感染しやすいことについて (第26間)ら

誤解があるが,長期的にみれば女性のHIV感染
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者が増加するであろうし女性感決着のピークが

20歳代であることを考慮すれば,必要な知識が

それを必要としている人々 (この場合女子学生)

に効果的に提供されていないのではないかと思

われる.エイズの感染拡大の予防を困難なもの

にしているのは,エイズがSTDであることと潜

伏期間が極めて長いということであり,これが

現在のところエイズを目に見える危険として認

識させないようにしていると思われる.ところ

が,潜伏期間の長さについての知識 (第2間)

は依然として普及しておらず,エイズの感染予

防で最も重大な知識を学生が欠いていることが

わかる.

自分もエイズにかかる可能性があるという意

識では,｢エイズは流行する (第33間)が自分の

周囲には感染者はおらず (第22間)自分はエイ

ズにかからない (第13間)あるいは自分がエイ

ズに感染するかどうかはわからない｣とする意

見が40%を占めており,学生は現実問題として

エイズをとらえていないことがわかる.また,

自分がエイズにかかる可能性があるかどうかと

いう意識についで性差が認められるのは,女子

学生が暖味な回答をすることの影響が大きいと

考えられる.女子学生の暖味な回答はコンドー

ムの使用が一義的に男性の態度にかかっている

ことと関係があると思われる.女子学生に対し

積極的に自分で自分を守る教育が行われる必要

があると思われる.

予防法についての知識では,平成5年度との

比較では,コンドームの予防効果の不完全性に

ついての知識 (第29間)は増加しているようで

あるが,SaferSexについての知識 (第14間)

は減少している.これは,SaferSexという言

葉になじみがなかったせいかもしれない.

HIVの感染予防としては,ノーセックスとい

う選択を探らなければ,性行為の対象を選択 し

コンドームを使用した性行為をするしかないが,

コンドームを利用するためには性行為の場にコ

ンドームがなければならない.コンドームを装

着するのは男性であるが,性行為の場に女性が

これを持ち込んでもよく相対的に感染率の高い
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女性が自らを防衛するためコンドームを携行す

ることは実際的でもある.ところが,調査結果

では女子学生の58.8%はコンドームの購入を不

可と回答しており,エイズ予防は男性の意識に

大きくかかっていることがわかる.しかし,HIV

感決着が実際的には特定できないのであるから

女性 もコンドームの購入に積極的になれるよう

な教育あるいは販売の方法が考慮されなければ

ならないと思われる.性交渉の対象の選択で,｢不

特定多数の人でも特定のパー トナーでもHIV感

染の危険がある｣という見方をしたのは全体の

33%で最多であったが,一方 ｢必ずしも不特定

多数の人が危険なわけではなく特定のパー トナ

ーが安全なわけではない｣という意見が15%も

あった.これは,回答に対 しで慎重な態度 (め

るいは論理学的な態度)を示したためと思われ

る.なお,これらの質問に対する回答はそれぞ

れ独立の関係であり,質問に対する回答の相互

関係が弱く危険回避行動につながる合筆堅的な態

度の形成には至っていないと思われる.

平成5年度の調査で高い正答率が得られなか

った "その他"の質問項目については,今回も

80%を越える高い正答率は認められずエイズ教

育に盲点があるのではないかと思われるが,｢献

血するとエイズにかかることがある｣と回答し

た学生がかなりの数にのぼるのは,学生がエイ

ズと血液感染に対する正確な知識を欠いており

エイズと血液感染の関係を短絡的に認識 してい

る可能性があると思われる.また,エイズにつ

いてよく知らないという自覚と強制的血液検査

に対する態度の間に相互の関係が認められない

が,差別偏見を視野に入れた有効な教育が必要

であると思われる.

平成5年度の調査結果との比較では知識問題

において正答率が上昇 した6間のうち3間は血

液を介した感染に関するものでこの方面の教育

の効果を示している.一方,正答率の低下を示

した問題は,性行為に関するものである.平成

5年度の調査は在学生 (主に1回生)を対象と

している一方今回の調査が受験勉強を終了した

ばかりの新入生を対象としていたためこのよう
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な差異が出たのかもしれないが,平成5年度の

調査結果と比較 した場合,エイズの流行を予想

した学生の比率が減少し,自分の周囲に感染者

がいるかという質問に ｢はい｣と回答 した学生

が減少し ｢いいえ｣と回答 した学生が増加して

きており,身近な問題としてのエイズへの危機

感が減弱してきているのではないかと危供され

る.また,平成5年度の調査に比較 して,今回

の調査では ｢性行為の対象に対して不特定多数

の人との性交渉でも感染 しないが特定のパー ト

ナーとでも感染しないわけではない｣という意

見の比率が大きいのは,今回の学生の方が性交

渉の経験が少なかったため論理的に回答 したせ

いではないであろうかと思われる.

今回の調査では35間中16間において性差を認

めたが,知識に関する問題で男子学生の方が正

答率が高かったのが5間,女子学生が高かった

のが 2間であったが,男子学生は性行為に関す

る質問において正答率が高かった.意識に関す

る質問では男子学生の方が女子学生よりもエイ

ズを身近に感じる傾向を示しているが,HIV感

染者の年齢分布を考慮すれば女子学生の方がよ

り感塊する危険が高く,現実と認識の間にずれ

があるように思われる.女性の方が相対的に感

染率が高く母子感汝の危険もある上に予防に関

して受動的にならざるを得ない以上,女子学生

に対 して強力な教育指導が必要と考えられる.

甘.結 論

新入生を対象として,エイズに対 して有効な

予防行動を探るために必要な知識とエイズに対

する意識について,質問紙を用いて調査を行っ

た.その結果,総じて新入生はエイズがSTDで

あり潜伏期間が長く当分の間有効なワクチンあ

るいは治療法が見つからないことについて充分

な知識を有しているとは言えなかった.その他,

誤った知識の是正も充分ではなかった.また,

学校保健研究 hnISchooIHealth37:1995

エイズを身近な危険と認識しておらずエイズに

対する危機感は平成 5年度の調査よりも後退し

た印象を受けた.エイズに対する意識の間に予

防行動を採るために必要な一貫した態度は希薄

で,今後学生が性行為の場でエイズに対し有効

に自己を防衛できるかどうか危供される結果で

あった

本研究の結果の一部は第32回全国大学保健管理研

究会 (1994年9月30日,松本市)にて発表した.
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す ｢㌻ 高校生における授業の好き嫌いの意識と疲労感

一大都市と小都市の比較一

富 田 勤

北海道教育大学 札幌校 教育保健

RelationshipbetweenLikeandDislikeofSchoolLessonsand

SymptomsofFatigueinHighSchoolStudents

-ComparisonofStudentsbetweeninaLargeCityandinaSmallCity-

TsutomuTomita

DeParimentofEducationHealth,SaPPoroCampus,HokkaidoUm-Per.sityofEducation

ThisstudyinvestigatedtherelationshipbetweenlikeanddislikeofschooHessonsandthe

symptomsoffatigueinthefirs卜andthesecond-yearstudentsoftwopublichighschoolsina

largeandasmallcities.Ⅰnaddition,Changesinthefeelingoffatigueresultingfrom being
taughtwerecomparedbetweenthetwoschools.

Thefollowingresultswereobtained.

1.Subjectivesymptomsoffatigueinbothstudentsoflargeandsmallcitiesbecamehigh

beforeinstruction,especiallyingroupIIwhichisconsideredtobementalfatigue,asschool
lessonsdislike.

2.insubjectivesymptomsoffatiguerelatedtobeconsciouslikeanddislikeofschool

lessons,thefeelingoffatigueinordinarinessanddislikeofschoollessonsbefore

instructioninstudentsofthesmallcityShowedhighervaluesthanthoseofthelargecity
students.

3.Insubjectivesymptomsoffatiguethefeelingoffatigueingroupsofstudentsstudying

sciencesinthesmaucityshowedhighervaluesbeforeinstructionthanthoseofthelarge

cltyStudents.

4.1nsubjectivesymptomsoffatiguerelatedtobeconsciouslikeanddislikeofsubject

groups,thefeelingoffatiguebeforeinstructioningroupsstudyingscienceofthesmallcity

students,regardlessoflikeordislikeofstudyingscience,showedhighervaluesorhigh

tendencythanthefeelingoffatigueofthelargecitystudents,

5,1nsubjectivesymptomsoffatiguerelatedtobeconsciouslikeanddislikeofschool

lessonsineachschoolyear,thefeelingoffatigueinordinarinessanddislikeofschool

lessons,especiallyinthatofordinariness,beforeinstructioninthesmallcityshowed

highervaluesinthesecond-yearstudentsthanthoseinthelargecitystudents.

6.Inacomparisonbetweenthetwoschoolsofsubjectivesymptomsoffatigueresultingfrom

beingtaught,thechangeingroupsstudyingscienceinthesmallcityShowedatendencyto

increase.FeelingofordinarinessanddislikeingroupsstudyingscienceswashighingroupI

whichwasconsideredtobeaphysicalfatigue,ascomparedwiththelargecitystudents.

Thesefindingssuggestthatstudentsoflargecitiesdifferfromthoseofsmallcitiesinthe

feelingoffatiguebeforeinstructionbybeingconsciouslikeanddislikeofschoollessons,and

subjectgroupsofeachschoolyear.Ⅰnaddition,thefeelingoffatigueresultingfrom being

taughtingroupsstudyingscienceswasobservedtobedifferentbetweenthetwoschools.

キーワード:疲労感,授業の好き嫌い別の疲労,学習疲労
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Ⅰ. 緒 論

最近の児童生徒には疲労感を訴えるものが増

加しており,1)～6)その事が校内や家庭で起こる問題

行動及び登校拒否などと関わりを持つとも言わ

れている㌘)学校保健では児童生徒の健康の保持

増進と共に,学習の能率の向上を目途 している

ことから,児童生徒の疲労感を取 り除くことが

保健管理の立場から重要である.

児童生徒の疲労感をもたらす要因として,学

校生活によるものの他,睡眠時間の不足,摂食

の有無,家庭学習 ･塾通い ･習い事の増加など

の下校後の家庭での生活様式に起因するものが

多く指摘されているヲ)7)-10)著者らは既に学校生活

の中で疲労感をもたらす要因の一つとして騒音

を取 り上げ,授業中周囲の音をうるさいと意識

するものは疲労感が大きいことを示した.ll)～12)

しかしながら,学校における児童生徒の学習

と疲労感の関連性に関する研究は少なく,13)詳細

は余り明らかにされていない.最近,益々加熱

化する受験戦争の中で主に有名大学進学を目標

とする高校と,主に就職を希望する高校では,

日常の生活行動や勉学への取 り組みが異なり,

その事が疲労感に差を生じさせる可能性は否定

できない.

本研究では,生活環境や受験に対する意識に

違いが存在すると考えられる,大学進学率の高

い大都市と就職率の高い小都市の公立高校生を

学校保健研究 JPnISchooIHealth37.1995

対象として,生活背景を比較 しながら,授業前

において,主に授業の系別及び好き嫌いの意識

が疲労感に如何なる影響を与えるかを比較 し,

併せて授業を行うことにより生ずる学習疲労に

ついても両校間で検討した.

丑. 方 法

l.対象と調査日時

対象は人口約180万の大都市及び約3万の小都

市の高校生 1-2年を対象とし,それぞれ251名

(男117名,女134名)及び303名 (男200名,女

103名)である.調査日時は,大都市では昭和63

年11月9日㈹,小都市では平成元年10月18日的～

19日㈱で,いずれも第3校時 (午前10時30分～

11時20分)に行った.

2.調査内容及び集計方法

疲労感調査は,日本産業衛生協会の疲労自覚

症状調べを用いた..14)すなわち,質問項目は,身

体的症状 (ねむけとだるさ)の10項目をⅠ群,

精神的症状 (注意集中の困難)の10項目をⅠⅠ群,

神経感覚的症状 (身体違和感)の10項目をⅠⅠⅠ群

とし,3群併せたものをTとした (表1).

集計 ･分析方法については,授業の好き嫌い

那 (好き･普通 ･嫌い)に分類 し,大都市及び

小都市の高校で各々好き嫌い別,さらに両校間

の好き嫌い別,訴え率或は訴え数の比較を行っ

た.すなわち,各々の両校内の比較では,好き

嫌い別間で授業前の疲労自覚症状別訴え率及び

表 l 疲労自覚症状調べ

I 群 ⅠⅠ 群 ⅠⅠⅠ 群

1 頭が重い ll 考えがまとまらない 21 頭がいたい

2 全身がだるい 12 話をするのかいやになる 22 肩がこる

3 足がだるい 13 いらいらする 23 腰がいたい

4 あくびがでる 14 気がちる 24 いきぐるしい

5 頭がぼんやりする 15 物事に熱心になれない 25 口がかわく

6 ねむい 16 ちょっとしたことが思い出せない 26 声がかすれる

7 目がつかれる 17 することに間違いが多くなる 27 めまいがする

8 動作がぎこちなくなる 18 物事が気にかかる 28 まぶたや筋肉がピタピタする

9 足もとがたよりない 19 きちんとしていられない 29 手足がふるえる
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群別疲労自覚症状訴え数を検討 した.両校間の

比較 を,授業前の好き嫌い別及び系別 (理系 ･

文系 ･芸体系)に行うと共に,系別及び学年別

(1学年 ･2学年)の授業前の好き嫌い別群別

訴え数を検討 した.また,授業を受けることに

よる訴え数の変動についても,その前後差 (級

値一前値)を両校間で比較 した.

なお,各々両校内の好き嫌い別比較 (表 2,

3)において,表中の ｢好 き-普通｣,｢普通-
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嫌い｣及び ｢好 き-嫌い｣の表現はいずれも前

者の訴え率と後者の訴え率を統計的に処理 し,

負数の場合には前者に比 して後者の訴え率が高

いことを示 し,(-)記号をt値の前に付 した.

両校間の比較 (表 5, 7, 9)でも,同様に,

大都市の訴え数 と小都市の訴え数の授業前後差

を統計的に処理 し,負数の場合には大都市に比

し町の訴え数の授業前後差が大きいことを示 し,

(-)記号をt値の前に付した.検定は,比率或

表2 大都市における好き嫌い別間の授業前の訴え率の比較

疲労自覚症状 好 き - 普 通 普 通 - 嫌 い 好 き - 嫌 い

Ⅰ群 1 (-)0.1100 0.7720 0.6978

2 (-)2.2102* 0.8341 (-)0.7316

3 (-)0.5231 0.8834 0.3919

4 0.9709 (-)0.6391 0.2932

5 (-)0.5399 0.5101 0.1872

6 (-)0.9851 0.4123 (-)0.3612

7 1.1411 1.4459 1.0304

8 (-)1.6230 (-)0.9781 (-)2.0947*

9 (-)1,5949 0.5346 (-)0.8553

10 (-)0.9342 (-)1.7256* (-)2.1257*

ⅠⅠ秤 ll ! 0.1945 (-)2.1284* (-)1.7920☆

12 0.2936 (-)0.5441 (-)0.3293

13 1.4892 (-)3.3217** (-)1.6151

14 (-)0.9231 (-)1.5191 (-)1.9299☆

15 (-)2.4601串 (-)1.1845 (-)2.8540*串

16 (-)1.0946 (-)0.7311 (-)1.4289

17 (-)0.6791 (-)0.1196 t 卜 )0.0717

18 (-)1.7133 (-)0.6288 (-)1.9393☆

19 (-)1.2695 (-)1.7767* (-)2.4880*

20 (-)1.9195☆ (-)2.5120** (-)3.6321**

Ⅰ‖秤 i21 0.7694 (-)0.3377 0.3148

22 (-)0.7924 (-)0.8222 (-)1.4091

23 0.2370 (-)i.1675 (-)0.7366

24 (-)0.3830 (-)0.5446 (-)0.7651

25 (-)0.1623 1.5596 1.1941

26 1.1775 0.0452 l l.4932
27 0.8711 0.4540 1.1192

28 1.6732☆ 0.1328 1.2761

29 i (-)0.8418 1.2947 0.7930

数値はt値を示す. (-)記号は前者に比し後者の訴え率が高いことを示す.

☆p<0.10 *p<0.05 **pく0.01
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は平均値の差のt-testで行った.

Ⅲ.結 果

I.大都市及び小都市校における授業前の好き

嫌い別訴え率及び訴え数

大都市の高校生の訴え率は大部分の項目で授

業が嫌いな程増加を示 した.好きと普通の間で

は, 2｢全身がだるい｣及び15｢物事に熱心になれ

ない｣の2項EHこ有意差が,20｢根気がなくなる｣

学校保健研究 h7壬JSchooIHealth37:1995

及び28｢まぶたや筋肉がピタピクする｣の2項目

に増加傾向が,普通と嫌いの間では,11｢考えが

まとまらない｣,13｢いらいらする｣及び20の3項

目に有意差が,10｢横になりたい｣及び19｢きちん

としていられない｣の2項目に増加傾向が,好き

と嫌いの間では,8｢動作がぎこちなくなる｣,

10,15,19及び20の5項目に有意差が,ll,14

｢気がちる｣及び18｢物事が気にかかる｣の3項

目に増加傾向が認められた (表 2).

表3 小都市における好き嫌い別間の授業前の訴え率の比較

疲労自覚症状 好 き - 普 通 普 通 - 嫌 い 好 き - 嫌 い

Ⅰ秤 1 0.3721 (-)2.0922* (-)1.4895

2 0.4455 (-)1,9096☆ (-)1.3013

3 (-)1.0347 (-)0.5948 (-)1.4368

4 (-)0.8698 0.4556 (-)0.3576

5 (-)0.9714 0.4587 (-)0.4480

6 1.0347 (-)0.7229 0.2761

7 0.6082 (-)0,2160 0.3411

8 (-)1.6225 (-)1.4068 (-)2.6411**

9 (-)1.0977 0.7615 (-)0.3045

10 0.7225 (-)1.6730 (-)0,8548

Ⅰ王秤 ll (-)0.3703 (-)1.1831 (-)1.3551

12 (-)0.3131 (-)1.1830 (-)1.2976

13 (-)0.0514 (-)1.5089 (-)1.3552

14 (-)1.8040☆ (-)0.9745 (-)2.4517*

15 (-)3.0412** (-)0.5847 (-)3.1919**

16 0.5211 (-)2.1321* (-)1,3845

17 (-)0.3131 (-)0.2462 (-)0.4918

18 0.4310 (-)0.1688 0.2273

19 (-)1.2620 (-)0.3005 (-)1.3845

20 (-)1.2713 (-)0.9326 (-)1.9364☆

ⅠⅠⅠ群 21 1.7615 (-)0.5728 1.0113

22 0.4749 0.0858 0.4911

23 (-)0.0917 (-)0,0614 (-)0.-6200

24 0.9716 (-)1.0437 (-)0.0677

25 (-)0.7264 (-)1.7869☆ (-)2.1860*

26 0.3958 0.6110 0.8877

27 0.6505 (-)0.4212 0.0279

28 0.7864 (-)1.1143 (-)0.2848

29 0.0724 (-)0.9921 (-)0.7922

30 0.6658 (-)0.9634 (-)0.2623

数値はt値を示す. (-)記号は前者に比し後者の訴え率が高いことを示す.

☆p<0.10 *p<0.05 **p<0.01
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一方,小都市の高校生においても,大都市の

場合とほぼ同様に,訴え率は大部分の項目で授

業が嫌いな程増加を示した.好きと普通の間で

は,15の1項目に有意差が,14の1項目に増加

傾向が,普通と嫌いの間では, 1 ｢頭が重い｣

及び16｢ちょっとしたことが思い出せない｣の

2項目に有意差が,2及び25｢口がかわく｣の

2項目に増加傾向が,好きと嫌いの間では,8,

14,15及び25の4項目に有意差が,20の1項目

に増加傾向が認められた (表 3).

両校における好き嫌い別の訴え数は,大都市

及び小都市ともに, Ⅰ群,ⅠⅠ群及びTでいずれ

も嫌いな程増加した.大都市のⅠⅠ群では,好き

と嫌いの間,及び普通と嫌いの間に有意差が,

小都市のIi群では,好きと嫌いの間に有意差が,

Tでも好きと嫌いの間に増加傾向が認められた

(表4).

2.大都市と小都市間の疲労自覚症状の比較

1)授業前の好き嫌い別訴え数

両校間の好き嫌い別訴え数の比較においては,

好きにおいて,授業前の小都市の訴え数は,各
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群及びTいずれも大都市に比べて多いが有意差

は認められなかった.普通において,授業前の

訴え数は,大都市に比べ小都市の訴え数が各群

とも多く,ⅠⅠ群及びTに有意差が認められた.

嫌いにおいて,小都市の訴え数は大都市のそれ

より多く,Ⅰ群及びⅠⅠⅠ群で有意であり,Tでも

小都市の方に多い傾向が見られた (表4).

2)好き嫌い別訴え数の授業前後差

大都市と小都市における訴え数の授業前後差

は,好き,普通及び嫌いの各群においてほとん

ど差は見られなかった (表5).

3)授業前の系別訴え数

理系,文系及び芸体系のいずれも小都市の訴

え数が大都市のそれを上回っていた.理系では

各群及びT,文系ではⅠ群で有意差を示 し,文

系のT及び芸体系のⅠ群とTでは小都市の訴え

数が増加傾向を示した (表 6).

4)系別訴え数の授業前後差

大都市及び小都市における訴え数の授業前後

差は,理系のⅠⅠⅠ群では小都市で有意に大きく,

Tでも大きい傾向を示した (表 7).

表4 大都市及び小都市における授業前の好き嫌い別の訴え数

都 市 区 分 Ⅰ 群 王Ⅰ 群 ⅠⅠ1 群 T

好き 大都市(N-59) 3.32±0.28 1.75±0.30 1.72±0.22 6.80±0.69
小都市(N-80) 3.94±0,26 2.23±0.31 2.25±0.27 8.41±0.72

普通嫌い 大都市(N-149)小都市(N-145)大都市(N-43)小都市(N-78) 43霊 …Z:…言 ≡:三…≡S:……j*…霊 ≡O.:32;j* 3.09±0.373.29±0.33 不

数値は文士SEを示す. ☆p<0.10 *p<0.05 **p<0.01

表5 大都市及び小都市における好き嫌い別の訴え数の授業前後差の比較

都 市 区 分 I 群 ⅠⅠ 群 III 群 T

好き普通嫌い 大都市(N-59)小都市(N-80)大都市(N-149)小都市(N-145)大都市(N-43)小都市(N-78) (-)0.2034 (-)0.6753 (-)0.4111 (-)0.7219

0 (-)0.7630 (-)1.4783 0.2074

数値はt値を示す.(-)記号は大都市に比し小都市の訴え数の授業前後差が大きいことを示す.
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5)系別好き嫌い別訴え数

理系においては,好き嫌いにかかわらず各群

及びTとも大都市に比し小都市の訴え数が多か

った.好きでは,小都市の訴え数はⅠⅠ群及びT

がそれぞれ有意差及び増加傾向を示 した.普通

では,小都市のIH群の訴え数に有意差が,II群

及びTが増加傾向を示した.嫌いでは,小都市

のⅠ群の訴え数に有意差が,ⅠⅠⅠ群及びTで増加

傾向が認められた.

文系においては,小都市の訴え数が嫌いのⅠⅠⅠ

群で増加傾向を示し,芸体系においては,好き

のⅠ群及びTで増加傾向が認められた (表8).

6)系別好き嫌い別訴え数の授業前後差

大都市及び小都市における訴え数の授業前後

差は,理系では普通及び嫌いのⅠ群で小都市の変

動が有意に高く,また普通のT及び嫌いのⅠⅠⅠ群

･Tで小都市の変動が増加傾向を示した.文系
では好きのⅠ群 ｡Tで小都市の変動が増加傾向

を示 した.芸体系ではⅠ群の普通及び嫌いで大

都市の変動が増加傾向を示した (表 9).

都 市 区 分
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7)学年別好き嫌い別訴え数

1学年において,小都市の好き,普通及び嫌

いの各群とTの訴え数が大都市のそれを上回っ

ているが有意差は認められなかった.2学年に

おいて,小都市の各群とTの訴え数が大都市の

それを上回り,普通のII群 ･王Il群 ･Tに有意差,

また普通のⅠ群及び嫌いのⅠ群 ･ⅠⅠ主群 ･Tで小

都市の訴え数に増加傾向が認められた (塞lo).

8)学年別好き嫌い別訴え数の授業前後差

大都市及び小都市における訴え数の授業前後

差は, 1学年及び2学年の好き･普通 ･嫌いの

各群及びTにおいて差は認められなかった.

3.両校における二,三の生活背景

就寝時刻の平均値については,大都市は12時

01分,小都市は11時44分で,小都市の方が有意

(p<0.01)に早かった.

起床時間の平均値については,大都市は6時

50分,小都市は6時53分で,ほとんど差は見ら

れなかった.

睡眠時間の平均値については,大都市は6時

表6 大都市及び小都市における授業前の系統別の訴え数

I 群 ⅠⅠ 群 王II 群

小都市(N-108)

小都市(N-115)

∴ ∴ ､∴ ∴

言:…芸≡呂霊コ* 2̀51±0'202.79±0.23

二一 ∴ - 1 ∴

･. - ∴ .-

.J : ..

一一一 一●--

数値は東±SEを示す. ☆p<0.10 *p<0.05 **p<0.01

表 7 大都市及び小都市における系別の訴え数の授業前後差の比較

系 都 市 区 分 Ⅰ 群 ⅠⅠ 群 ⅠⅠⅠ 群 T

理系文系芸体系 大都市(N-81)小都市(N-108)大都市(N-125)小都市(N-115)大都市(N-45)小都市(N-80) (-)1.5820 (-)1.0109 (-)2.1669:声 (-)1.7396☆

(-)0.4617 (-)1.4500 (-)0.0516 (-)0.6971

数値はt値を示す. (-)記号は大都市に比レJ､都市の訴え数の授業前後差が大きいことを示す.

*p<0.10 *p<0.05



富田.高校生における授業の好き嫌いの意識と疲労感

間36分,小都市は7時間31分で,小都市の方が

有意 (p<0.01)に長かった.

朝食摂取状況については,摂取者は大都市が

81.6%,小都市が81.2%で,両校間に差は見ら

れなかった.

習い事の有無については,有の者は大都市が

84.3%,小都市が84.0%で,両校間に差はなか

った.

Ⅳ. 考 察

I.両校の訴え率及び訴え数

好き嫌い別で両校の授業前の訴え率或は訴え

数を見ると,訴え率は,大都市では,好きに比

し普通が4項臥 普通に此 し嫌いが5項目,好

きに比し嫌いが8項目に有意の増加或は増加傾

向が認められ,嫌いな程授業前の訴え率が高く

なることが認められた. しかし,好きに比し嫌
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いが有意の増加或は増加傾向を示した8項目中,

6項目がⅠⅠ群 (精神的疲労)に集中している.

また,小都市でも大都市と同様に,訴え率は嫌

いな程授業前値が高 くなり,しかも,好きに比

し嫌いに増加を示 した5項目中,3項目がⅠⅠ群

で占められている.訴え数は,大都市及び小都

市ともに,Ⅰ群,ⅠⅠ群及びTのいずれも,嫌い>

普通>好きの順で,特にⅠⅠ群では,大都市で嫌

いが好き及び普通に此 し有意の増加を示 し,小

都市でも嫌いが好きに比し有意の増加を示して

いる.

この棟に,大都市及び小都市ともに,授業前

において,授業が嫌いな程,訴え率及び訴え数

が増加し,また,好き嫌い別の間で有意差を示

す項目がⅠⅠ群 ｢注意集中の困難さ｣に係わる項

目にみられることやⅠⅠ群の嫌いの訴え数が多い

ことを考えると,疲労感の中でも精神的疲労感

表8 大都市及び小都市の系統別における好き嫌い別の訴え数の授業前値

系 都 市 区 分 Ⅰ 群 ⅠⅠ 群 m 群 T

撃丞好き 大都市(N-21)小都市(N-19) ≡:……≡Z:芸… …:………Z霊 コ* …:冒…≡Z霊 喜:喜喜≡冒霊 コ☆

普通 大都市(N-41)小都市(N-54) 43莞 ≡.o:…喜 ≡:;宕≡呂霊 コ☆ …霊 ≡3:…言コ* 1言:;芸≡冒:喜…コ☆

嫌い茎丞好き 大都市(N-19)小都市(N-35) 言:芸喜≡呂:……コ* …:芸…≡呂霊 去霊 呂霊 コ☆ 13霊 …冒莞 コ☆
大都市(N-19) 4.00ニヒ0.53 2.96±0.60 1.92±0.45 8.88±1.45

小都市(N-16) 4.00±0.52 2.50±0.63 1.75±0.36 8.25±1.22

普通 大都市(N-85) 3.49±0.22 2.34±0.21 1.69±0.15 7.51±0.49
小都市(N-65) 4.12±0.33 2.88±0.30 1.72±0.21 8.75±0.71

嫌 い蔓堅塁好き 大都市(N-21)小都市(N-34) …霊 ≡呂:芸≡ …:冒芸≡呂霊 三:≡≡≡Z:喜…コ☆ 1喜霊 ≡三霊
大都市(N-19)小都市(N-45) ≡:……≡Z:三言コ☆ …霊 ≡呂霊 …:…喜≡Z:…芸 …:…Z≡三霊 コ☆

普通 大都市(N-23) 3.67±0.39 1.57±0.30 1.57±0.31 6.33±0.80
小都市(N-26) 3.27±0.37 1.42±0.42 1.38±0.43 6.08±1.00

嫌い 大都市(N-3) 2.25±1.32 1.25±0,75 1.50±0.50 4.00±1.63

数値は支±SEを示す. ☆p<0.10 *p<0.05
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表9 大都市及び小都市の系統別における好き嫌い別の訴え数の授業前後差の比較

系 都 市 区 分 Ⅰ 群 王Ⅰ 群 Ⅰ11 群 T

理系好き普通嫌い茎丞好き普通嫌い蔓堅塁好き普通嫌い 大都市(N-21)小都市(N-19)大都市(N-41)小都市(N-54)大都市(N-19)小都市(N-35)大都市(N-19)小都市(N-16)大都市(N-85)小都市(N-65)大都市(N-21)小都市(N-34)大都市(N-19)小都市(N-45)大都市(N-23)小都市(N-26)大都市(N-3)小都市(N-9) 1.3400 0.9216 0.9297 1.1145

(-)2.4250* (-)1.5377 (-)1.5559 (-)1.8683☆

(-)2.3144* (-)0.5414 (-)1.8032☆ (-)1.7341☆(-)1.8313☆ (-)1.5672 1.1886 (-)1.8247☆

0.2745 (-)0.4881 (-)0.8278 0.3332

0,7142 (-)1.3592 1.2390 0.16360.0900 (-)0.6283 (-)1.6607 (-)0.5062

1.7523☆ 0.1511 (-)1.1875 0.5611

数値はt値を示す. (-)記号は大都市に比 L小都市の訴え数の授業前後差が大きいことを示す.

☆p<0.10 *p<0.05

表】0 大都市及び小都市の学年別における好き嫌い別の訴え数の授業前値

学年 都 市 区 分 1 群 11 群 lll 群 T

1学年好き 大都市(N-35) 3.54±0.40 1.63±0.43 1.63±0.30 6.80±0.93
小都市(N-50) 4.05±0.30 2.23±0.33 2,20±0.28 8.48±0.75

普通 大都市(N-94) 3.47±0.27 2.20±0.22 1.78±0.19 7.44±0.56
小都市(N-73) 3.90±0.25 2.56±0.26 1.73±0.20 8.22±0.61

嫌い蔓草隻好き 大都市(N-16) 3.69±0.54 3.13±0.68 1.63±0.33 8.44±1.37

小都市(N-30) 4.74±0.43 3.31±0.46 2.00±0.33 10.05±1.04

大都市(N-24) 3.35±0.61 2.26±0.66 1.83±0.52 7.43±1.64

小都市(N-30) 3.53±0.56 2.20±0.81 2.40±0.80 8.13±2.09

普通 大都市(N-55)小都市(N-72) …霊 ≡Z霊 コ☆ …:喜…≡Z:三三コ**…霊 ≡Z:……コ** …霊 …冒霊コ**

数値は支±SEを示す. ☆p<0.10 **p<0.01
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は,嫌いな授業前に強く発現するものと考えら

れる.既に森13)によっても,学習時の児童の疲

労感は好きな教科の時に低いことが報告されて

いることは,本研究結果を裏付けているものと

言えよう.

2.両校間の比較

大都市と小都市における好き嫌い別訴え数の

比較では,好き,普通及び嫌いのいずれでも小

都市の訴え数が大都市を上回り,普通及び嫌い

で有意差が見られている.また,両校における

生活背景の差異が疲労感に影響を与えている可

能性を探るため,疲労感発現の二,三の要因を

検討したところ,小都市の高校生の睡眠時間が

多いこと及び就寝 ･起床時刻,朝食摂取や習い

事の有無などを考慮しても,これらの生活背景

が小都市の疲労感を増加させる要因となり得る

可能性は少ない.これらのことから,小都市の

高校生は,授業を好きである場合には授業をそ

れ程意識しないが,普通及び嫌いの場合には大

都市の高校生以上に授業内容や指導方法などを

強く意識するため,それぞれ精神的及び身体的

･神経感覚的な疲労感を惹起するものと思われ

る.

授業前の系別訴え数の両校比較では,文系及

び芸体系に比し理系の訴え数が大都市より小都

市において顕著に多いことが認められている.

この棟に,小都市の高校生は,一般に理論性や

思考力を要求される理系の授業前に,身体的,

精神的及び神経感覚的な疲労感を顕著に示 した

ことは注目すべき事であり,小都市の高校生は

理系の授業は相当な負担を意識 しているように

考えられる.さらに,系別における好き嫌い別

の訴え数の比較において,理系では好き嫌いに

係わらず小都市の訴え数が大都市のそれに比し

多いことは,理系の授業内容が小都市の高校生

には大きな負担になっているためと考えられる

が,各群の疲労症状発現の理由については現段

階では説明し難い.一方,文系及び芸体系では

訴え数に好き嫌いに係わって一定の傾向は見ら

れないことは,授業に対してある程度自由な取

り組みが可能であるためと推測される.
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学年別における好き嫌い別訴え数の比較にお

いて,2学年では普通及び嫌いで小都市の疲労

感が大きくなっている.この理由として,1学

年より2学年の授業内容は難 しくなっているこ

と,また,小都市の2学年は大都市の2学年と

比較 して,受験に対する意気込み ･緊張感の不

足によって,身体的,精神的及び神経感覚的な

疲労感を意識させる可能性が十分考えられる.

3.学習に伴う疲労感の比重交

大都市及び小都市の好き嫌い別訴え数の授業

前後差は,両校間で差が認められなかった.こ

のことは,授業実施に伴う疲労感の生体への影

響は好き嫌いに係わらず同程度あると言える.

しかし,系別訴え数の授業前後差は,理系では

小都市の方が大きい傾向を示 し,さらに,系統

別における好き嫌い別訴え数の授業前後差は,

理系の普通及び嫌いで小都市の方が大都市より

大きい或は大きい傾向が認められている.この

ことは,小都市では大都市に比して理論性及び

思考性を要すると考えられる理系の授業が幾分

負担になり,しかも授業科目の中でも梓に理系

が好きでないのに努力を要することが生体に大

きな負担を与え,身体的や神経感覚的な疲労感

を惹起させているように思われる.

Ⅵ. 要 約

本研究では,生活環境や受験に対する意識が

異なると考えられる大都市及び小都市の公立高

校生 1-2年生を対象として,授業前において,

主に授業の系別及び好き嫌いの意識が疲労感に

如何なる影響を与えるかを比較 し,併せて授業

により生ずる学習疲労について両校間で比較 し

た.

その結果,次の成績が得られた.

1.大都市及び小都市の高校生はともに,授

業が嫌いな程,訴え率及び訴え数が増加し,特

にⅠⅠ群 ｢注意集中の困難｣が顕著であることか

ら,精神的症状に係わる疲労感は嫌いな授業前

に強く意識することが認められた.

2.授業が普通及び嫌いの場合には,小都市

の高校生は大都市の生徒以上に精神的や身体的
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及び神経感覚的な疲労感を授業前に意識するこ

とが示された.

3.授業前の系別疲労感の両校比較において,

理系では,小都市の疲労感は大都市のそれより

身体的,精神的及び神経感覚的な疲労感がいず

れも顕著に大きいことが認められた.

4.系別好 き嫌い別の授業前の疲労感の比較

において,理系では好 き嫌いに係わらず,小都

市の疲労感は大都市のそれに比 しいくつかの疲

労症状で大 きく或は大きい傾向が示された.

5.学年別好き嫌い別の授業前の疲労感の比

較において,2学年では普通及び嫌いで小都市

の疲労感が大都市のそれより大きく,特に普通

の各疲労症状で顕著であった.

6.大都市及び小都市の高校生において,授

業による疲労感の変動は,授業の系別では,哩

系で小都市の疲労感が大都市のそれより大きい

傾向を示 し, しかも理系の普通及び嫌いで身体

的疲労感の大 きいことが示された.

これらのことから,大都市と′)堵汚市の高校生

では,授業前の疲労感は,授業の好き嫌いの意

識,授業の系別及び学年別の好き嫌いの意識な

どによって異なり,また,理系の授業により生

ずる疲労感は,その好 き嫌いの意識によって異

なることが明らかになった.今後,生活環境が

異なる地域での児童生徒の健康の保持増進を考

慮する上では,基礎的な資料となり得るものと

考える.

なお,本研究の要旨は第37回日本学校保健学会 (礼

幌市,1990年)において発表した.
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日本近代における発育 ｡発達観

一三島通良と高島平三郎の位相-

入 江 克 己 松 本 健 治
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-AComparisonbetweentheideaofMichiyoshiMishima

andHeizaburoTakashima-

Katsumilrie KenjiMatsumoto

FaczLltyofEdltCat10n,TottorlUniversity
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studyistomakecleartheideaofphysicalgrowthanddevelopmentintheMEIJIEraby

comparingtheideasofMichiyoshiMISHIMAwiththatofHeizaburoTAKASHIMA.

キーワード:発育 ･発達,開発主義体育,日清 ･日露戦争,徴兵令

緒 言

1994年12月19日の文部省 ｢学校保健統計調査｣

によると,父母世代と比べて,近年のチビもた

ちの発育のピークが1年早まり,身長の大型化

が一層進んでいることが指摘されている. しか

しながら,これまでの学校保健についての研究

では,この発育 ･発達の問題が単に生理学的,

もしくは解剖学的侭儀 からのみとらえられるこ

とが多く,その評価として無意識の内に体格 ･

身長の大型化を是とする傾向にあったことは否

めない.しかも,例えば,われわれの身体がど

こまで大型化すればいいのかという上限は,令

までかつて示されたことはなく,その基準は,

絶えず欧米人のそれに追いつき,追い越す,と

いう明治以来の身体の脱亜入欧的な発想が潜在

している.近代以降において身体は,常に近代

国家の本能ともいうべき労働力と兵力の確保と

いう相矛盾する狭間のなかで翻弄されてきた.

つまり心身の発育 ･発達の概念は,人間一般と

して,単に生理学的,解剖学的な意味としてで

はなく,労働力の対象として生産過程や軍事力

として投入され,｢国家規範として,人間の意識

を貫く内的な制度1)｣として,ある一定の政治的,

社会的,経済的,さらには軍事的価値へと改造

され,表現されてきた.

本稿では,三島通良と高島平三郎の発育 ･発

達観を考察することによって,発育 ･発達の概

念で指示される身体の自然的な資質とか,ある

いは民族性,身分とかいわれる身体の属性 も,

絶えずある歴史的条件下における政治的,社会

狗,経済的,軍事的価値等に変換可能な対象と

して定常化されるという問題を顕在させること

を目的としている.

i.開発主義教育論の発育観

(1) リーランド,ジョホノットの衛生観と発育観

わが国近代体育諭や衛生論の摂取に大きな影



142

饗を与えたジョホノット(J.Johonnot)やリー

ランド (J.A.Leland)等の開発教育論におけ

る体育論は, トレーニングによる身体の鍛練よ

りも,むしろ衛生や発育の保全を重点においた

保健的体育論であった.例えばリーランドは ｢身

体と風土の関係｣,｢風習と身体に及ぼす影響｣

のほか,体操の(1)筋肉に及ぼす影響,(2)血液循

環器系に及ぼす影響,(3)呼吸器に及ぼす影響,

(4)栄養と体操の関係,(5)体操の皮膚に及ぼす影

響,(6)神経系に及ぼす影響について指摘 してい

るが,周知のように彼の体育論には,積極的に

発育をうながす発想は欠落しており,主にドイ

ツのシュレーバー (D.G.M.Schreber)やリ

ング (P.H.Ling)等の医療室内体操等の系統

のうえに立つものであった.そしてリーランド

によって体格と体力の測定,すなわち｢活力検査｣

が移入されたが,その測定内容は,身長 ･体重

･胸囲 ･腎図 ･指極 ･肺量 ･力量 ･握力等で

あった.

また伊沢修二の ｢新体操ノ方法｣(明治10年)

にもみられるように,発育を保全するための ｢体

育ノ方法｣として食物,住居,衣服,運動,静

息をあげるとともに,そのうち食物と衣服につ

いては ｢生理学ノ論スル所｣であり,また住居

については建築学に属 し,体育に間接的に関係

する食物,衣服,空気,温熱は,｢要理ヲ論スル｣

にとどまるとしている.身体の新陳代謝を活発

にするための食物,衣服,空気,温熱等といっ

た ｢成育保全｣の環境整備を説く伊沢の体育諭

は,明らかにジョホノットの開発主義的な衛生

鶴,発育観の系譜を引くものであった.

ジョホノットは,軽体操は ｢第一 長座ノ病

怠ヲ療シ,第二 往往学校ノ秩序ヲ錯乱スル所

ノ神経ノ不安ヲ鎮メ,第三 頭痛其他神経ノ柊

痛ヲ滅ジ,第四 同一ノ位置こ座スルガ為二生

ズ可キ不具ノ傾向ヲ正シ,第五 智カノ運用ヲ

極点二進メテ,運動ヲ廃棄スル学校ノ特質 トモ

称ス可キ虚気捕虜肌 着ク-神経性ノ衝動二替ル

こ,強健自由こシテ,且活発ナル挙動ヲ以テシ,

第六 智力運用ノ分量ヲ増加シ,且ツ容姿動作

ノ美容ヲ養成スル2)｣ことができると述べており,
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近代学校制度や方法の摂取にともなう負の影響

を補完するという論理であった.

そして皮肉にも ｢小学生徒心得｣(明治11年),

｢教員心得｣(明治14年)等に規制された画一主

義,形式主義的な方法が,子どもたちの発育や

発達を疎外するものとして批判されつづけ,か

つ,その疎外された身体を補完する手段として

体育教科や衛生教育が位置づけられるという矛

盾をもたらし,号令や規則化された普通体操と

いう近代体育の方法論に与えた影響は大きいも

のがある.

(2)明治10年代における発達観の屈折

わが国近代体育の草創期におけるこれらの衛

生観や発育観は,主にペスタロッテ(G.H.
Pestalozzi)やスペンサー (H.Spencer)に源

流をもつ智情意の調和的発達,すなわち主知主

義教育を補完する位置にすえ,三帝主義にもと

づ く健康観と身心二元論的な身体観のうえに展

開されることになったのである. しかし, リー

ランド等の衛生観や発育観にみられる限界は,

まさに資本の原始的蓄積期を迎えつつあった後

進的な日本資本主義にとって有効な思想的基盤

を形成し得ず,明治30年前後にかけて批判の対

象となっていく.

すなわち,明治10年代後期になると森有礼の

兵式体操振興論に典型化されるように,単なる

ナショナリズムの観点からだけでなく,近代の

軍事システムに見合った身体行動の改造と効率

化 (ナンバといわれるわが国の伝統的な右手右

足による同時歩行の修正や歩兵操練 ･行軍旅行

等による能率的な集団行進 ･行動の学習)が要

求されるとともに,さらには次第に産業革命を

迎えつつあるなかで,実業教育思想の興隆を背

景に実用主義的,もしくは経済合理主義的な視

点から早 くも総合的なマン･パワーの養成が提

起されはじめている.

例えば 『教育時論』は,既に明治19年の ｢社

説｣に ｢将に新教育の世代に人らんとす｣を掲

げ,｢人の心意は身体と共に亡す,身体成長すれ

ば心意も亦従て生長し,身体老衰すれば心意も

従て老衰す,--･知力を開発せんと欲せば,其
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心を動作せしめざるべからず,其心を動作せし

めんと欲せば,先づ其感覚を用ひて外物の印象

を得しざるべからず3)｣と一元的な身心相関を指

摘 している.これは,見方を変えれば環境に対

して積極的に働きかける経験主義的な発達観へ

の転換を示唆しており,それは,やがて活動主

義教育 (新教育)論の底流をなすことになる.

2. 三島通良の学校衛生論と発育観

(1)井上毅の衛生政策

三島が登場する明治20年代は,農民層の解体

と労働力の原始的蓄積,官営企業に対する保護

政策を背景にした殖産興業の段階を脱却し,請

産業 (鉄道,水運,紡績,鉱山,製紙等)が勃

興する産業資本の形成期でもあり,かつ体制的

には明治憲法 (明治22年),教育勅語 (明治23年)

等の制定にみられるように,まさに天皇制絶対

主義の確立期でもあった.

そうした時代的状況のなかで文相井上毅は,

第一に資本主義の発展にともなう良質の人材 (-

労働力)の陶冶,第二には天皇制下における国

家意識と国際的感覚を備えた公民-臣民の養成

という観点から教育制度,方法,内容の合理化

を推進 していった.なかでも国民体力問題には

深い関心を示し,例えば ｢中学校制度ノ改正及
体育ノ欠点｣(明治27年)のなかでお雇い外国人

(レ-ホルム,ベルツ等)の指摘を引用し,過

重な詰め込み教育が近視,身体虚弱,貧弱な体

量 (体重)をもたらしていることを指摘すると

ともに,衛生に関する無知,貧困な学校衛生制

度について痛烈に批判 している.

森有礼がある意味で学校の兵営化や兵式体操

の導入によって精神的効果 (従順,威儀,友情)

を期待したのに対して,井上の場合は,｢作文ノ

科ヲ省クへキ｣ことや ｢暗諦ヲ省クへキ｣こと,

試験制度の改善,｢公立学校生徒ノ送迎及遊歩運

動こ関スル訓令｣(明治27年),｢体育及衛生二関

スル訓令｣(明治28年)等による実質的な学校制

度の改造による体力政策を実施 していった.そ

こには,井上自ら ｢人種ノ健康既二彼 (西洋人

種 著者注)ニ劣ル トキ-,従テ業務ノ雛難ニ
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耐フルノ気カモ亦遠ク,彼二譲ラザルコトヲ得

ス,今我邦ノ学校-我邦ノ少年ヲシテ,西洋人

種ノ少年力学科 トスル所ヲ模範 トシテ,以テ修

業ノ規則 トス4)｣と述べており,明らかに衛生や

発育 ･発達の脱亜入欧をめざしたものであった.

さらには,井上の脳裏には日清戦争 (明治27-

28年)を予見して明治22年に全面的に改正され

た徴兵令がちらついていたであろうことは想像

に難 くない.ちなみにその基準は,およそ以下

のようなものであった.

甲種～ (現役合格,乙種以下の欠陥のないも

の),乙種- (現役合格,筋骨やや薄弱,軽い外

因性炎症 ･潰癌等,良性臆媛 ･着帽に支障のな

い頭蓋変形 ･軽い斜視 ･視力やや弱,軽い脊柱

側轡で運動や服装に支障のないもの ･全治した

骨傷 ･小指末節の欠損,軽い偏足),丙種～ (以

上合格,身長5尺未満4尺8寸以上 (ほぼ151.5-
147.6cm)のもの,定められた身体上の欠陥のあ

るもの,当時は小銃射撃が火力の中心であった

ため,近視は丙種とされた.丙種は第2国民兵

役に編入される).丁種～ (不合格,定められた

疾病または崎形,身長4尺8寸未満のもの),皮

種～ (徴集延長,翌年再検査,体格完全で強壮

であっても,身長が定尺にたらず,今後なお成

長の見込みにおるもの,病中 ･病後で完全に回

復 していないもの,さらに1年後に再受験させ

るもの).

周知のように,後進的な日本の軍隊は,冨家

意識をもち,かつ近代的な技能を身につけた工

場労働者によって成 り立ったのではなく,徴兵

という強権によって国家意識の欠落した農村の

人的資源に依らざるを得なかったのである.政

治的,社会的関係とは全く無縁と思われる人間

の発育 ･発達でさえも,政治的,社会的,そし

て軍事的価値規範から決定された ｢身体的基準

によって選択的に育成され あるいは育成を阻

まれて成った身体関係のひとつの相5)｣を表現す

るのであり,以後の発育観は,この改正された

徴兵の基準によって制約されているといえよう.

(2) 日清戦争前後における発育観

日清戦争は,わが国史上における最初の本格
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的な近代戦であった.だが,日露戦争 (明治37-

38年)とはその質を異にし,｢日清戦争における

兵力動員は,国内の生産に深刻な影響を及ぼす

に至らなかった. しかも,日清戦争は開戦前に

備蓄された戦力をもって戦うことのできた戦争

であった6)｣. また陸戦に関しては,ナポレオン

戦争ではじまった19世紀型の戦争の最後の戦争

であった.ところで,この日清戦争前における

学校体育をめぐる実情は,いかなるものであっ

たの か.

例えばイタリア公使のマルチノは,｢之レ迄ノ

教員ノ仕事ヲ見マスルこ, --毎日機械的こ,

或-暗諒セシメ,---生徒ノ為こ規則正シキ適

当ノ教授ヲナサズシテ,却テ自己ノ名誉ノ為こ

無益ナル演説ヲナシテ暮スモノガアリマス,夫

レ故二生徒-教場ノ椅子ノ上こ退屈 卜申ス者 卜

一緒二併ンテ腰ヲ掛ケ,無益こ時間ヲ費スコト

ガ甚ダ多クアリマスカラ,---此ノ如キ試験後

ニ-往往病気ヲ発シテ,何ツノ間こカ棺桶ノ中

ニナゲ込ンデ屠ル ト云フ有様デアリマス7)｣と,

子どもの心身の虚弱は過度の機械的教授と運動

不足に原因があると指摘 している.『教育時論』
にも ｢幼童ノ脳力過労ヲ論ズ｣(明治20年),｢運

動ノ快楽ヲ論ズ｣(明治23年),｢懸賞論文 日本

人不健康ノ原因ヲ論ズ｣(明治29年)等がみられ,

子どもの身体の不健康に対する危機感は,日活

の亀裂が現実のものになるにつれて,次第に深

刻化 していった.

例えば鈴木直三郎は,国防 ･軍事の観点から

｢国家ノ独立上二於テ国防ノ事-最大事業ナリ,

--･荘丁ノ漸ク滅スルヲ見ル,国家ノ不祥事是

ヨリ大ナル-ナシ,--今ヤ我国民-漸ク此責

任ヲ尽ス能-サル傾向ヲ生スル-,国民ノ最大

不幸 卜云-サルへカラス,.････-今ヤ其体力ヲ減

殺シ,却テ自発ノ発達ノ劣ルカ如キ-,此教育

ノ本旨こ背クモノナリ,---国家ノ不幸ヲ憂フ

ル ト同時こ,亦此教育ノ其目的ヲ誤ムルヲ悲ム

ナリ8)｣とその危機感を訴え,児童に対する圧迫

的教授が,彼らの活発な活動力を萎縮させてお

り,したがって体育の時間をもっと増やすべき

であるとしている.
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こうした機械的教授の弊害による子どもの悲

観すべき身体的状況に対し,これを解決するに

はリーランドの伝えた軽体操をもってしても不

可能であり,体育方法として活動的な遊戯や水

汰,兵式体操を内容化すべきである,というマ

ルチノの演説等ほ,19世紀の欧米における活動

主義体育論の趨勢の一端を示唆するものであっ

た.そうした傾向は,明治20年代以降において

子どもの発育を阻害する体育の形式的教授に対

する一定の批判と改造論にはずみをつけること

になる.

(3) 三島通良の衛生観と発育観

明治20年代後期には日活戦争前後の危機的状

況をより一層反映 して,個人の身体の健康 (-

身体の私事性)と国家的富強とがナショナリズ

ムの高嶋において統合されていくことになるが,

三島は,日活戦争というまさに日本資本主義の

転換点において登場することになる.すなわち,

明治24年に文部省普通学務局から学校衛生取調

を委嘱された三島は,井上の文相時代を含む5

年間にわたって全国の学校衛生の実状を調査 し,

その報告を明治28年に 『学校衛生取調復命摘要』
として発表するとともに,明治29年に初代の学校

衛生主事に就任 している.彼は,既に明治26年

に 『学校衛生学』を著 し,｢教育は立回の大本な

り,匡ほ匡之に由りて盛衰し,図歩之に由りて消

長す,教育一歩路かほ百年の計為に壊乱 し,教

育一歩誤らは常世の好望終に阻喪せん '̀)｣ と指摘

するとともに,｢智育,徳育を奨励して体育を忽

にしたる結果｣,｢学校衛生を怠れる結果,国に

S.弱董廉の民種を増し,-･･･国家の経済を破壊,

蹟鋼し,業国力と生産力とを消耗するもの,莱

して幾許そや}0)｣と衛生の国家的意義を力説し

ているが,こうした衛生親は三島に一貫してい

る.明治28年 9月の大日本教育合夏期講習会に

おいて ｢日活の戦争は,吾人に広大無数なる各

種の問題を提出して,実地の試験をなさしめた

り.此実地試験の中に於て軍事に関する事,政

事に関する事,経済に関する事,運輸に関する

事,国民の敵悔心に富める事等は,其外表した

る事実に豊富なるを以て,何人も之に注意する
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に錐からず｣と述べ,これら他事多難な国際環

境であるにもかかわらず,従来の主知主義的な

教育の風潮が,体育をないがしろにしてきたと

批判する.

｢上は天皇陛Tに対し奉り,下は一般国民に

対して吾曹教育者たる者は満足なる教育を既往

と現在にしたりと信 し能ふ欺,少なくとも予は

上天皇陛下に奉り,下万民に対 して教育者は此

迄甚だ相済まざる事を致 しおりたる事を謝せざ

るべからず.--国民をして智誠を得きしめん

が為,其価として教育薯なる金を支払はしめた

るのみならず,生命,健康なる肉と血をぬきし

めたればなり.彼は国民をして文弱に流れしめ,

学者をして葉色ならしめたればなり.蓋 し今日

迄の教育なるものは,専ら精神的の教育に偏し

て智帝と徳育とのみ重きを置き,反 りて其根本

たるべき体育を忽諸に付 したればなり10)｣.

また彼は,従来の教育制度や行政,さらには

施設やが )キュラム等の教育全般が,子どもの

身体発達や健康を阻害 してきたと,次のように

厳 しく批判している.

｢観よ,今日の教育制度を,彼の学科の程度

と云ひ,時間の多寡と云ひ,或は教育の行政と

云ひ,殆ど日本人種の体力,健康の度を精査し

て,之に相対する程の度合いに調合せられおる

か如何に.･--彼の教育機関なる学校を見よ,

光線と日光と明暗との区別を知らず,空気は何

程人体に必要なるものなる欺.学齢児童の視力

に於て今日の如き字細小,印刷不明,紙質粗悪

の読本用いて害なきや如何.

---可憐なる児童は晴渡たる教室に塵攻を呼

吸しつつ,書韓の懐を肥やしたる粗悪の読本を

読み,脂染みたる石板を控へて,不適当なる机

腰掛に不正の姿勢をなし,不明,微細なる文字

を記しつつ在るに非ずや.予は社会に間はんと

す,新興国,将来の東洋の大国ならんとする日

本国民は,此の如き情態にある所の機関を以て

教育すべきものなるや,否やをiO)｣.

三島が執物に学校教育を批判する背景には,

衛生や健康を国家利益と個人の利益を折衷する

媒体としてえがく,いわゆる経済合理主義的な
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衛生観が存在する.例えば,彼は次のように述

べている.

｢予は信ず,教育の趣旨なるものは将来の国

民をして,有為,強壮ならしむるにあり.而直

接に受教育者が利益を革むるのみならず,延き

て社会一般の風潮を改正し,間接に非教育者に

迄利益を及ぼすへきものなりと.若し夫れ教育

者にして衛生上の智識はなく,先づ真正なる体

育と心育とを接 し,よし些少の智徳を得ること

あるも,萎ひの国民は膏も国家に利することあ

らずして,反りて病衰の為に他人の生産力より

得たる利益を蟹食して国家の損害をなさん.

--･教育者に衛生上の智識あり,常に学徒の

身神を保育し,又衛生の道を教へなば,彼等を

して有為,強壮ならしむるのみならず,社会は

自ら学校によりて衛生の道を会得 し,十年を出

ずして各自及公衆の衛生勃興 し,伝染病の如き

も,さほどあわてふためかずして,充分に予防,

撲滅することを得ん10)｣.

以上のような三島の論理の背景には,井上と

同様に身体発帝の脱亜入欧を目指 していたこと

は明らかである.例えば,後年著した 『日本健

体小児ノ発育諭』(明治35年)の中で ｢本邦小児

ノ発育-,生理上板メテ順当ナルモノナリ.然

レドモ之ヲ欧米ノ人種二比スレバ,其幼時こ於

チ-敢テ譲ルコト少シト維 ドモ,其長ズルこ当

りテヤ,彼二比シテ短小ナル身体ヲ有スルニ至

ルli)｣と述べている.

明治20年の陸軍戸山学校の創設,翌年の陸軍

等医学校の創設,同年の文部省による ｢学生生

徒活力検査二関スル規定｣と兵式体操の正式採

用,同29年の学校衛生顧問および学校衛生主事

の設置,明治30年の学校清潔法の制定ならびに

公立学校医の設置,｢学生生徒身体検査規程｣,

さらには同31年の学校伝染病及消毒方法,同33

年文部省学校衛生課の新設等学校衛生の政策的

展開は,産業革命期にいち早 く対処したもので

あり,国民の身体の私事性に対する最初の包括

的な権力による統制を意味 している.

3. 日露戦後経営問題と高島平三郎の衛生観
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(1) 日露戦後経営問題と発育 ･発達観

日露戦争の特徴は,｢陸海軍ともに世界最新の

装備と最大の兵力量とをもっこ大国家の主力軍

どうLが正面から衝突した戦争として,本格的

な帝国主義戦争の開碁を告げるにふさわしい規

模の戦争｣であり,それまで備蓄された戦力で

戦われた日清戦争とは異なり,｢のちの第一次世

界大戦においてあらわれた戦争の様相,つまり

国家総力戦としての様相を端緒的に示した戦争

であり｣,｢戦時下の戦力造成力を大幅に動員す

ることを要求するに至った最初の戦争であった12)｣

といわれる.わが国の帝国主義的要求の実現と

いう課題は,総力戦という日露戦争の経験によ

り一層切迫したものとして認識され,そのため

に訓育主義的,実利主義的,さらには自治,自

動主轟的な体育が呼号されていった.明治後期

の社会ダーウィニズムという世界観を背景にし

た新人物論と身体の修養諭は,日露戦争後の戦

後経営をめぐって,なかでも経済的な観点から

身体的な能力の合理的な養成を説く点で共通し

ている.

このいわば経済体育論,言い換えれば体育に

よる総合的なマン･パワーの開発という論理は,

子どもの実生活に即した実際的な体育を要求し,

その方法理念として個性,自覚,興味,自動等

の近代的な教育理念が叫ばれ,その観点から体

育の改造がより強烈に叫ばれるようになり,負

体的な体育改造運動の思想的な基盤を形成して

いくことになる.しかも,それはたんに明治政

府の教育政策論を代表するイデオローグによっ

て標傍されるだけではなく,各地方においても

戦後体育の実践理念としても叫ばれるようにな

る.例えば宮城県の ｢亘理尋常小学校教授訓練

二関スル報告｣(明治38年)は,そのなかで ｢女

子ニアリテ-課外二所謂独逸式 (新式)遊戯ヲ

教授シタルニ頗ル児童ノ興味ヲ喚起シ,成績亦

見ルペキモノアリ.来学年二於テ-系統的二正

科二加へテ教授ヲナサン計画ナリ13)｣と遊戯が

注目されつつあることを報告するとともに,｢児

童ノ自治的精神ヲ養成スル日的ヲ以テ種々ノ作

業ヲ課シタル-,蓋シ有効ナルル手段ノータリ,

学校保健研究 JP71ISchooIHealth37

･･-･自治的行動ヲ執ラシムルこ-,内部的二之

ガ発作ノ動機ヲ与フル尤モ必要ナリトス13)｣と

内発的な動機づけによる自治的精神の養成を説

いている.

また群馬県教育合の ｢戦後教育上施設｣は,｢教

授に関する事項の概要｣,｢訓練に関する事項｣,

｢女子教育に関する事項｣,｢教師に関する事項｣,

｢社会教育に関する事項｣等とならんで ｢体育

衛生に関する事項｣をあげるとともに,｢一,盟

んに体操遊戯を奨励すべきこと,二,運動会を

改良して,より多く有効ならしむること,≡,

水泳水浴を奨励すべきこと,四,屡々旅行遠足

を行ひて身体を鍛練すべきこと,五,衛生事項

に注意し,身体を養護すべきこと,六,伝染病

の予防に一層注意すべきこと,七,生徒の体育

衛生を監督せしむる為,児に学校医を置くべき

こと,八,一般人民の体育奨励法を講ずべきこ

と14)｣などを掲げている.

一方,山形県知事は,明治40年10月に開催さ

れた小学校長合議の席上,｢日露戦争に於て君民

の負担せる国債は実に二十億に達せり,--･他

の列強に伍して地位を遮るには財力の豊富を計

るを要す.各国の歴史に徽すれば,戦争の勝利

は武器強力に依らざるは勿論なれども,財ヵ欠

乏せば其の国必ず財減の不幸を見る.--尚武

の気風を高め,益々兵力を強うするは国として

存在する以上必要欠くべからざる所にして,此

等の気象乏しきときは他国と競争するを得ざる

や勿論なり15)｣と,戦後経営にとって何よりも

経済力と尚武の気風が極めて重要であると強調

している.

こうしたなかで文部大臣から中学校長会議 (覗

治45年5月)に対して ｢中学校生徒ノ身体ヲシ

テ一層強健二発達セシムル方法如何｣が諮問さ

れているが,『教育時論』はこの間題をとりあげ,
その社説のなかで体育教員の体育に対する自覚

を促すとともに,｢中学校の体操及び運動は単に

体育其のものに必要なるのみならず,又徳性の

藩尊に興りて大に力あるものなれば,其の振興

を図らざるべからず16)｣と,徳性の藩巷を強調

している.これら自治的精神とか尚武の気象と



入江ほか :日本近代における発育 ･発達観

いう精神的要素の強調は,日露戦争の経験と全

く無縁ではない.

日本の兵士は,指揮官の統制が及ぶ範囲にお

いては勇敢であったが,指揮官が戦死 したり,

夜間や混戦になり,指揮官の統制が及ばなくな

ると,しばしば臆病になり,組織的な戦闘力を

失うという弱点を示した.また日本陸軍は,歩

兵戦闘において兵士個人の戦闘を認めず,わが

国特有の散兵戦法による銃剣突撃主義を採用す

ることになるが,逆に戦争の様相は小銃中心の

日清戦争とは異なり,連発銃の採用,機関銃の

出現,野戦砲の登場,さらに大艦巨砲主義によ

る建艦競争時代への突入という国家総力戦の前

兆を示していた.17)こうした重火器の登場という

兵器の質的な変化によって身体の大型化のみな

らず,加えて運動感覚的機能の開発や自治 ･自

主的精神を要求することになる.

(2) 社会ダーウィニズムと身体の修養論

高島は,わが国が近代的な帝国主義国へと脱

皮するための布石として,体育の科学化と身体

の修養を鼓吹している.彼は,社会有機体説や

社食ダーウィニズムを摂取 し,人格や身体の修

養を説く点で,明治後期の全般的な帝国主義的

教育論と共通している.高島は明治33年に日本

体育会教師,同37年に同会体操学校長に就任す

る一方,わが国初の 『体育原理』 18)を著してい

る.また,同年に文部省から体操取詞委員会委

員に任命され,明治38年11月に三島,可児,川

瀬らとともに取調報告の起草をしており,坪井,

川瀬,可児らとともに,取調報告の解説書でも
ある 『体育の理論及実際』を明治39年に公にし,

この解説書が後の学校体操要目案 (明治44年)

に連動しており,その後の衛生論ならびに体育

論に少なからぬ影響を与えたことは否定しえな

い.

高島は,『体育原理』 18)の序文の中で ｢維新以
後こ行-レタル体操-其ノ初メ何レモ単純二欧

米ノ方法ヲ模倣セシニ過ギズシテ,之ガ実行モ

亦其基盤ナリト言フ可カラズ,--･今ヤ我国民

-強大ナル生存競争ノ経験ヲ重ネテ身体ヲ教育

スルコトノ必要ヲ感ズルコト漸ク深ク,運動法
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ノ実行日二日こ盛ンこ,実際的体操遊戯書ノ出

版セラレルコト所謂汗牛充棟ナラントセリ,然

ルニ理論的方面ノ研究ヲ公ニスルモノ零々農ノ

如ク絶エテ無クシテ,僅二有ルヲ見ル-実二教

育ノ一大欠陥ナリトイフベシ｣といい,明治体

育の非科学性と理論的脆弱さを批判している.

ここには優勝劣敗の原理が支配する帝国主義諸

国間の競争場襖において,体育の理論的研究の

欠落に対する高島の焦燥感をうかがい知ること

ができる.

彼は,｢身体生活ノ健全-,主観的生活ノ健全

二基ヅク可ラザル条件ニシテ主観的生活ノ健全

-,幸福ノ享受二欠ク可ラザル条件ナリトス.

サレバアラユル人生ノ幸福-,身体生活ノ健全

二基ヅク｣と述べ,｢経済 ト-,即チ最小ノカヲ

以テ最大ノ良結果ヲ生ゼシムルコトナリ.故二

単二金銭其ノ他財産上ノコトノミナラズ,心カ

ニ於テモ体カニ於テモ,時間こ於テモ,空間二

於テモ経済ノ原則-行ワルルモノナ リ 18)｣と言

い,経済合理主義の立場から身体の不健康が,

個人的にも,また国家的にも多大の負の影響を

及ぼし,不健康であることは国家的国民として

の資格を失う悪であり,ここに身体の修養が要

求される理由があると言う.

｢身体虚弱ノタメニ医薬ノ料ヲ支出シテ不生

産的ノ金銭ヲ消費セザル可ラズ.又其ノ消極的

方面二於テ-正当二得ベキ収入ヲモ得ルコト能

-ズシテ,窮乏ヲ将来スベシ.--短命病弱ノ

国民多ク,流行病屡々行-レテ聾延スルガ如キ

-国家 トシテ最大不経済ナルノミナラズ,又最

モ祉ズベキコトナリトス.是等ノ点ヨリ考フレ

パ,国家ノ大経済ヲ思フモノ,及ビー身一己ノ

経済ヲ考フルモノモ,共二身体修練二務ペキ-

人生必然ノ義務ナリトス18)｣.

また ｢身体ノ修練-,他ノ智徳修養ノ基ヲナ

スモノニシテ,身体ノ修練こ基カザレバ,智識

モ遺徳モ之ヲ修養シ得ザルコト益々明ナルこ至

レリ.故二学校教育ノ根本問題-身体ノ健全及

ビ其ノ完全発達ヨリシテ,一面ニテ-訓練ニヨ

リテ道徳的品性ヲ養ヒ,多面ニ-教授こヨリテ

多角的興味及ビ実際的技能ヲ輿フルニア リ 18)｣
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と三育主義を批判するとともに,身体修養の必

要を説いている.すなわち ｢体育-科学的方法

二基キ,身体各部ノ不偏的発展及ピ其ノ強健ヲ

期スルモノナリ.放二此ノ目的二於ケル体育-,

単二身体其ノ物ノタメニスルモノこアラズ,実

二人 トシテ当然二具フベキ体力ヲ養フニアリ.

換言スレバ健全ナル精神 卜相待チテ,完全ナル

人格ヲ修養スルこ在 り 18)｣としており,高島に

おいては発育 ･発達が人格と身体の修養との不

可分な関係として把握されており,身体と人格

の修養を基本理念に体帝の科学化を標携する高

島にとっても,当然,欧米列強は無視 し得ない

存在であった.ところが,こうした世界的現実

に対処すべきわが国民の発育の現状は,いかな

る現実にあるのか.

高島は, ｢我ガ国ノ状態如何ヲ顧ミレぺ 富二

於テモ,学術二於テモ,兵備二於テモ,交通こ

於テモ,実業こ於テモ,其ノ他アラユルコトニ

於テ欧米二及バザルコトヲ挙ゲテ数ウベカラザ

ルホドナリ.而シテ我ガ国人ノ身体如何ヲ顧 ミ

レバ世界ノ文明国二於テカカル不良ノ体格ヲ有

スルコ者アラザルホドニ劣悪ナルこアラズヤ.

--斯ノ如タニシテ欧米ノ列強 卜対時競争セン

トスル-,ナホ旧式木造ノ兵船ヲ以テ新兵鋼船

ノ軍艦 卜対抗スルガ如ク,勝算ノ覚束ナキコト

亦明ナリトイフ可シ.サレバ何レノ国民モ列国

競争上ヨリ体育ヲカムルコト必要ナリト維モ,

現今我ガ国-其ノー層切実ナリト知ルベシ18)｣

と切迫 した危機感をもって訴える.

高島は,当時の世界的現実を社会ダーウィニ

ズム的なそれとして認識し,｢今日ノ世界-競争

ノ世界ナリ.督ニー個人 トシテ他 卜競争スベキ

ノミナラズ,又実ニー国民 トシテ他国民 卜競争

セザルベカラズ.個人的競争二失敗スル者-質

賎二陥り,甚シキ-餓死スルニ至り,国民的競

争二劣敗スル者-其ノ国家貧弱こ陥りテ他国ノ

干渉抑圧ヲ被 り,甚シキ-其ノ国家滅亡スベシ.

--･而シテカカル競争二打チ勝タントスルこ-,

--身体ノ修養ヲカムルコト-欠クベカラザル

条件ノーナリ18)｣として分析 している.

また ｢国際間二於ケル競争-,平和ノ際二於

学校保健研究 ノかlISchooIHealth37:1995

ケル学問 ･技芸 ･殖産 ･興産ノミナラズ,時 ト

シテ-武力ノ競争アリ.即チ最後ノ勝敗-銃砲

ノ争二由りテ決スルヨリ外二道ナキナリ.故二

今日ノ世界-兵力ノ世界ナリ.兵強ケレノヽ 国

強ク,国強ケレバ其ノ国民-世界何レノ処二在

りテモ,其ノ権利ヲ伸長シテ,其ノ志ス所ヲ世

成シ得ベシ.兵ノ強キ-,其ノ教養如何二由り,

其ノ兵器 ･糧食ノ完否-国富ノ如何二由ル.故

二強兵ノ実ヲ挙ゲント欲セパ,留民ノ務ベキ所

-ニシテ足ラズ ト維モ,其ノ兵 トナルベキ国民

身体ノ健全ヲ図ル-,一大要務タラズンパアラ

ザルナリ.---実こ体育-国民ノ元気ヲ振ヒ,

愛国ノ精神ヲ養フこ最モ適切ナル方法ナリ18)｣

と言い,国家富強のうえから体育の振興が不可

欠であると力説している.

結 語

三島の衛生観と発達親は,日清戦争前後の経

済合理主義と近代戦の性格を反映 している.め

が国の産業革命期は,日清戦争とオーバーラッ

プしており,三島の発言には,資本の原始的蓄

積を特徴とする産業革命期の衛生観と発育観が

端的に表現されている.一方高島は,日露戦争

前後の戦争観の変容と戦後国内体制の質的な変

化に対応して,より可変的な身体発育 ･機能を

要求 している.日露戦争は,戦闘の消耗化と持

久戦,しかも,その戦力は,軍事力によってだ

けではなく,国力によって決定されるという国

家総力戦への移行という新たな特徴を示した.

さらに,その政治的な影響は,Ll家総力戦に対

応して経済的な基盤はいうまでもなく,国家の

機構,教育,文化,イデオロギーをふくめた帝

国主義的な再編過程,すなわち帝国主義的な天

皇制国家の確立を促 したことである.

こうした質的な転換に際して高島は,身体な

り,健康を単に経済合理主義からのみならず,

社会有機体説からもとらえ,苛烈をきわめる優

勝劣敗,弱肉強食といった社会ダーウィニズム

的な世界的趨勢のなかで,あくまでも国家的伸

長という課題を意識 しつつ,衛生や体育による

身体発育 ･発達,言い換えれば身体をつくり直
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す方法の合理化をめざしたのであり,彼の身体

や人格の修養論はそうした危機感の反映でもあっ

たのである.それは,まさに日露戦争がもたら

した戦後国内体制の変容にほかならなかった.

すなわち民衆をその自発性に依拠 しつつ天皇

の国家の国民として統合することなしには,も

はや将来総力戦を遂行することが不可能になっ

てきた現実への認識によるものであった. した

がって高島の発育や衛生の概念には,民衆から

国民-の意識転換をはかり,国民を国家へと統

合し,かつ国家への帰属意識を強化するために,

天皇を家長とする家族国家主義というイデオロ

ギーが含蓄されていると見るのが自然であり,

以後,ナショナリズムに裏打ちされた体力概念

に象徴される発育 ･発達観として体育や衛生思

想の底流を形成することになる.

ところで,第二次大戦後のわが国教育におけ

る発育 ･発達親は,経済合理主義の観点から効

率的な人的資源 (労働力 ･マンパワー ･体力)

という価値規範によって規制され,経済的価値

の生産に有効な身体の養成や受験体制に起因す

る身体の歪みを補完するための発育 ･発達とい

う観念を社会的のみならず,主観的にも脅迫観

念にも似たかたちで受容してきた.だが,その

結果は,人間そのものを根本から否定する教育

現実をつくりだしてきたことは否めず,こうし

た矛盾は,従来の発育 ･発達観を克服 し,今日

学校の教育体系においてめざすべき発育 ･発達

鶴を改めて再確認することが総体としての学校

保健教育の課題であることを示唆している.
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災害発生率の学校差をもたらす要因

高 崎 裕 治

秋田大学教育学部保健体育研究室

FactorsAffectingSchoolDifferencein

lncidenceRatefrom Accidents

YujiTakasaki

DeParimentofHealthandsportSciences,FacultyofEducation,AkitaUniversity

incidencerateofaccidentsineachseniorhighschoolofAkitaprefecturewascompared

withthemeanvaluein1991-1993,anditwasfoundthatsomeschoolshadatendencyto

showlowerorhigherincidenceratesthroughouttheseyears.Accordinglyasurveywasmade

toinvestigatetherelationshipofincidenceratewiththevariouskindsoffrequencyforsafety

educationandadministrations.Questionnairesweresenttotheheadsofseniorhighschool,

whoespeciallyrepliedconcerninghowmanytimestheoperationforsafetyeducationand

administrationshadbeendonealastyearandwhatthecontentswere.Inaddition,thestudy

courseandthepercentageofmaleatudentsineachschoolwereexamined.

Asaresult,therewasnostatisticallyslgnificantassociationoftheincidenceratewiththe

frequencyforsafetyeducationandadministrations.Thefrequency,therefore,seemednotto

affecttheschooldifferenceintheincidence.Aschoolofthehighestincidenceratehad

relativelylargerfrequencyofoperations,suchassafetyInstruction,Inspection,trainlngand

soon,thanthatofthelowestone.Thismightmeanthatagreatdealofeffortgoesintothe

educationandadministrationstocopewithhighincidencerate.Meanwhilethepercentageof

malestudentsineachschoolwassignificantlyassociatedwiththeincidencerateandit

seemedthatthisassociationwouldexplainalargepartofschooldifferencesinincidence

rate_However,furtherinvestigationisneededtoclarifyotherrelatingfactors,sincethereare

someschoolsdeviatingfromthelinearrelationshipbetweenthepercentageofmalestudents

andincidencerate.

Keywords:Accidentinschool,Safetyeducation,Safetyadministration,

Schooldifference

学校事故,安全教育,安全管理,学校差

はじめに

児童や生徒の死因の第1位は災害 (事故と同

義に用いる)によるもので,悪性新生物をはじ

めとする諸疾患による死亡を大きく上回ってい

る.1)学校での児童や生徒の災害発生件数は日本

体育 ･学校健康センター (1991年度)の資料2)に

よると約110万件 (約20人に1人の割合)にのぼ

り,死亡事故以外の重傷から軽傷にいたるまで

の事故も,はるかに多く発生しているものと推

測される.したがって,学校では,これらの事

故を未然に防止するよう安全教育や管理に努力

しなければならないが,災害発生率 (児童や生

徒100人当たりの発生割合)を地域別や学校別に
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みると少なからず差異が存在する.

本報告では,秋田県内にある高校の管理者を

対象にして学校安全に関する実態調査をおこな

い,災害発生率の学校差をもたらす要因につい

て検討した.安全教育や管理をどのように実施

しているかという質的側面からの検討もなさね

ばならない重要な問題であるが,今回はその前

段階として比較的把握しやすいと考えられる安

全教育や管理に関する行事などの実施回数を中

心に調査し,実施回数の多少が災害発生率と関

連しているか検討した.また,検討する中で,

各高校の学科構成や全校生徒にたいする男子生

徒の割合が災害発生率に影響している可能性に

ついて示唆を得たので,そのことについても触

れる.

方 法

調査は,1994年6月,秋田県内の高校78校中

の73校の管理者に対して実施した.調査票 ｢安

全教育と安全管理に関する実態調査｣を用いて,

1993年度の各高校の実態を郵送法により調査し

た.本報告では,各高校の学科構成や男女生徒

数など基本項目の他に,主として安全教育や管

理に関する行事の実施回数など,以下の質問項

目について分析した.すなわち,(1)学校行事で,

安全指導を何回したか.(2)職員会議,または校

内の研修会で学校安全について何回取 り上げた

か.(3)学校全体で一斉にする安全点検 (自転車

とバイクの点検を除く)を何回したか.(4)学校

新聞などで,学校安全をテーマとしたものを何

回取 り上げたか.(5)避難訓練を何回したか.(6)
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学校行事で,交通安全講習会を何回したか.(7)

学校行事で,自転車の点検を何回したか.

回答が得られた66高校 (回収率90%)のうち,

学校数が多い全日制高校58校 (回収率95%)に

ついて,安全教育や管理に関する行事などの実

施回数の実態を調べ,災害発生率との関連性を

検討した.また,学科構成 (普通系,実業系,

または普通系+実業系のいずれか)や全校生徒

にたいする男子生徒の割合と災害発生率との関

連性を検討した.

結果および考察

(り 災害発生率の学校差

日本体育 ･学校健康センター秋田県支部の最

近3年間 (1991-93年度)の資料3)～5)を用いて県

全体の平均発生率と各高校の発生率とを各年度

について比較 した.その結果から,災害発生率

が高率または低率のそれぞれ上位 5位までに入

る高校を表 1にしめした.いずれの年度におい

ても,A校とB校は災害発生率が高率な高校で

あり,F校とJ校は災害発生率が低率な高校で
あった.このように,幾つかの高校では単なる

データのばらつきではなく,年度が異なっても

同じように災害発生率が高い傾向,あるいは低

い傾向にあり,学校差が存在するものと考えら

れる.

(2) 安全教育や管理に関する行事などの実施回

数,および災害発生率との関連性

1993年度一年間におこなった各種行事d5実施

回数について,最頻値と分布範囲を表 2にしめ

した,学校行事で安全指導をした回数は2回と

表 l 災害発生率が高率,または低率の高校

高 率 低 率 高 率 低 率 高 率 低 率

県平均(3.34)
1位 A校(21.92) F校(0.57)
2位 B校(14.87) G校(0.93)
3位 C校(8.22) H校(1.06)
4位 D校(6.79) Ⅰ校(1.16)

5位 E校(9.06) J校(0.72)

県平均(3.31)
A校(17.23) J校(0.24)
B校(8.95) F校(0.77)
E校(8.92) M校(1.10)

K校(7.05) H校(0.82)
L校(6.94) N校(1.12)

県平均(3.32)

A校(13.03) F校(0.70)
0校(9.59) J校(0.48)
B校(7.63) Q校(0.77)
P校(6.01) R校(1.39)
K校(6.43) N校(1.46)

( )内は災害発生率(単位%).県平均との有意差検定により,有意性の高い順にしめしている.
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する学校が18校で最 も多かったが,毎月1回以

上の割合でおこなった学校が4校,逆に一度も

おこなわなかった学校が1校あった.職員合議

や校内の研修会で学校安全について取 り上げた

回数は2回とする学校が16校で最 も多く,まっ

たく取 り上げなかった高校 も8校あった.学校

全体でおこなった安全点検 (自転車とバイクの

点検を除く)の回数は3回とする学校が13校で

最も多かったが,毎月1回 (年12回)以上頻回

におこなった学校をまとめてみると17校に達し

ていた.一方,安全点検を一度もおこなわなか

った学校が6校あった.学校新開などで学校安

全をテーマとしたものをまったく取 り上げなか

学校保健研究 JPnISchooIHealth37こ1995

った学校が26校で最 も多かった.避難訓練の回

数は1回とする学校が41校で最も多く, 3回以

上する高校はなかった.一方,避難訓練を一度

もおこなわなかった学校が2校あった.学校行

事で交通安全講習会をおこなった回数は2回と

する学校が37校で最 も多かった.交通安全講習

会を一度もおこなわなかった学校が4校あった.

学校行事で自転車の点検をした回数は1回とす

る学校が34校で最も多かった.自転車の点検を

一度もおこなわなかった学校が3校あった.

安全教育や管理に関する行事などの実施回数

と災害発生率との関連性をみると,いずれの実

施回数も災害発生率との間には有意な相関関係

表 2 安全教育や管理に関する行事などの実施回数

質 問

｢学校行事で,安全指導を何回しましたか｣

｢職員合議,または校内の研修会で学校安全について何回取り上げましたか｣

｢学校全体で一斉にする安全点検(自転車とバイクの点検を除く)を何回しま

したか｣

｢学校新関などで,学校安全をテーマとしたものを何回取り上げましたか｣

｢避難訓練を何回しましたか｣

｢学校行事で,交通安全講習会を何回しましたか｣

｢学校行事で,自転車の点検を何回しましたか｣

安全指導 一

職員全盲藻､校内研修会 一

安全点検
(自鉱車､バイク除 く)

学校新聞などのテーマ 一

連繁訓顔 一

交通安全講習会 -

自転車の点検 -

･0.2 -0.1 0.0 0.1 0.2

各項目の実施回数と

災審発生率の相関係数

図 t 行事などの実施回数と災害発生率との相

関係数

lFjj 答 結 果

最頻値(回) 分布範囲(回)

2 0-20

2 0-20

3 0-24

0

2

3

4

‖Hl

l

.一

1

0

0

0

0

口F高校 (災審発生率が最低)

田 A高校 (災啓発生薬が最高)

0 5 10 15 20 25

各項目の実施回数 (年間)

図2 災害発生率が最低,または最高の高校にお
ける行事などの実施回数
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が認められなかった (図1).図2は災害発生率

が最低のF高校と最高のA高校について実施回

数を比較 したものであるが,A高校では実施回

数が多いにもかかわらず,発生率が高かった.

一方,F高校では安全指導をした回数,職員合

議や校内の研修会で学校安全について取 り上げ

た回数,および安全点検をした回数がいずれも

0回であるにもかかわらず,発生率が最低であ

った.同様に,災害発生率が高率または低率な

上位10校までを抽出して両群で行事などの実施

回数を比較 しても,有意差は認められなかった

が職員合議や校内の研修会で学校安全について

取 り上げた回数,あるいは安全点検の回数は発

生率が高率な高校の方が多い傾向にあった (図

3).これらの結果は,災害発生率の高い高校で

は安全教育や管理に関する行事などの実施回数

を増やして災害発生の防止に努力しているが,

実施回数が単に多いだけでは災害発生率の低下

につながらないことをしめすものと考えられる.

(3) 学科構成,および男子生徒の割合と災害発

生率との関連性

災害発生率が高率または低率な上位10校まで

をみると,発生率が高率な高校の中に実業系の

高校が4校あるのにたいして,低率の高校の中

には1校 しか含まれていなかった.そこで全高

校を学科構成に基づいて普通系,実業系,また

は普通系+実業系に分類 し,災害発生率を比較

した.図4にしめすように,実業系と普通系+

実業系の平均発生率に有意差が認められたが (p<
0.05),実業系と普通系の平均発生率に有意差は

認められず,実業系の高校の災害発生率のみが

高いとはいえなかった.

災害共済給付の統計2)によると,災害発生の男

女割合は概ね男子7にたいし女子3の割合であ

る.日常の身体活動度が高い男子では負傷 も起

こりやすく,災害発生率の学校差には男女割合

の差異が影響 しているものと考えられる.そこ

で,災害発生率が高率または低率な上位10校の

全校生徒にたいする男子生徒の割合を比較する

と,災害発生率が高い高校の男子生徒の割合は

平均66.1%で,低率の高校の平均23.2%に比べ
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□災賓発生率が低率の高校 (10位まで)

田 災蜜発生率が高率の高校 (10位まで)

安全指導-

職員会富農､校内研修会~

安全点接

(自転車､バイク除 く)

学校新聞などのテ-マ~

避寒訓練 一

交通安全講習会一

自転車の点検 -

0 5 10 15

各項目の実施回数 (平均値+棲準偏差)

図3 災害発生率が低率,または高率な上位10校
における行事などの実施回数

平均値十様準偏差

0 2 4 6 8

災審発生率､%

図4 学科構成の違いによる災害発生率の比較

∩=58

%

.騰
朝
鮮
伽

7yi

10

0 25 50 75 100

男子生徒の割合､%

図 5 男子生徒の割合と災害発生率の関係
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て有意に大きかった (p<0.01).しかも,男子

生徒の割合の有意性は先の安全教育や管理に関

する行事などの実施回数や学科構成の相違より

も大きかった.普通系+実業系の高校が実業系

の高校よりも災害発生率が低かったが,これを

全校生徒にたいする男子生徒の割合でみると実

業系の高校よりも有意に男子生徒が少なく (普

通系+実業系の平均値36.4%,実業系の平均値

76.4%, p<0.01),このことが災害発生率の低

さをもたらしている一つの要因と考えられる.

しかし,男子生徒の割合と災害発生率との相

関関係をみると (図5),男子生徒の割合が多く

なるにつれて災害発生率は高くなる傾向が認め

られるものの,年度によらず発生率が高率な傾

向をしめしたA校のように全体の相関関係から

大きく逸脱する学校もみられる.これらの学校

については,個々の災害の程度も含めて発生率

を高めている他の要因をさらに検討しなければ

ならない.今後の課題として,学校関係者によ

る災害報告書の提出傾向,あるいは災害共済給

付制度にたいする関心度なども調べる必要があ

ろう.

ま と め

秋田娘内の高校の管理者を対象に安全教育や

管理に関する行事などの実施回数を中心に調査

し,実施回数の多少,各高校の学科構成,およ

び全校生徒にたいする男子生徒の割合が災害発

生率と関連 しているか検討した.その結果,莱

学校保健研究 JPnISchooIHealth37,1995

害発生率の高い高校では安全教育や管理に関す

る行事などの実施回数を増やして災害発生の防

止に努力しているが,単に実施回数が多いだけ

では災害発生率の低下につながっていないこと,

全校生徒にたいする男子生徒の割合が高い高校

ほど災害発生率は高くなることが示された.し

かし,男子生徒の割合が高くないにもかかわら

ず災害発生率が高い高校も存在し,さらに他の

要因が介在しているものと推測された.
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学会長 武 田 敏

l.開 催 期 日:1995年11月25日比)･26日(日)

2.会 場 :千葉大学 千葉市稲毛区弥生町 1-33 JR総武線,西千葉駅下車

3.統一テーマ :-ルスプロモーションとライフスキル

4.企 画

1)特別講演

HealthPromotionと学校保健 :筑波大学名誉教授 江口篤寿

HealthPromotionとLifeSkill:酉オース トラリア カーティン大学

HealthPromotion研究所所長 DonnaCross

2)学会長講演

エイズ教育とライフスキル
ノ

3)シンポジウム

①学校5日制とこれからの学校保健

②保健授業改造の方策をさぐる一典型授業の比較検言寸を通 じて-

③養護教諭の専門性の確立とその発揮-いくつかの断面から概観すると-

④学童健診後の栄養教育とシステムづ くり

4)年次学会要望課題

①ComprehensiveHealthEducationと学校保健

②現代の学校における養護教諭の役割と複数配置

③災害と学童の健康

④青少年の喫煙対策

5)教育講演

①健康教育とその評価

②人類学からみた子どもの健康問題-アジアのフィール ドから-

③未定

6)公開講演

日 時 二11月23日休)勤労感謝の日

対 象 :学会員および一般市民

テーマ :子どもの実態をみていない性教育一家庭で,地域で,学校で-

5.行 事

1)学会本部行事

①理事会

②評議員会

③総合

④編集委員会

⑤学会活動委員会

2)年次学会行事

会員懇親会

11月24日栓ラ

11月24即金

11月25日出

11月26日(El)

11月25日仕)

11月25日仕)
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6.関 連 行 事

1)教員養成系大学保健協議会 11月24日絵)

2)日本教育大学協会全国養護部会 11月24日徐)

3)全国養護教諭研究会第3回研究大全 11月27日(月)

7.学会参加費 (講演集代を含む),会員懇親会費の納入について

1)参加費 (講演集 1冊を含む)

(1)学会員

9月29日捜ほ でに払込む場合･･- ----6,000円

講演集は総会10日前までに郵送します.

9月30日出以降に払込む場合および当日参加の場合

･･･--･----7,000円

講演集は当日受付でお渡し致します.

(2) 非学会員 (当日会員)

一日参加の場合･･------･･･..--‥--･4,000円

(3)学部学生 (当日金員)------- --3,000円

2)講演集のみの別売り1冊----･･-.･---13,000円

(郵送の場合3,500円)

3)懇親会費

4)送金方法

本号はさみ込みの振替用紙を使用し,郵便振替で下記口座にお振込みください.

振替口座番号 00100-2-122757

加 入 著 名 第42回日本学校保健学会

8.自主シンポジウムについて

学会員の企画によるシンポジウムの開催のために,若干会場の準備をいたします.利用

希望者は題目,代表世話人の氏名,所属,連絡先,参加予定人員,400字程度の集合の主旨

を8月10日㈱までに第42回日本学校保健学会事務局宛申し込んでください.

(注)上記の企画,行事は若干変更される可能性もありますので,予めご了承下さい.

最終決定は本誌4号 (10月20日発行予定)に掲載いたします.

9.講演原稿締切 :平成7年 8月10日㈹ (当日消印有効)

10.送 付 先 :〒263千葉県千葉市稲毛区弥生町 1-33

千葉大学教育学部気付

第42回日本学校保健学合事務局 (担当 阿部明浩)

TEL･FAX 043-290-2623
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会 報 編集委員会議事録

157

平成 7年第 l回

日 時 :平成7年 2月18日(b 午後 2時30分～4時00分

場 所 :名古屋市中小企業振興会館 (吹上ホール)

出席者 :荒島,佐藤,鈴木,武田,柿,宮下,山本,横尾

資 料 :No.1 平成6年第4回編集委員会議事録 (秦)

No.2 投稿論文一覧

No.3 英文論文組見本

議 題 :1.前回編集委員会議事録の確認 (資料No.1)が行われた.

2.投稿原稿に関する報告 (資料No.2)

受付論文,査読状況,著者の訂正稿の状況等が報告された.

3.特別企画について

1)36巻 9号の学会記録は,シンポジウムのまとめの原稿到着が遅れたため,発行がや

や遅れる見込みである.

2)共同研究課題である ｢禁煙教育｣についての総説がまとまれば37巻 1号に掲載する.

3)役員選挙にともなう被選挙人名簿,ならびに金員名簿を論文掲載との兼ね合いをみ

ながら,可能であれば37巻 1号, 2号に掲載する.

4)阪神大震災に開通して ｢災害とチビもたち｣,｢災害時の情報管理｣,｢災害時の緊急

医療｣,｢災害時に学校が直面したこと｣等の多面的な方向から,特集または特別企画

を考えることになった.林委員が企画を担当する.

4.査読要領作成について

前回の資料および他誌の要領を参考にして,佐藤委員が夏頃までに原案を作成するこ

とになった.

5.その他

1)英文論文の印刷は,資料.3の ｢HumanBiology｣の形式に準じて一段組を採用す

る.

2)英文論文のアブストラクトには和文抄録をつけて投稿していただく.

また,編集部で英国人にアブストラクトの添削を依頼し,その費用 (実費)は著者負

担とする.

3)学会活動委員会より共同研究の応募要領の掲載依頼がある旨林委員から報告された.

4)次回学会開催要領を学会事務局と連絡をとり,褐戟する.
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地方の活動 第42回近畿学校保健学会の開催報告
会長 勝野真吾 (兵庫教育大学教授)

第42回近畿学校保健学合が平成 7年6月10日兵庫教育大学共通講義棟において開催された.

-般講演

101. 養護教諭からみた保健主事制度の検討

井福康博 ･林 正(滋賀大 ･教育 ･学校保健),板持紘子(滋賀大 ･附属中)

102. 養護教諭の精神健康調査 津田佐知子 ･元村直靖(大数大 ･健康科学)

103. 全児校区新設高校における保健室利用の実態 今井佳代子(姫路ユニ大 ･付属高校)

104. 体の不調を訴えて来室する保健室での対応と連携に関して

岩本スミ子(堺 ･百舌鳥小),入場節子(堺 ･浜寺昭和小)

105. 地域医療の中における養護教諭の果たす役割 り 村尾由子(上郡 ･上郡中)

106. 大学入学直後の学生の健康行動と健康知識

木村一彦(川崎医務福祉大 ･健康体育),篠田泰敏(昭和大 ･医 ･公衆衛生)

107. 保健学習と日常生活行動の関係性に関する研究 初田宏明 ･寺田光世(京都教大)

108. 学生における医学知識に関する調査(2)

アルファベット(ABC)を用いた用語に関する因子分析

柳生善彦(奈良 ･桜井保健所),山本公弘(奈良女子大 ･保健管理センター)

201. 中学生期における運動能力の均衡性と比体表面積の関係

高柳紀子(兵散大),松田智香子(神戸大自然科学研),三野 耕(兵散大)

五十嵐裕子(神戸大 ･附属明石中),美崎教正(神戸大),白石龍生(大数大)

後和美朝(大阪国際女子大),成山公一(大阪女子短大),小西博喜(京都工繊大)

石屠宣子 ･武田最太郎(和歌LL偲 大 ･衛生)

202. 大学生の血中脂質成分と運動習慣の関連性について

藤田大輔 ･南 哲(神戸大 ･発達科学),橋本英利(神戸大 ･医)

203. 学齢期小児の食習慣に関する疫学的研究 ;ビタミンとミネラルの摂取

高田利子 ･松浦尊磨く五色町健康福祉総合センタ-)

永井純子 ･北山敏和 ･渡追正樹 ･勝野最吾(兵散大 ･生活 ･健康系)

204. 小学生の生活習慣と運動能力,体力診断テス トの成績 中井久純 ･西畑賢治(神戸国際大)

205. 栄養によるアテローム性動脈硬化の予防

ゴマリグナン化合物の効果(SHRSPラットを用いて) 小川 博(近大 ･医 ･衛生)

206. 最近の児童 ･生徒の生活実態について 第1報-15年前との比較一

後和美朝(大阪国際女子大),鹿島明子(西宮 ･上ケ原南小),前田千鶴(西宮 ･瓦木小)

吉村智子(西宮 ･生瀬小),藤原美津子(西宮 ･鳩尾中),坂本民恵(西宮 ･鳩尾東幼)

今出悦子(西宮市教委),森岡郁晒 ･宮下和久 ･武田英太郎(和歌山医大 ･衛生)

207. ア トピー性皮膚炎を持つ学童の実態と対応 堀内康生 ･安地真理子(大数大 ･番数課程)
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208. 学齢期の小児のアレルギーの実態に関する疫学的研究 ;

血清IgEの分布と加齢変化(GoshikiHealthStudy)

前山友亮 ･松浦尊麿(五色町健康福祉総合センター)

永井純子 ･北山敏和 ･渡適正樹 ･勝野最善(兵教大 ･生活 ･健康系)

301. 兵庫県南部地震被災による女生徒の健康諸問題に関する研究

雷撃照子(稔蔭女学院中 ･高校),柳井 勉(大数大)

302. 女子短大生のス トレスの疲労自覚症状への影響 美馬 信 ･岡崎延之(大阪女子短大 ･保健)

303. 台湾における教員の生活環境 と精神健康に関する実態と一考察

思弁俊明 ･金井秀子(京都散大)

304. 幼児の発育,発達に関する研究 (1)基本的生活習慣(鱗)の形成について

佐伯洋子 ･森脇文子(大阪明浄女子短大)

花原節子(大阪キリス ト教短大),中神 勝(大阪府大)

305. 幼児の発育,発達に関する研究 (2)基本的生活習慣形成の実態と項目相互間の関係

花原節子(大阪キリス ト教短大)

佐伯洋子 ･森脇文子(大阪明浄女子短大),中神 勝(大阪府大)

306. 幼児の発育,発達に関する研究 (3)基本的生活習慣形成と教育の実態

森脇文子 ･佐伯洋子(大阪明浄女子短大)

花原節子(大阪キリス ト教短大),中神 勝(大阪府大)

307. 環境教育の現状とあり方 山中芳夫(大阪学院大 ･経営科学)

308. 教室内の温度環境の学習に及ぼす影響 古田肇子 ･美馬 信(大阪女子短大)

309. 南オーストラリアの薬物科学教育 北山敏和(田辺 ･上芳養小),武内克朗(吉川町 ･中吉川中)

401. 高校生を対象としたAIDSに関する知識 ･意識 ･行動の1994年の調査

斉藤 太 ･稔浦緊長(京都散大 ･衛生)

402. 学校における効果的なエイズ教育を疎外する諸要因 井谷恵子(京都教大)

403. 高等学校全体で取 り組むことができるエイズ教育 吉田錬二郎(兵庫 ･宝塚北高校)

404. 小学校高学年における性教育に関する研究 美里泰俊(兵教大)

405. -ンドポール競技による外傷 ･障害に関する調査報告 第 2報

小西博書 ･常岡秀行(京都工繊大),三野耕(兵教大)

石居宣子 ･古田養昭 ･武田鼻太郎(和歌山医大 ･衛生)

406. 学校災害事例データベース共有システムの試作とその配布 (1)データベースの構造と操作性について

横尾能範(神戸大 ･国際文化),板持絃子(滋賀大 ･附属中),上武千鶴(奈良 ･生駒中)

田中祐子(神戸 ･夢野中),志村美好(滋賀 ･小野小),中郷明子(大阪 ･宮山台中)

久保博美(兵庫 ･津名中),名倉弘美(大阪 ･市住吉商),渚千賀子(大阪 ･市立盲学)

岩本昌子(兵庫 ･岩屋中),板東まさえ(大阪 ･箕面小),山本元美(京都 ･学園高校)

竹内かよ子(京都 ･西京極西中)

407. 学校災害事例データベース共有システムの試作とその配布 (2)収録 したデータの内容について

- 久保博美(兵庫 ･津名中),板持絃子(滋賀大 ･附属中),上武千鶴(奈良 ･生駒中)

田中祐子(神戸 ･夢野中),志村美好(滋賀 ･小野小),中郷明子(大阪 ･宮山台中)



160 学校保健研究 ノ如才JSchooIHealth37:1995

名倉弘美(大阪 ･市住吉商),藩千賀子(大阪 ･市立青学),岩本昌子(兵庫 ･岩屋中)

坂東まさえ(大阪 ･箕面小),山本元美(京都学園高校),竹内かよ子(京都 ･西京極西小)

横尾能範(神戸大 ･国際文化)

特別講演 ｢子どもの病気と予防接種｣ 上田重唱(大阪大学微生物病研究所教授)

シンポジウム ｢子どものライフスタイルと健康問題｣ 座長 渡遵正樹(兵庫教育大学助教授)

シンポジスト 松浦尊麿(五色町健康福祉総合センター長)

石川哲也(文部省体育局体育官)

川畑徹朗(神戸大学発達科学部助教授)

長谷川ちゆ子(酉脇市立重春小学校養護教諭)

地方の活動 第27回中国 ◎四国学校保健学会の開催報告
年次学会長 実成 文彦(香川医科大学教授)

第27回中国 ･四国学校保健学会が平成 7年6月25日香川医科大学臨床講義棟において開催された.

研究発表 I

l. 保健教科書の導入にともなう小学校の授業への影響

下村義夫(岡山大 ･教育),青山英磨(岡山大 ･医)

2. 保健学習における ｢医療 ･疾病｣概念についての"deconstruction"(1)

-病人役割学習の視点から一 小川克之 ･藤田禄太郎(鳴門教育大)

3. 環境教育の実践について や平 服 ･角南香織(四国学院大)

4. ｢救命｣処置と ｢生命観 ･死生観｣に関する認識調査報告(1)

-日･韓高校生の比較を中心に- 川畑三矢 ･藤f-i_l禄太郎(鳴門教育大)

5. 小学校における死生観教育についての試論(2)

着港徳事(土庄町 ･土庄小),藤E]]禄太郎(鳴門教育大)

6. 小学校における ｢死生観教育｣の内容構成に関する実証的研究(3)

射場利春(牟礼町 ･牟礼小),藤田禄太郎(鳴門教育大)

7. 女子学生における痔痛体験の記憶世界に関する検討 河内信子(岡山大 ･教育)

8. 初経発乗時の体位に関連する身体発育について

松本健治 ･闘士将平(鳥取大 ･教育),武田最太郎(和歌山医大)

9. 高校生のライフスタイルおよび価値観に関する研究

香西令子 ･三好和子(高校南高校),大須賀桂子(香川県看護専門)

川田久美･北窓隆子 ･村上 淳 ･武田則昭 ･賛成文彦(香川医大)

10. フッ素洗口実践状況について 井上なつよ(牟礼町 ･牟礼南小)
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11. 養護教諭の行う救急処置の考え方 ･進め方 小山和栄(岡山市 ･福谷小)

12. 養護教諭が行う保健指導 一集団を対象とした随時指導一 橋本淑子(久米町 ･久米中)

13. 汎用ソフトを利用した養護教諭の職務分析 斉藤美麿(山口女子大)

14. 養護教諭専門能力の活用と複数配置についての調査(香川県内養護教諭のアンケートより)

松浦昭子 ･山下富子(瀬戸内短大)

15. 幼稚園における牽讃実習について 鈴木 薫(岡山大 ･教育 ･附属幼)

16. 中学生の心身の自覚症状と不安 ･悩みとの関連について 門田新一郎(岡山大 ･教育)

17. 現職教員の ｢不登校｣に関する認識調査(Ⅰ)

棟方百熊 ･小川克之 ･藤田禄太郎 ･川畑三矢(鳴門教育大)

板谷幸恵(女子栄養大),下岡康寿(鳴門教育大)

18. 現職教員の ｢不登校｣に関する認識調査(ⅠⅠ)

下同便寿 ･川畑三矢 ･藤田禄太郎 ･小川克之(鳴門教育大)

板谷幸恵(女子栄養大),棟方百熊(鳴門教育大)

研究発表Ⅰ

28. 高校文化祭におけるはじめてのアルコール予防教育

鈴木利栄子 ･久保訓子 ･畑 浩子 ･酒井恵子 ･大川和己

冨山千鶴 ･高橋幸子 ･久利文代(香川 ･土庄保健所)

29. 学童期における栄養指導媒体の工夫 一第7回全国健康福祉祭かがわ大会において一

村上 淳 ･多田賢代 ･岡野相李子 ･熊野昭子(香川 ･明善短大)

川田久美 ･須那 滋 ･武田則昭 ･賛成文彦(香川医大)

30. 学校給食の再検言寸における一考察(4)

一学校給食未実施校における学校給食に対する調査の結果を中心として-

中根異富(田辺市 ･会津小),藤田禄太郎(鳴門教育大)

31. 小学校の学級活動における性教育指導のための教師教育の一考察 森田直樹(三野町 ･下高瀬小)

32. 地域における健康教育の実践研究 -(第2報)マザー教室の事例研究一

山本万富雄(愛媛大 ･教育)

33. 思春期保健における地域と学校の連携 一赤ちゃんふれあい体験学習を通して一

上原恭江 ･大池明枝 ･真鍋佳津子 ･関 結花 ･納田幸代 ･堀尾洋子(香川 ･琴平保健所)

特別講演

｢思春期の闇と光-自分を見失い,自分を発見する-｣ 洲脇 寛(香川医大 ･精神神経医学 教授)

要望演題シンポジウム ｢エイズ教育｣ 総合司会 青山英康(岡山大 ･医 ･衛生)

コーディネーター 武田則昭(香川医大 ･衛生公衆衛生)

補佐 田中美挙(高松短大 ･児童教育)
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19. 香川県のエイズ教育の現状

学校保健研究 h77ISchooIHealih37;1995

鈴木俊彦(香川県教委)

20. エイズを考える -5年生のティームティーチング学習実践をふまえて一

末包定子(香川大 ･教育 ･附属坂出小)

21. エイズ教育と保護者 -お父さんお母さん照れないで一 親子で話そう性について

茶園千津子(高松市 ･龍書中)

22. 大学生とエイズ -アンケー ト調査から- 森田敏郎(香川大 ･保健管理センター)

相原伸行 ･豊即 畠視(香川大 ･教育),森田直樹(三野町 ･下高瀬小)

23. 大学生のエイズ知識の現状と意識 ･行動との関連について

珂土将平 ･松本健治(鳥取大 ･教育)

24. エイズに対する社食的距離の検討 犬飼道雄 ･岡林雄大 ･森あつき･合田恵子 ･真鍋芳樹

武田則昭 ･浅川冨美雪 ･賛成文彦(香川医大)

25. エイズの ｢病者 ･社会の学習｣諭 友志保博(山口大 ･教育)

26. エイズ教育の課題と推進のための基本的方策について 木村龍雄(高知大 ･教育)

27. オンラインによるエイズ教育情報支援ネットワーク -エイズフォーラム-

福永一郎(香川 ･丸亀保健所 ･香川医大),伊勢和宏(九大 ･医),高田 昇(広島大 ･医)

白坂寅男(大分 ･高EEl保健所),梶原賢一郎(久留米大 ･医),坂本意広 ･井出順子(九大 ･医)

山口一郎(足立区江北保健相談所),真鍋芳樹 ･吉原健司 ･武田則昭 ･蜜成文彦(香川医大)
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学校保健研究 JPllJSchooIHealijl37:1995

機関誌 ｢学校保健研究｣

1.本誌への投稿者 (共著者を含む)は,日本学校保健

学全会員に限る.

2.本誌の領域は,学校保健およびその関連領域とする.

3.原稿は未発表のものに限る.

4.本誌に掲載された原稿の著作権は日本学校保健学会

に帰属する.

5.本誌に掲載する原稿の種類と内容は,次のように区

分する.

原稿の種類 内 容

総 説論 説原 著報 告会 稚 学校保健に関する研究の総括,文献

解題

学校保健に関する理論の構築,展望,

提告等

学校保健に関して新しく開発した手

法,発見した事実等の論文

学校保健に関する論文,ケースレポ

-ト,フィールドレポート

学会が会員に知らせるべき記事

その他 学校保健に関する重要な資料,書評,

ただし,｢論説｣,｢原著｣,｢報告｣以外の原稿は,檀

則として編集委員会の企画により執筆依頼した原稿と

する.

6.投稿された原稿は,専門領域に応じて選ばれた2名

の評議員による査読の後,原稿の採否,掲戟順佼,種
類区分は編集委員合で決定する.

7.原稿は別紙 ｢原稿の様式｣にしたがって書くこと.

8.原稿の締切日は特に設定せず,随時投稿を受付ける.

9.原稿は,蕊 (オリジナル)1部のほかに副 (コピ-)
2部を添付して投稿すること.

10.査読のための費用として5,000円の定額郵便為替 (文

字等は一切記入しない)を投稿原稿に同封して納入す

る.

ll.原稿は,下記あてに書留郵便で送付する.

〒640 和歌山市九番丁27

和歌山県立医科大学衛生学教室

｢学校保健研究｣編集部

TEL 0734-26-8324

12.同一著者,同一テ-マでの投稿は,発行する投稿原

稿が受理されるまでほ受付けない.

13.掲載料は刷り上 り8頁以内は学会負担,超過頁分は

著者負担 (1頁当たり6,000円)とする.

14.｢至急掲載｣希望の場合は,投稿時にその旨を記すこ

と.｢至急掲載｣原稿は査読終了までほ通常投稿と同一

に扱うが,査読終了後,至急掲載料 (50,000円)を振

り込みの後,原則として4ヶ月以内に掲載する.

｢至急掲載｣の場合,掲載料は全額著者負担となる.

15.著者校正は1匝は する.
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投稿規定 (平成6年4月1H改正)

原稿の様式

1.原稿は和文または英文とする.和文原稿は原則とし

てワードプロセッサを用いA4用紙21字×20行 (420字)

横書きとする.

英文はすべてA4用紙にダブルスペ-スでタイプする.

2.文登は新仮名づかい,ひら仮名使用とし,句読点,
カッコ (｢,『,(,〔 など)は1字分とする.
3.外国語は活字体を使用し,1字分に2文字を収める.

4.数字はすべて算用数字とし,1字分に2文字を収め

る.

5.図表の原図は基は たは漂インクを使って明瞭に普く.

結′トすることが適当と考えられる図は,図内に数字ま

たは文字を縮小率に応じて大きく書く.

6.図表はすべて本文とは別紙とし,本文中に挿入すべ

き箇所を原稿の欄外に朱書により明瞭に指定する (図

8または表4など).

7.印刷 ･製版に不適当と認められる図表は,書換えま

たは割愛を求めることがある (専門業者に製作を依頼

したものの必要経費は,著者負担とする).

8.原稿には表紙をつけ,表題,著者名,所属機関名,

代表著者の連絡先 (以上和英雨文),表および図の数,

希望する原稿の種類,別刷必要部数を明記する (別刷

に関する懲用はすべて著者負担とする).
9.和文原稿には800語以内の英文抄鈍 英文原稿には1,500
字以内の和文抄録をつけ,5つ以内のキーワード (和

文と英文)を添える.これらのない原稿は受付けない.

10.文献は引用順に番号をつけて最後に-指し,下記の

形式で記す.本文中にも,｢-知られているl).｣または,

｢- 2)･3) ト5)｣のように文献番号をつける.著者が7
名以上の場合は最初の3名を記し,あとは ｢ほか｣(英

文ではetal.)とする.

〔定期刊行物〕著者名 :表題,雑誌名,巻 二束一束,発

行年

〔単 行 本〕 著者名 (分担執筆著名) :論文名,(編集

･監修著名),書名,引用京-頁,発行所,

発行地,発行年

一記載例-

〔定期刊行物〕

1)三木和彦 :学校保健統計の利用と限界,学校保健研

究,24:360-365,1992
3)西剛申紀,岡田加奈子,市村国夫ほか :青少年の喫

煙行動関連要因の検言す-日本青少年喫煙調査 (JASS)

の結果より-,学校保健研究,35:67-78,1994

10)Glenmark,B.,Hedberg,G.,Kaijser,L.and

Jansson,E.:Musclestrengthfromaldolescence

toadulthood-relationshiptomusclefibretypes,
Eur.I.Appl.Physiol.68:9-19,1994
〔単行本〕

22)自戸三郎 :学校保健活動の将来と展望,(船川, 高石

編),学校保健活動,216-229,杏林書院,家京,1994
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編 集

雨に洗われて一段と鮮やかになった線が目を休

ませてくれる季節ですが,社会の動きは相変わら

ず目まぐるしいものがあります.サ-リンでも大

きな地震があり,みすみす目の前で人命が失われ

てしまう恐ろしさ, くやしさ,悲しみが阪神大震

災の記憶と重なってきます.

本号には年次学会長の武田敏先生の ｢性教育｣

関連の総説を掲載 しました.性をめぐる価値観は

様々であり,自分と異なる考え方に寛容であるこ

とが教育関係者に特に求められているように思わ

れます."望ましい"態度や行動へ変容させようと

｢学校保健研究 ｣編集委員会

学校保健研究 ノかIISchooIHealth37;1995

後 記

熱心に働きかけるあまり,自分の価値観を押 しつ

けていないかどうか,常に振 り返ってみる必要が

ありそうです.これは子どもをひとりの人間とし

て尊重することにも通じるでしょう.

7月には学舎の評議員選挙が行われます.一票

を投 じる晩 金員ひとりひとりが学会を組織的に

も財政的にも支えていることを実感できるのでは

ないでしょうか.機関誌も会員の投稿によって一

層充実していくことを期待しています.

(堀内久美子)

編集委員長 (編集担当常任理事)

武田最太郎 (和歌山医大)

編集委員

荒島真一郎 (北海道教育大,札幌校)

岡崎 康夫 (金釈大,教育)

数見 隆生 (宮城教育大)

佐藤 祐造 (名大,総合保健体育科学セ ン ター )

審成 文彦 (香川医大)

鈴木美智子 (九州女子短大)

寺田 光世 (京都教育大)

友志 保博 (山口大,教育)

林 謙治 (国立公衆衛生院)

堀内久美子 (愛知教育大)

美坂 幸治 (鹿児島大,教育)

宮下 和久 (和歌山医大)

山本 公弘 (奈良女子大,保健管理セ ン ター )

横尾 能範 (神戸大,国際文化)

編集事務担当
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第42回日本学校保健学会

≪宿泊のご案内≫

拝啓 初夏の候,皆様におかれましては益々ご健勝のこととお喜び申し上げます.また平素より弊社諸業務

に格別のお引立てをいただき誠にありがとうございます.

さて,この度 『第42回日本学校保健学会』が,千葉鼎にて開催されることになりました.参加者の皆様の

便宜を図るため,弊社において,宿泊 ･昼食等のお世話をさせていただくことになりましたのでご案内申し

上げます.軌 幕張メッセ開設以来,千葉市内における各種大金の開催が増大 しました. しかし宿泊施設の

数,質ともにこれに伴わないのが現状です.今学会期間中も,市内で約 J万人規模の大会が開催され,なお

さら宿泊施設の確保が困難を極めることが予想されます.大会間近の,ホテルの手配,先生方個人での手配

は,不可能の場合 もあります.是非弊社ご用意のホテルをご利用下さいます棟重ねてご案内申し上げます.

敬具

近畿 日本ツーリス ト株式会社 千葉ユース トラベル支店

支店長 山 本 民 雄

担当者 富田 ･渡部 ･石 村

I.宿泊のご案内

① 宿 泊 対 象 日 平成 7年11月23日㈱ ･24日(勃･25日出

② 宿泊料金 ･ホテル名 (1泊朝食付,消貸税 ･サービス料込み)

ランク 宿泊料金 ホ テ ル 名 会 場 ま で の ア ク セ ス

A 9.000円 ①バーディーホテル ホテル-(徒歩3分卜千葉駅-(JR所要2分)-西千葉-(徒歩5分ト会場
千葉市中央区新千葉1-6-5 Tel.043-248-5551

B 10.000円 ②メイプルイン幕張 ホテル-(徒歩1分ト幕張本郷駅-(JR所要10分)-西千葉-(徒歩5分ト会場
千葉市花見川区幕張本郷1-12-1 Te1.043-275-8111

③船橋グランドホテル ホテル-(徒歩2分ト船橋駅-(JR所劉6分)-西千葉-(fjW 5分ト会場
船橋市本町7-ll-1 Tel.0474-25-1121

C 12.000円 ④ホテルグリンタワー幕張 ホテル1バス15分ト幕張本郷駅-(JR所要10分ト 西千葉-(徒渉5分卜会場
千葉市美浜区ひび野2-10-3 Tel.043-296-1122

D 13.000円 ⑤幕張プリンスホテル ホテル-(パス15分)-幕張本郷駅-(JR所劉0分ト西千葉-(徒歩5分ト会場

*この度の宿泊につきましては,全てシングルルームにてご用意させていただいております.

*幕張プ l)ンスホテル,ホテルグリンタワー幕張にご宿泊の方については,朝のみ幕張本郷駅までのバ

スをご用意いたします.

③ 宿泊ホテルの決定について

素張プリンスホテルが,メインの宿泊ホテルとなっており,他のホテルは,ご用意出来るお部屋の数が

少ないためご希望に副えない場合がございます.あらかじめご了承下さい.また,お申込用紙の宿泊希

望欄には,第2希望まで必ずご記入下さい.

2.昼食 (弁当)のご案内

① 対 象 日 平成7年11月25日･26日

② 昼食弁当代金 1.000円 (消費税込)ウ-ロン茶付 き



3.お申込方法

① 宿泊申込書に必要事項をご記入の上,下記宛にご送付下さい.

② 弊社に申込書が届き次第,申込受付確認書及びご請求書をお送りします.

③ 宿泊代金全額と昼食代金の合計金額を匿 諾 済 下記口座にお振込み下さい･

④ ご入金確認後,｢宿泊券｣｢昼食引換券｣をご送付させていただきます.

*宿泊代金は,お申込分全額をお振込み下さい.尚,お取消しの場合は,お取消し料等差引の上学会終

了後指定の口座に振込みにてご返金をさせて頂きます.その際の振込手数料につきましては,ご返金

額より差し引かさせていただきます.

*ご請求の際,通信費としましてお一人楼500円を加算させていただきます.

≪申込書送付先》

〒260千葉県千葉市中央区中央4-13-10

千葉県教育会館新館 6階

近畿日本ツーリスト株式会社

千葉ユーストラベル支店

担当者 富田

《お振込み先》

銀 行 名 第一勧業銀行千葉支店

口座名 ･番号 近畿日本ツーリスト株式会社

千葉ユーストラベル支店

支店長 山本民雄 (ヤマモ トタミオ)

普通預金 1996140

4.お申込締切日 平成7年10月13日(勃 必着

5.お振込み期日 平成7年10月31日(畑

6.変更 ･取消しについて

･お申込内容の変更及び取消しが発生した場合は,速やかにご連絡下さい.

･取消料につきましては, 1名標につき下記の通 り申し受けます.

ll/3仕)～ll/15㈱ ll/16㈱～11/20(月) 11′21㈹～11/22㈱ ll/23㈱以降

*変更 ･取消及びお問合わせは,弊社の営業時間内のみとさせていただきます.

･昼食の変更 ･取消は11月22日16時までとさせていただきます.それ以降の変更 ･取消については,全額

を取消料として頂戴致します.

7.宿泊代金,昼食代金のご精算について

① 返金が生じた場合は,学会終了後にご指定の口座に振込みにてご送金させていただきます.

② お申込用紙の指定振込み口座記入欄に必ず返金の際の銀行口座名及び口座番号をご記入下さい.

8.お申込み,お問い合わせ先

近畿日本ツーリスト 千葉ユーストラベル支店

〒260千葉県千葉市中央区中央4-13-10 千葉県教育会館内

電話番号 043-227-9401

FAX O43-222-9113 担当者 富田, 渡辺,石村

営業時間 〔月曜日～金曜日〕9:30-17:30,〔土曜日〕9:30-12:30
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コカ･コーラボトラ｢ズ
Coca-Coraとコカ･コーラ,Cokeは､TheCoca･CoZaCompanyの差繰商標で す｡

コカ･コ-ラは､世界195力匡】以上の国々で愛 され親 しまれています>

コカ･コーラの工場は清潔なガラス張り｡

製品のできるようすを､ゆっくりご見学いただけまも

みなさまのご質問にも､専任の担当者がきちんとお答えいたしま10

楽しいスライドや映画の上映もございまTo

お子さまの社会科学習の一環とし~こお母様方の勉強会にも､

お役に立つことと思いますこ

みなさまも一度､いかがですか｡

(市民コかコづとLr｡)
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